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第一話　さらばミラフィア









　潮の匂におい。頰ほおを触ふれて通り過ぎて行く涼すずしげな風の中、私はふと空を見上げた。

　天に広がる空は雲ひとつない快晴。燦さん然ぜんと輝かがやく太陽は過ごしやすい気候の中、それでも誇ほこらしげに輝いていた。

　うむ、いい天気だ。

　門かど出でには──これ以上なく丁度良い。

「うう……スラヴァ君、本当にいっちゃうの？」

　そう、今にも泣き出しそうな顔で声を震ふるわせたのは、亜あ麻ま色いろの髪かみを結んだ少女──女優見習いのセリアだ。

　他ほかにも、レティスやクラリッサなど、コルドウェル家の者達。モニカにシドや、チェスターまでもが私達と向かい合っていた。

　私達の背には立派な船。今日は、前々から予定していた、出発の日だ。天気にも恵めぐまれ、私達はこれから──エルフの国を出て、人間の国へと向かうことになる。

「うむ。別れを惜おしんでくれて、嬉うれしいぞ、セリアや」

　瞳ひとみに涙なみだを溜ためるセリアの頭に手を置き、優やさしく撫なでる。

　涙を溢あふれさせそうな眼めを必死に開き、セリアは私の瞳を見つめている。

　聞けば、この子も最近は一層演劇の道に励はげんでいるそうだ。だからといってセリアは驕おごらず、優しく真ま面じ目めなまま変わらない。セリアが今も涙を流さぬようにと努力しているのは、私の旅立ちを曇くもらせまいとするためだろう。そんなよい友人にこれほど別れを惜しんで貰もらえると思うと、誇らしくなる。

　ぐ、と息を詰つまらせるセリアに微笑ほほえみかけると、セリアは顔を俯うつむかせた。飽あくまで、私に涙を流している様さまを見せたくなかったのだろう。

　友人の気き遣づかいを無下にせぬため、私は他の者達へと視線を向ける。

「それにしても……皆みな、忙いそがしい中集まってくれて悪いな」

「なあに！　勝手に集まってるんだ、気にするなって！」

　集まってくれた者達に礼をいうと、気持ちよく返したのはシドだ。

　確かに私が彼らに伝えたのは日時と場所だけだ。だが、何もいわずにこうして集まってくれた彼らの気持ちに対しては、礼をいわねばならない。

　シドが軽く胸を叩たたいてくると、アカデミーで過ごした頃ころの記き憶おくが戻もどってくる。

　そんなふうにしてふざけあっていると、シドは急に声を潜ひそめ、なんともいいがたい表情を浮うかべる。

「けどよ……アルマ先生も旅についてくって聞いた時は驚おどろいたぜ。それに──」

「……ああ」

　その視線の先にいるのは、アルマだ。私も釣つられてそちらを見ると、話題の中心となったアルマはきょとんと首を傾かしげた。

「……？　どうかなさいましたか？」

　当の本人は、私やシドが何な故ぜ自分を見ているのか分からないようだ。

　今の彼女にとって、私の前ではこれが自然体のようだが……

「なんか、こんな感じだもんな。何があったんだよ……」

　過去のアルマを知る者からすれば、このアルマは違い和わ感かんの塊かたまりだろう。一体何故、何があって普ふ通つうの少年であるはずの私に敬語を使っているのか。もう少し自分の立場というものを理解してもらいたいものだ。

　しかしそれが今いま更さら何をいったところで改まるものではないという事は、ここ一ヶ月ほどを共に暮らす私はよく知っている。

「そのうち話すさ……だから今は何も聞かないでくれると助かる」

「お、おう。学校にいた時から、スラヴァはアルマ先生と色々あったもんな」

　私の顔に差した陰かげを見たか、シドは苦笑いを浮かべ、それ以上何も聞くことはなかった。

　彼は私の正体を未まだ知らない。セリアもそうだが──それは、折を見て話すこととしよう。

「……よしっ！　それじゃ俺はそろそろ行くぜ。アルマ先生も、旅頑がん張ばってください！」

「ああ、ありがとうシド。また今度、セリアも一いつ緒しよに何ど処こかへ行けるといいな」

「おう！　姐あねさんも、お元気で！」

「ん……シドくん。わかった、がんばる」

　シドがチェスターと話していたシェリルに頭を下げると、シェリルは顔を向け、手を振ふった。そういえば、シドが何故シェリルを姐さんと呼ぶかは分からずじまいだったな。

　シドは、どうやら仕事の合間を見つけてここへ来てくれていたらしい。聞けば、簡単な薬草集めの依い頼らいがあるといっていた。……彼もまた、一歩ずつ夢へと──偉い大だいな冒ぼう険けん者を目指して歩みを続けているようだ。

　その事に少し安心をし、私は背中を向けたシドを目で追う。

　シドは少し離はなれたところで、此方こちらを振り返った。

「次会う時にはもう少し頼たよれる奴やつになってっから！　見とけよな！」

　威い勢せいよく宣言をしたシドは、再び背中を向けて走り去っていく。

　……これは、帰ってきた時の楽しみがまた一つ増えたな。

　世界を見て回った後、この国に戻った時、友人達はどのように成長しているか。それを思うと、今から楽しみだ。

「いい友達じゃない。忙しい中来てくれたのね」

「スラヴァ様は慕したわれておいでですね」

「レティス。それと、クラリッサ」

　帰ってくるころにはその背が大きくなっている事を願っていると、微笑む私の背後から声が掛かかる。

　世話になっていたカドマス家の二人の娘むすめ……レティスとクラリッサだ。

「まあ毎日会ってたんだけど、見送りくらいね」

「此こ度たびは世話になった。カドマス殿どのにもよろしくいっておいてくれ」

「あはは、パパも仕事がなければっていってたよ。うん、ちゃんと伝えとくから安心しなさい」

　思えば、カドマス殿には大層世話になったな。

　長いこと泊とめて貰ったのはいうに及およばず、立派な衣服を贈おくってもらったり──昨日も別れの宴えん会かいを開いてもらった。

「はは、カドマス殿にはいつか恩を返さねばならんな」

「もー。まだそんな事いってる。律りち儀ぎねえスラヴァは。

　むしろお父さんの方がまだ恩返し出来てないのに、ってうるさいのよ？」

「私もお父様も、スラヴァ様には命を救われておりますから。本当に、スラヴァ様にはいくら感謝をしてもし足りないのですよ？」

　私がカドマス殿への恩を口にすると、カドマス家の人達は揃そろってこういう。

　私達は大した事はしていないと何度もいったのだが、律儀なのはどちらやら。

「そうはいうが、中々そうも割り切れなくてな。……まあ、この話はこのあたりにしておこうか」

「ふふ、そうね。決着つかないもの」

　いう通り、この話に決着は中々つかない。カドマス殿にはそのうち、何かしら礼をすることとしよう。

　暫しばし笑い合うと、沈ちん黙もくが流れる。

　しかし、レティスには何かいいたいことがあるのだろう。落ち着きの無さを感じつつも、私は引き出すことはせず、言葉を待つ。

「あ、あのね……？」

　逡しゆん巡じゆんの後、レティスは下げていた視線の高さを、私の瞳とつり合わせる。

「どうした？」

「……うん。その、また会えるよね？」

　躊躇ためらいの後に紡つむぎだされた言葉は、レティスにしてはひどく弱々しいものだった。

　去年は聞かなったその言葉は、どのような心境の変化で導き出されたものなのだろうか。

　私が行くのが国外の人間の国だからか、それとも──私の正体が関係してのことか。なんにせよ、これはレティスが前にはない違ちがいを感じ取った故ゆえの言葉なのだろう。

　だが、私が返す言葉は変わらない。

「ああ。会えるさ。目指すところが同じならば──」

「必ずどこかで交差する、か」

「うむ。その通りだ」

　レティスに返したのは、いつか口にした言葉。少し違うのは、その先を彼女が引ひき継ついだというところだ。

「ふふっ……そうね。変わらないわ。何も」

「ああそうさ。そう簡単に変われるものでもない」

　二人して、笑い合う。

　そう──結局のところ、それは変わらない。レティスも私も、最強というたった一つの座を目指しているのは同じ。ならばここではないどこかで、必ずや拳こぶしを合わせる必要がある。

　今はまだその時ではないが──同じ道を歩んでいれば、きっと顔を合わせることになるのだ。

　そうでなくとも、友人という関係はそう簡単に切れるものではない。

　それは、あちらで孫に牙きばを抜ぬかれている爺じじ馬ば鹿かが証明してくれるだろう。

　レティスと笑い合っていると、クラリッサがどこかすねた顔をしているのが見えた。

　去年会った時はもう少しオドオドとしていると思ったのだがな。この子も変わったものだ。

「と、クラリッサも元気でな。またいつか会おう」

「はい、またいつか。でも、妬やけてしまいます。私も武術を習えば良かったかもしれません……」

「ははは。その時は私が手ほどきしよう」

「絶対、ですよ？」

　少し納なつ得とくがいってなさそうなクラリッサに笑みを返し、会話は終しゆう了りようした。

　さて、出発までまだ少しあるので、残りの者達にも挨あい拶さつしておこう。

　すぐ傍そばに見つけたのは、モニカであった。友人同士であるソーニャと談だん笑しようしている。モニカの自然な笑いに、ふと、邪じや魔まするのは悪いかという思いが浮うかぶ。

　だが──

「あ、スラヴァくん！　こっちこっち！」

　そのモニカと話しているソーニャに呼ばれ、私は苦笑をしながら近づいていく。

「やあ、モニカ。今日は忙しい中来てくれてすまないな」

「いえ……これで暫しばらく会えないなら、お別れくらいいいたかったので。それに、お話ししておかなければならない事もありますし……」

　片手を上げて挨拶をすると、軽い様子でモニカも同じように返してくる。

　しかし、その後に続く言葉は、少し沈しずんだような表情で紡がれるものだった。

　モニカがこうするということは──

「血けつ晶しようの話か」

「……はい。これから旅立つところ、申し訳ないのですが……」

　やはり『昏くらい色の結晶』に関する話だったようだ。

「いや、聞かねばならぬ話だ。むしろ、わざわざ悪いな。もっと早くに聞いておくべきだったかもしれん」

　表情の暗いモニカの頭に手を置くと、モニカは顔を上げる。

　幾いくばくか先さき程ほどの明るさを取とり戻もどした顔は、どこか困った表情を浮かべていた。

「ありがとうございます。とはいっても、今回は今すぐにタリスベルグが出るとかという話ではないんです。ただ、何かあった時に今のエルフの国が対たい抗こうできるかどうか、わからないので……有事の際、力をお借りしたいのです」

　モニカから請こわれたのは、タリスベルグが現れた際の助力であった。

　私のみでなく、アルマも共に国を出て行ってしまうのだ。何かがあった際、拳を振るえる者が居なくば、確かに困ったことになるだろう。

　その点については考えがあるが、モニカの心配も尤もつともな話だ。

「ああ、約束しよう」

「……ありがとうございます」

　友の力になるのは当然の話。

　私はその願いを快く受け入れる。むしろ、こうしてモニカが頼ってくれることが嬉うれしかったからだ。

　しかし、気になることも一つあった。

「っと、それは良いのだが、連れん絡らくはどう取る？　旅をする以上、固定の連れん絡らく先さきは持てないぞ」

　それは、どう連絡をつけるかだ。目的が武む者しや修しゆ行ぎようの旅である以上、私達はこれといった拠きよ点てんを持たない。仮に文ふみで伝えるにしても、手紙が届かないのでは──と、思ったが──

「その点は心配要いりません。いつかの鈴すずを改良しました。これならば、世界中どこにいても共鳴することが出来るでしょう」

「……なるほどな」

　誇ほこらしげに胸を張り、モニカは一組の鈴を取り出した。

　世界中届くとは……さらりと凄すさまじいことをやってのけるな。これならば胸の一つや二つ、張ったところで許されるだろう。

　二つの鈴のうち一つを手に取り、魔ま力りよくを込こめて鳴らす。モニカの掌の鈴が綺き麗れいな音を立てると、モニカは笑った。

「それと……」

「む、どうした？」

　その後、モニカは笑えみを浮うかべる。

「もし私が力になれることがあれば、遠えん慮りよなく仰おつしやってください。スラヴァさんは、私の……お友達ですから」

　思わず、面めん食くらった。

　……くく、そうか……出会った時にはなんとも表情の変わらぬ子だと思ったが……

　大人びた少女の成長を目まの当たりにし、私は笑みを浮かべる。

「そうだな。私達ならばモニカに出来ぬことを出来るが──モニカも、私達が一番苦手としていることを出来る。その時が来れば、遠慮なく声をかけさせてもらうとしよう」

「……はいっ！」

　気がつけば、隣となりのソーニャも微笑ほほえんでいた。

　モニカとの付き合いは、私よりソーニャのほうが長い。色々と思うところもあるのだろう。

　……さて、そうこう話しているうちに出発の時間が近づいてきたな。

　最後に一人、言葉を交かわさねばならぬ男がいる。

「おい」

「あァ？　……なんでぇ。人が折角孫まご娘むすめと話してるってぇのによ」

　我が好敵手、チェスター＝プライムだ。口ではそういいつつも、口の端はしは楽しそうに持ち上がっていた。

「よォし、シェリルや、ちっと降りてくれなァ」

「うん……わかった」

　その腕うでに抱だきかかえていたシェリルを降ろし、高い位置から見下ろしてくるチェスター。

　刃やいばのような視線が交差し、火花を散らす。

　だが──

「スラヴァくんっ」

　チェスターの手を離はなれたシェリルが私に抱きつくと、チェスターは大きなため息と共に肩かたを落とした。

　……心中察するが、これが私の好敵手の姿だと思うと、私まで悲しくなってくる。

「はァ……哀かなしいぜ。まァいいか」

　しかし少しは慣れたのだろうか。チェスターは力なく笑うと、姿勢を正す。

「人間の国に行くんだって？」

「うむ。武者修行のついでに、ちと墓参りをしにな」

「は！　そりゃァいい。自分の墓参りなんざ、そう出来るもんじゃないだろうぜ」

「阿あ呆ほう、師し匠しようの墓参りだ。……だが、それも面おも白しろいかもしれんな」

　事情を知らぬ者が聞けば、何をいっているか分からない会話で笑い合う。

　……自分の墓参り、か。確かにそれは少し面白そうだ。

　どんな気分なのだろうな。最初の目的地には、いいかもしれん。

「それより……私が居ない間、この国を頼たのんだぞ」

「ケッ、面めん倒どう臭くせえなァ。老骨にムチ打ちやがってからに。まァ、たまにはセイギノミカタも面おも白しれぇかもしれねぇけどな」

　掌に拳を打つチェスターは、どこか楽しそうだ。やはり、孫が出来てこの男も変わったな。

　昔のままであれば「知るかンなモン」などといいそうなものだが。

　……しかし、助かった。国を出る上で一番の心配が無くなったからな。此こ奴やつにも、多く助力をしてもらっている。何な故ぜだか礼をいうのは悔くやしいが、チェスターへの感謝の念は深い。

「人間の国、楽しんでこいよ。こっちに帰ってきたら、また闘やろうぜ」

「……ああ」

　そんな私の気持ちも、チェスターは分かっているのだろう。多くは語らず、拳をぶつけあうことで確かく認にんする。

　全く。こんな時にまで拳を用いねばならんとは……真まこと、不器用なものよな。

「そら、そろそろ時間だろ。行ってこい！」

「うむ。シェリル、チェスターに挨拶をしておきなさい」

「うんっ！　おじいちゃん、ばいばい！」

「おォう！　シェリルも元気でなァ！」

　私はシェリルの手を引きつつ、船へと向かう。

　……これで、暫くこの国ともお別れか。

　これまでの道のりは、私にとってはそれなりに長かったものだ。

　しかし──これから先は更さらに長く、色々な事が待ち受けているのだろう。

「またね、スラヴァっ！　シェリルにソーニャ、アルマ様もお元気で！」

「スラヴァ様、お元気で！」

「またお会いしましょう、スラヴァさん、ソーニャ！」

「スラヴァくん！　今度私の劇、見に来てねっ！」

「じゃあなァ！　シェリルを確しつかり見てろよ！」

　タラップに足をかけると、ミラフィアで出会った友人達の声が背中を叩たたく。

　そのまま歩みを進め、船から振ふり返かえる。

「また会おう！」

「じゃあね、モニカちゃん！　レティスちゃん！」

「みんな、ばいばい！」

「それでは！」

　それぞれがそれぞれの挨あい拶さつを返すと、船からタラップが引き上げられていく。

　ゆっくりと船が動き出す。

　次に足が踏ふみしめる地は、もう人間の国だ。

　遠ざかっていくミラフィアに思いを馳はせるが、これが今こん生じようの別れというわけではない。

　故ゆえに私は暫しばしの別れを告げる。さらばミラフィア。またいつか、と。

　目指すは人間の国──サーフレスト！　船に揺ゆられ、風に撫なでられつつ──私の視線は、船首の先にあるであろう人間の国へと向けられるのであった。








第二話　船に揺られて









「ああ、いい気持ちだ」

　涼すずしげな風が運んでくる過ごしやすさに、私はついそう言葉を漏もらした。

　船は今、大おお海原うなばらの上。四方八方無限に続いているのではないかとさえ思わせる水平線は、陸では決して味わえぬ解放感を私に味わわせていた。

　船の上では身体からだを動かす鍛たん錬れんが出来ない。ならばこうして、景色など楽しみながらゆっくりするのも悪くはないかもしれん。そう思えるようになったのは、私もいくらかの落ち着きを手に入れた証しよう拠こだろうか。

　気温の良さと穏おだやかな船の揺れに、少し眠ねむ気けがやってきた。

　少し、眠ろうか。そうして私は、船の壁かべに背を預けた。

　昼ひる寝ねなどと気を抜ぬくのは久しぶりだ──そうして私の意識はまどろみの中に落ちていく。

「……あっ、師匠せんせい！　気付かれましたか……！」

　──途と中ちゆうで、アルマにすくい上げられた。

　気がつけば間合いに入られていたことは、取とり敢あえずいい。だが寝ている私の胸に頭を付けているとはどういうことだろうか。

「……何をしている」

　少々呆あきれた顔で、ため息を吐はき出す。

　不ま味ずいと思っているのか、アルマはばつが悪そうに私から離れながら、力なく笑った。

「い、いえ……その……あまりに穏やかに寝ておられましたので、師匠せんせいは生きておられるのかと心配になりまして……」

　潤うるんだアルマの瞳ひとみは、その言葉がアルマの本心であると語っていた。

　大人になった娘むすめから想おもわれるというのは父親としては嬉うれしいが──流石さすがにこれは行き過ぎなのではなかろうか。

「心配せんでも生きておるよ。私は猫ねこの赤子か……」

「も、申し訳ございません……」

　あまりにも過保護──というのは娘から親へ向けるものにもいうのかわからぬが──アルマの態度に、つい思ったとおりのことを口にしてしまう。

　眼を離した隙すきに前まえ触ぶれもなく死んでしまうようでは、私も困るというものだ。

　気持ちは分かる気もするが、このままでは将来困ることもあるだろう。少しずつでもいい聞かせていかねばならぬとは思うのだが──

「勝手にいなくなるような事はもうせんよ。安心しろ」

「……！」

　しゅんとするアルマを見ると、どうにも強く出られないところは、私自身昔から成長していないようだ。

　間ま違ちがったことをした時には確りと𠮟しかってきたつもりだが、こういう私を想うが故の行動というのはどうにもな。

　ぱっと顔を明るくするアルマに、苦く笑しようが浮うかぶ。

　生憎あいにくと今は彼女よりも私のほうが背が低いため、頭を撫でることは出来ない。そうでなくとももうアルマも大人だ。頭を撫でられたところで喜びはせんだろう。……せんよな？

「はいっ！」

　しかしまあ、単純な事。先程までが噓うそのように明るくなったアルマの表情に、私は微笑みの下で涙を流した。

　私の技わざをめきめきと吸収していくアルマの才には感心したが──私の頭の悪さまでは、引ひき継つがないとよいのだがな。

　泣きたい気持ちを抑おさえつつ、私は空を見上げるのであった。




　　　　◆




「あっはっは！　それは心配しすぎでしょう！」

「わ、笑うな！　お前に私の気持ちはわかるまいっ！」

　昼時。船室で食事を摂とりながら、私達は会話に花を咲さかせていた。

　今の話題は、先程のアルマの行動についてだ。眠っている私の生死を確かめたアルマをソーニャが笑っている。知らぬ間に彼女らはこうして対等に話し合うようになっていた。

　彼女らはお互たがいを名前で呼ぶし、こうして遠えん慮りよなしに笑ったり、それに声を荒あららげたりする。その関係が昔の私とチェスターのそれによく似ているのは、恐おそらく勘かん違ちがいではないだろう。

　ソーニャとアルマは互いを敵視している傾けい向こうがある。

　ただしそれは険悪なものではなく──その様さまを見ていると、二人はきっと良い関係で競っていけるだろうと嬉しくなってしまうのだ。

「ん……ソーニャとアルマ、仲いいね」

「ああ、そうだな」

　やはりそんな予感は私だけのものではないようで──口いっぱいに頰ほお張ばっていた芋いもを飲み下したシェリルが、微笑ほほえみを向けてくる。

「む、聞き捨てならないなシェリル嬢じよう。私とソーニャの仲がいいだと？」

「そうだよー。むしろ喧けん嘩かばっかしてると思うんだけどなあ」

　いい争いの最さ中なか、私とシェリルのやりとりを聞いていたアルマとソーニャは、口を揃そろえて私達の言葉を否定した。

　こういう妙みように息のあったところも仲が良いというか……

「けんかするほど仲がいいっていうよ？」

「む……」

「うーん……そんなもんかなあ」

　シェリルのいった通り。いい争い一つをとってもどこか楽しそうなその様は、まさしく「喧嘩するほど仲が良い」の典型だ。

　それでもアルマとソーニャは納なつ得とくがいっていないようだったが──知らぬは本人ばかりなりとはこの事か。私とチェスターも周りからはこのように見えていたのかもしれんな。

「まあでも、本当のところは心配になる気持ちは分からないでもないよ。一回は実際にスラヴァ君との別れっていうのを経験したわけだしさ」

　……だが、私とチェスターとの関係よりは、この二人──というかソーニャ──の方が、一歩大人びているようだ。

　相手に歩み寄るという事は、昔の私達にはどうしても出来ないことだったからな。

「……？　き、急にどうした？」

　そんな私達を見て育った所せ為いか、アルマはソーニャの態度に驚おどろいている。

「いやね、大切な人を亡なくすっていうのは想像もつかないほど辛つらいことだと思うしね。生き方を変えちゃうくらい大切だった人が、姿が変わってしまったとはいえ今こうして生きている、なんて信じられないほど幸せなことだよね。だから、幸せすぎて先が心配になっちゃうのかなって」

　両手の指を絡からめながら語るソーニャは、どこか物もの憂うげな表情をしていた。

　慈いつくしむような、羨うらやましがるような。いつもとはまた違った不思議な魅み力りよくに、息が詰つまる。

「……なんてね。まあ、それでも心配しすぎってのは変わらないけど。タリスベルグを殴なぐり倒たおしちゃうようなスラヴァ君が、突とつ然ぜんどうこうなっちゃったら、皆みんな自分自身何い時つ死ぬかが怖こわくて生きていけないよ」

　だがその雰ふん囲い気きは蠟ろう燭そくを吹ふき消すようにあっけなく溶とけていき、ソーニャは茶化すように笑った。

　一方で茶化されたアルマはというと──

「あ、ああ……そういわれてみれば、そう……だな？」

　いつもならまた嚙かみ付いているところを、歯切れ悪くも肯こう定ていした。

　ソーニャの言葉は、ある程度アルマの心情を捉とらえていたのだろう。

　前世からの懐なつきようからすると、アルマが私を慕したっていたのは分かる。流石に昼寝一つに気を遣つかうことは出来んが……もう少し、気を遣ってやってもいいかもしれん。

「すみませんでした、師匠せんせい……アルマは臆おく病びようになりすぎていたようです」

　少しの沈ちん黙もくの後、アルマは私へと視線を向け、先さき程ほどの謝罪をする。

　……あの頃ころの私達よりも大人だったのは、ソーニャだけではないようだ。チェスターの言葉を聞いて謝罪をするなど、奴やつの言葉がどれだけ正しかろうと若いころの私はできなかっただろうからな。尤もつとも、奴は今も変わっていなそうだが。

「うむ。もう少しだけ信しん頼らいしてくれると、嬉しい。だが案じてくれる気持ちは嬉しかったぞ」

「あ、有り難がたきお言葉です……っ！」

　今は椅い子すに座っているため、アルマと私に高さの差は殆ほとんど無い。

　昔したようにアルマの頭を撫なでてやると──私は、何年たっても変わらぬものはあるとまた一つ実感する。

　何時まで経たっても、姿形が変わっても親子よなあ。

　食事と雑談もひと通り終わり、各おの々おのが息を落ち着ける。

　心地ここちよい満腹感と、若い身体から来ているであろう眠気に、また少し眠ってしまおうか……と思った時だった。

　船室のドアが音を立てる。誰だれかが訪ねてきたのだろう。

「やあ、楽しんでいるかい」

　開いたドアから現れたのは、この船の船長だった。

　天候が落ち着いているときなど、彼は暇ひまを持て余して乗客の部屋を回っているらしい。

　船旅を始めてから、船長が訪ねてくるのはこれで三度目くらいか。

「ええ、今はこのゆるりとした空気を楽しんでおりますよ」

「はっはっは！　海の上じゃなにもないからな。俺達は飽あきてしまって、暇を楽しむのにも飽きてしまったよ」

　船長は、人間だ。久しぶりに見る『人間』に、初めて出会った時は、人間の国へと向かっていることを実感したものだ。

　……いや、エルフの国でも一人居た、か。今は違う男を一いつ瞬しゆんだけ思い浮かべ、その姿を追い出した。

「しかし、今じゃ行き来も珍めずらしくないとはいえ……君達のような若いエルフが人間の国へ旅なんて珍しいな。差し支つかえなければ何を目的にしているか聞いてもいいかい？」

　こんな仕事をしていても、私達のように若いエルフの集団が人間の国へ行くというのは珍しいことらしい。

　思い出してみれば、この船に乗っているのは人間か、カドマス殿どのくらいのエルフが多かった気がする。

　閉へい鎖さ的──前世ではそれくらいしか印象のなかった国はこの数十年で変わったのだなと思いつつ、私はどう答えたものかと思案する。

　武む者しや修しゆ行ぎようの旅。端たん的てきにいえば、この旅の目的はそれだ。

　だが、私にとって人間の国というのは、未いまだに特別な感情を抱いだかずにはいられないものなのだ。

　故ゆえに、私はこう答える。

「そうですな……強しいていえば里帰り、のようなものかもしれませぬ」

「ほう？　では君は人間の国の生まれなのかい」

「いえ、そうではありませんが」

　半ば笑いながら、私はそう答えた。要領を得ない私の言葉に、船長の顔に疑ぎ問もん符ふが浮かぶ。

　そう……私にとって人間の国とは『生まれて初めての里帰り』なのだ。この奇き妙みような帰郷に、つい笑みが浮かんでしまうのは仕方のない事だろう。

「なに、懐かしさを感じるくらいには思い入れのある場所でしてな。里帰りというのも飽くまで喩たとえです」

「よくわからないな……だがまあ、君が人間の国を楽しみにしているのはわかったよ。人間の国は──いいところだ。エルフの国には劣おとるかもしれないがね」

　私に釣つられてか、船長もまた歯を見せて笑った。

「君みたいな雰囲気のお客さんは中々見ないからな。俺も楽しませて貰もらった。船はもう明日あしたには人間の国に着くだろう。それまで、よい旅を」

　帽ぼう子しの位置を正し、船長は背中を見せ、部屋をあとにした。

　いい加減な受け答えをしてしまったが、仕方がない。何故ならば、本当のことなのだから。

「スラヴァくん」

　再び静けさの訪おとずれた部屋。しかし、すぐにシェリルが私の袖そでを引いた。
















「どうしたシェリル」

「人間の国、たのしみなんだね」

　シェリルに返事をすると、紡つむがれたのは聞く形ではなく、確かく認にんする形の質問。

　私は笑みを強め、答える。

「ああ、もちろんだ」

　数十年ぶりの故郷はどうなっているのか。生まれて初めて足を踏ふみ入れる懐かしき土地に思いを馳はせる。

　答えを受けたシェリルは、予測していたかのようにいう。

「そっか。やっぱり、うれしそう」

　どうやら、シェリルにも分かるくらい顔に出ていたようだ。

　人間の国まではあと一日か。

　……楽しみだ。やりたい事は沢たく山さんある。

　あと僅わずかまで近づいた人間の国を想おもいながら、船旅は終わりに向けて続いていく──








第三話　諸しよ行ぎよう無む常じよう









　数日を過ごした船室の中で、私は眼めを瞑つぶっていた。

　船長の話によると、人間の国サーフレストに到とう着ちやくするのは今日の正午ほど。備え付けられた壁かべ掛かけ時計の針では、そろそろ到着するという頃だ。

　シェリルとソーニャは、一足先に甲かん板ぱんへ出ている。私とアルマは荷物を纏まとめるため船室に残ったのだが、元よりあまり持ち物は多くない。すぐに準備を終えてしまった私はこうして心を落ち着けるため瞑めい想そうのまね事などしているのだが──やはり、効果は薄うすい。身体からだを動かしていないと落ち着かないな。

「サーフレストが見えてきたぞー！」

　だが、それもここまでのようだ。

　船員の声に眼を開けると、アルマが頷うなずくのが見える。

「師匠せんせい」

「うむ」

　呼びかけに短く応こたえた私は、腰こしを上げた。

　全すべての荷物を持とうとするアルマを制し、小さな腕うでで持てるだけの荷物を持ち上げる。

　何かいいたげなアルマに微笑ほほえみを向けると、アルマも困こん惑わくを混じらせながら笑った。

　船室を出ると、私達のように荷物を持って出た人々が甲板へと向かっている。

　その中に交じるようにして船内を出ると、先に甲板へ出ていたシェリル達が此方こちらに気付く。

「あ、スラヴァ君にアルマも！　荷物、ごめんね任せちゃって」

「気にするな。殆どは師匠せんせいが持ってくれている」

「私のくろねこさんも。ありがとう……」

「よいよい。それよりも──」

　荷物の礼をいうシェリル達に軽く返事をし、身体を船の進む方へと向かわせる。

　船首が指していたのは無限に続く水平線ではなく──エルフの国よりも灰色の多い大地。

　それだけ、石造りの建物が多いのだろう。

「あれが──現い在まのサーフレストか」

　誰に向けるともなく、潮風に言葉を混じらせる。

　前世では魔ま人じんの国や獣じゆう人じんの国へと旅をすることも何度かあった。

　その度たびにサーフレストを遠目に見たものだが──今、目の前にあるそれは昔見た姿とは大分違ちがうものである気がした。

「はい。師匠せんせいがいなくなられてから今まで、五十年ほど。姿は大きく変わりましたが──あれが、お父様の……そして私の故郷です」

　唯ゆい一いつその変化を知るアルマが、私の言葉に答える。

　アルマにとっての故郷が人間の国であるという事を聞き嬉うれしくなる半面──知った国の姿がそこにないことに一いち抹まつの寂さびしさを覚える。

　だが、兎とにも角にも、私は帰ってきたのだ。自らの故郷へと。

「そうか、あれがな……」

　その視線をサーフレストから離せぬまま、私はなんとか言葉を返した。

　様々な想いが絡からむ言葉は、重かった。

　しかし何はともあれ、帰ってきたのだ。寂しさと共に、嬉しさがあるのもまた事実。

　熱さと冷たさが同居する奇妙な心を映すように、船は揺ゆれながら進んでゆく──




　　　　◆




「どう？　短い間とはいえ離はなれていた故郷に戻もどってみて」

　手元のグラスに入った氷を揺らしながら、ソーニャは私に好こう奇き心しんの混じった問いを投げかけてきた。

　私の事を知りながら敢あえて『短い間』ということは、ある程度私の気持ちには気付いているのだろう。

「正直にいえば複雑な気分だ。私が生きていた頃ころは、ミラフィアと然さ程ほど変わりがないと思っていたのだがな」

　コーヒーカップを口に運びつつ、答える。

　複雑、と答えたのは必ずしも悪い気持ちだけではないからだ。

　あの頃には、そしてエルフの国にはなかったもので溢あふれているのは見ていて楽しいし、アルマの話では師し匠しようの家や私の墓はそのまま残っているとのこと。主な目的は師匠の墓参りであることだし、それが出来れば私としては問題ない。

　だが、勿もち論ろん残念に思う気持ちがあるのも事実だ。

　久々──私の感覚では二十年以上ぶり、実際に経過している時間でいえば五十年以上経たった人間の国は、私が知っているかつてのサーフレストとは全く別のものだったからだ。

　寿じゆ命みようの短い人間は、エルフよりも忙せわしなく動く。それ故に、人生の半分以上も離れていれば変わっていて当たり前なのだが──心のなかでは、国などそう変わるものでもないと思ってしまっていたようだ。

　生まれて初めて足を踏み入れた故郷はまるで別の国であった。

　もう私が知るあの国の姿はないと思うと、一生を殆ほとんどサーフレストで過ごした私としてはやはり寂しいものだ。

「まあ、追おい々おい慣れていくさ。それよりも、今後の予定を話してゆこう」

　とはいえ、それをいっても仕方がない。

　むしろ、姿でいえば私のほうが変わっている……というか、別人になっている。お前がいうな、というところだろう。

「まずはスラヴァ君のお墓に行くんだっけ？　そのあとお師匠さんのお墓参りに行くっていってたよね」

「うむ。自分の墓参りをするというのは一体どんな気分なのか気になってな」

　意識を切きり替かえると、ソーニャはすぐに乗ってくれる。

「ちょっとした悪戯いたずら心ごころではあるのだが、折角サーフレストに来たのだ、自分の墓を見るというのは外せない。きっと、世界中でも私だけの経験になるだろう。自分が眠ねむっている墓を見るというのはな」

　喉のどを鳴らしながら、腕を組む。

　元より最強などという幼い夢を目指す身だ。人と違う貴重な経験をするというのは、嫌きらいではない。

「そうですよね……うう、師匠せんせいが亡なくなった証しよう拠こと、生きておられる証拠を同時に見るのですか。私としては複雑な気持ちです……」

　しかし、アルマとしてはあまり乗り気ではないようだ。

　それに相あい槌づちを打ったのは、同じくエルフのソーニャである。

「まだ旧スラヴァ君が亡くなってたった五十年くらいだもんね。気持ちの整理が追いつかないのもしょうがないか」

　……相変わらず、この時間感覚は聞いているとくらくらするな。

　私もエルフの国で暮らして大分時間にはおおらかになったと思っていたが、根っこの部分で人間であるのは変わらぬらしい。

「すまんな。この一回だけ付き合ってくれ、アルマ」

　流れる時間への接し方にはいまだ理解の及およばぬところがあるが、それでもアルマにとってはまだ決着のついていない問題なのだろう。

　そのことに対して頭を下げると、アルマは慌あわてて両手を振ふる。

「あ……いえ！　行きたくないとかそういうことではないのです！　ただ、あそこへ行くと悲しい事を思い出してしまうので……情けない姿を見せるかもしれないと……」

　私の言葉を否定しながら、アルマはいう。

　……娘むすめにこれほど思われていたとは、私は幸せだな。

「情けない姿などあるものか。その気持ちは、嬉しいぞ」

「……！　ありがたい、お言葉です……」

　人の死がいつまでも悲しいのは、当たり前のことだ。

　私にとって五十年は──実際に過ごしたのは二十年と少しでも──長い歳月だが、アルマにとっては短い期間であったのだろう。

　そもそも、人の気持ちを否定するほど私も無ぶ粋すいではない。……というか、私の事でそこまで悲しんでくれるというのは不ふ謹きん慎しんながら、少しだけ嬉しい。勿論、申し訳無さもあるのだが。

「……とにかくだ、私の墓を見てから、師匠の墓参りへと向かう。私にとってはこれが一番大きな目的だ。師の墓参りだけは、何かの片手間にすることはできんのでな」

　このまま考え事をしていると、思考があらぬ方向に逸それていってしまいそうだ。それにやはり、アルマを悲しませるのは出来る限り避さけたいところでもある。

　それでも私なりに過去へのけじめというか、自分自身の墓参りは避けられぬが──せめて、その時までは娘には笑っていてほしいものだ。

「こんな風に予定を考えているのだが、その後で行きたいところはあるか？　観光などもいい。……といっても、人間の国を知っているのはアルマくらいだろうが……」

　ともあれ、人間の国で私が主にやりたいことは以上だ。

　前提としてこの旅は武む者しや修しや行ぎようの旅なので、行く先々で強敵を探すというのは変わらないが、それはいうまでもないだろう。

「はいっ」

「おおシェリル。どうしたね」

　意見を募ぼ集しゆうすると、最初に手を挙げたのはシェリルであった。

　身を乗り出した勢いに、中身を空けたグラスが揺れる。

「わたし、きれいなところが見たい」

　漠ばく然ぜんとした要望に、私は口角を釣つり上げた。

　なるほど。場所を知らぬ故ゆえ、どのようなところが見たいかを伝えたか。

　応え甲が斐いのある要望に報むくいるため、記き憶おくを探さぐり始める。人間の国で綺き麗れいな場所といえば──

　思い当たりを確かく認にんするため、アルマに視線を送る。

「ヴィルメック山はどうだ。あそこは見た目にも派手で丁ちよう度ど良いのではないか」

　いいながら記憶に浮うかぶのは、とある山の姿だ。

　常に凄すさまじい熱を持っているため、誰だれも足を踏ふみ入れることが出来ないこの山……ヴィルメック山は、それでも「死ぬまでに一度は見たい場所」として名高い場所だ。

　しかしそれは、山とはいっても頂上から見える光景が良いということではない。むしろ逆、ヴィルメック山は凄まじい熱を常に保っているため、足を踏み入れる事ができないのだ。

　ならば何な故ぜ絶景の一つとして語かたり継つがれているかというと──佇たたずむその姿こそが、絶景とするにふさわしいものなのだ。

　常に高熱を発するが故、誰も近づけないヴィルメック山の表面には、きらびやかな魔石が多く露ろ出しゆつしているのだ。

　それ故、ヴィルメック山は夜になると露出した魔石の輝かがやきでまるで星空のように輝く。熱で揺らめく数多あまたの光は正に星の海──いつしか、ヴィルメック山は『焰ほむらの星海』と呼ばれるようになり、名所の一つとして数えられるようになったというわけだ。

　うむ、やはりヴィルメック山は一度見ておくべきだろう。

　一度だけアルマも連れて行ったことがあるが、その時アルマは非常に喜んでいた。シェリルもあそこならばきっと気にいるはずだ。

　自分にしては珍めずらしく素す直なおに褒ほめられる名案に、顔が明るくなる。

　……だが、アルマの表情は対照的に曇くもっていった。

　いや、まさか。その顔にいい知れぬ不安を覚える私は──

「……師匠せんせい、申し上げにくいのですが、その……ヴィルメック山の魔石は、今は採とり尽つくされてしまって……ヴィルメック山は、輝きも熱も失った極ごく普ふ通つうの山となってしまったのです……」

　アルマの告げた事実に、殴なぐられたようなショックを受けた。

「な……なんだと……!?　あのきらびやかなヴィルメック山がもうないと……!?」

「はい……どうやら、魔ま法ほう技術の発展により、あの環かん境きよう下でも魔石の採さい掘くつが可能となったらしく……魔石は資源として掘ほり尽くされ、ヴィルメック山も今はもう……私としても思い出の深い土地です、同じ思いを持つ方々と採掘の中止を訴うつたえたのですが、力ちから及およばず……」

「な、なんという事だ……そうか、ヴィルメック山が……」

　常に眩まばゆいばかりの輝きと高熱を放ち、何なん人ぴとたりとも足を踏み入れることが出来なかった山も、今はその両方を失ってしまった。

　何者も寄せ付けないその輝きは、かつての私に不変の栄えい華がをも思わせたものだったのだがな……やはり、変わらぬものなど無いということなのだろうか。

　……ううむ、これは思いの外衝しよう撃げきが強い……

　だがなくなってしまったものはもうどうしようもない。人間も愚おろかなことをしたものだ……

「……きれいな場所、だったの？」

「うむ……一度あの輝きをシェリルやソーニャにも見せたかったのだがな、残念だ」

「そんな綺麗な場所なら見てみたかったなあ……でも、なくなっちゃったならしょうがないよ」

　シェリルとソーニャの反応は思ったよりあっさりしていた。やはり残念がるのはあの光景を一度でも見たことがある者だけか……いや、惜おしいことをした。

「でもまあ、それなら観光とかはアルマに任せようか。アルマならこの国のことも私達より知ってるでしょ？」

「それは毎年来ているからな。……自然の光景は少ないが、この国は建物や人工物ならば豊富だ。満足するものもいくつかあるだろう」

「きれい？」

「うーむ、綺麗というよりは凄すごいものが多いかな。綺麗なものも、少しはあるさ」

「うん、じゃあ旅の途と中ちゆう寄れそうなところに寄る感じでいいんじゃないかな。スラヴァ君もそれでいいよね？」

　一人落ち込んでいると、アルマ達はある程度のスタンスを決めていたようだ。

　ソーニャに名前を呼ばれて初めてその事に気が付くと、私は慌てて返事をする。

「あ、ああ。それでいい」

「よし、決まり！　それじゃ今日はどっか適当な宿で休んで、明日あしたは準備にあてよっか。ねえアルマ、スラヴァ君のお墓……っていうとやっぱ変な気分だけど……そこまでどれくらいかかるの？」

「私達ならば一週間くらいだな。途中で街や村はいくつかあるが、一日は野宿が必要だと思う」

　予定はとんとんと決まっていき、結局主目的以外は適当に、その時その時で動くということになった。

　後は宿を探すだけだが、先さき程ほどから宿は幾いくつも見かけるため、今日の宿には困らぬだろう。

　という事はもう今日やることは殆ほとんど終わってしまったということだ。

　予定が調子よく立てられるのはいいことなのだが──

「スラヴァくん、元気だして？」

「うむ……そうだな」

　人間の国の変わりようは、私に思ったよりも大きいダメージを与あたえていたようだ。

　派手なものを好まぬ私だが、美しくも誰も近づけぬあの山は好きだったのだが。

「世界とは、移ろいゆくものなのだな……」

　サーフレスト初日の心模様は、少しばかり寂さびしい気分に天てん秤びんが傾かたむいていた──
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「……行きます」

「来い」

　見み渡わたす限りの草原。戦そよぐ青い匂においの中、私はアルマと向かい合っていた。

　真上から太陽が照らす草原というのは、戦いにごまかしを混ぜる余地がなく、とても気持ちがいい。

　互たがいの意志を示す声を皮切りに、アルマと私は同時に距きよ離りを詰つめはじめた。

　シジマ流の同門対決は、この立ち上がりが非常に多い。

　そもそもシジマ流とは、受けに優すぐれた武術であるからだ。

　私はシジマ流を知る者にこそ奇き襲しゆうをかけることが多いが、大会からここ最近までアルマには奇襲という手札をよく見せている。奇襲とは相手の意表を突けてこそ。油断するなといい聞かせ、緊きん張ちようを高めたアルマに奇そ襲れは通じまい。

　大体、今回の手合わせには明確な目的がある。

　目的といっても私のものではなく、アルマのものだが──娘むすめから協力を請こわれれば、応えてやりたくなるのが親心。

　それが『誰かに勝ちたい』という思いならば、師し匠しようとしてはその気持ちもひとしおだ。

　肌はだを焼くような距離の取り合いが楽しい。

　それでも僅わずかに心を逸らせるアルマを見ると此方こちらから一手を打ちたくなるが、今回はアルマの攻せめを見るのが目的である以上、それは自制せねばならない。

　このことは後で教えるとして、それよりも──

「やっ！」

　今は、この戦いに集中せねば。

　一足で跳とべる距離に足を踏み入れるや、アルマは踏み込みとともに拳こぶしを放ってきた。

　シジマ流の者と対するには少々急せいている気もするが、いま想定する相手はシジマ流わたしではない。

　アルマの眼前にいるのは私だが、その先にいるのはあの子だ。あの子を相手とするならば、攻めるのが何い時つであろうとよいタイミングなど存在しない。

　ならば、より多くの情報を与あたえる前に攻めてしまったほうが損がないというものだろう。

　踏み入ったアルマの拳をはたき落とし、手の甲こうで鼻を張らんとす。

　だが、アルマの一いち撃げきは勢いをつけつつも、外れた後の動きを想定したものであった。

　地面に支えた足を基点に、一歩身を後ろへと下げるアルマ。私の腕うではその顔の前を通過していった。

　……ふむ、成程成程。よく敵の姿が見えているな。この踏み入りだ、かつての私であれば手の甲はアルマの鼻を捉とらえ、視界を奪うばっていただろう。だがアルマは今の私の攻こう撃げき範はん囲いを確かに見切ってみせ、今の自分との射しや程てい距きよ離りの差を利用してみせた。

　私がかつての義ち父ちであることを受け入れつつも、手合わせとなれば確しつかりと私を一人の武術家として捉えている。

　私や師匠の教えは確りと理解しているというわけだ。

　攻撃も防ぼう御ぎよも上々。魔ま力りよくも申し分ない。考えるまでもなく繰くり出だされる解答は、長い年月をかけて技わざを身体からだになじませてきたのだろうと、私を微笑ほほえませる。

　だが──

「くっ……！」

　右足を軸じくにした、薙なぎ払はらうような回し蹴げりがアルマを捉える。

　威い力りよくはそれなりに乗せたが、確りと腕で受け止められたので、ダメージは然さ程ほど無いだろう。

　元より、それは期待していない。アルマほどの相手に繰り出すには今の蹴りは少し雑味が残っていたし、目的は別のことにあったからだ。

　私の目的。それは──単純に距離を取ること。

　ほんの一いつ瞬しゆん、思考を打ち合いから逃のがれさせ、集中状態を作ることだ。

「我流『風ふう樹じゆ』。一度距離を取ったらこれを使う。そういっていたな」

　シジマ流にあらぬ技、我流『風樹』。魔力の流れを身体に纏まとわせ、私は睨にらみつけるようにアルマの瞳ひとみへと視線を投げる。

　魔力の流れによって触ふれた打だ撃げきを解かい析せきするこの技術は、打撃使いにとっては死し刑けい宣告にも似た代しろ物ものだ。

　特に、私のような受けに特化した武術家が使うとなれば、その厄やつ介かいさは思わず舌を打ちたくなるほどだろう。

　……尤もつとも、これはただの猿さる真ま似ねにすぎない。

　アルマが負けたくないと、好敵手と認めた少女は、これよりも更さらに磨みがき抜ぬかれた技を使うのだから。

「当たり前の事をいうが、大会の時のように無理を通せると思うな。魔力を失ったお前では、私に勝つことは出来ん」

「……心得ております」

　淡たん々たんと『宣言』した私に、アルマは冷ひや汗あせを浮うかべて返す。

　大会での一戦、アルマは無理やりソーニャの『薫くゆり身み』をかき消して勝利を収めたが、あれは何度でも通用するものではない。知っていれば『薫身』の再発動まで距離を取るなどすれば簡単にしのげてしまうであろう奇き策さくの類たぐいだ。あの一戦以来ソーニャも『薫身』に頼たよりきらぬよう地じ力りきをつけているし、二度通用する手段ではないだろう。

　ならば、次の方法を考えるしか無い。

　この組手は、そういうものだった。対ソーニャを想定した、条件付きの組手。

　中々楽しいではないか。娘が好敵手と認めた相手を倒たおすための特訓に付き合うというのはな。

「ふ……焦あせらずともよい。徐じよ々じよに何かを摑つかんでいけばいいだろう。だがソーニャの『薫身』はこれほど甘くはないぞ」

「……はいっ！」

　再び構え直したアルマが、向かって来る。

　私もアルマも──特に私は──昔とは大分見た目も変わったが、その姿は不思議とあの日の姿に重なって見えた。

　人間の国は大分変わってしまったが、やはり変わらぬものもあるのだ。

　願わくは、この国にもそうした本質が残っていると良いのだが。

　かつての記き憶おくに思いを馳はせながら、私はアルマを迎むかえ撃うつ──
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「ついたー」

　日の色が赤を混ぜて来る頃ころの時間帯。

　どこか気の抜けたシェリルの声に頰ほおを緩ゆるめつつ、私達はザニアの街へと足を踏ふみ入れた。

　港町に近いだけあり、ザニアの街はそれなりといえる程度には栄えている。

　やはり、サーフレストの建物はミラフィアのそれよりも全体的に一階分ほど高く建てられているようだな。

　エルフである事に慣れてくると忘れがちだが、種族ごとに文化が違ちがうのは面おも白しろさを感じる。

「ほー、ほー。こんな高い建物ばっかりの街はちょっと新しん鮮せんかも。ねえねえ、ちょっぴり観光していこうよ！」

「それは構わないが……別に、サーフレストでは珍めずらしい光景でもないぞ？　ですよね師匠せんせい……と、師匠せんせいも今のサーフレストは初めてでしたね」

「ああ。正直、私も少し驚おどろいているよ」

　私が生きていた頃のサーフレストは、今のミラフィアともそれほど差はなかったのだがな。

　物もの珍めずらしげにあちこちを見回す私を見て、アルマが口元を隠かくして笑った。

「まあ、何につけても今は宿だ。この時間だと本格的な観光は明日あしたに回したほうがいいだろう。時間が余れば、市場を見るくらいはしてもいいかもしれんな」

「市場？　……おいしいもの、あるかな」

「私が居た頃はどこでも芋いもは出ていたが、今はどうだろうなあ」

「おいもっ」

「シェリルちゃんはお芋が好きだね。でも私も市場は興味あるかな！　そうと決まれば早く動こうよ！」

　どうやら、シェリルとソーニャは市場に興味津しん々しんのようだ。

　かくいう私も、興味はある。市場の品しな揃ぞろえも変わっているのだろうか。此こ方こは、純じゆん粋すいに楽しみだ。
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「……これはなんだ？」

　とった宿の一室にて。

　部屋に設置された箱を訝いぶかしみつつ、眼めを細めた。

　まだ二軒けんほどしか見ていないが、サーフレストの宿はミラフィアにある宿の平均よりも狭せまくなっているようだ。

　それでいて料金の方はあまり変わらぬところに世せ知ち辛がらさを感じ──部屋の内装で、またも文化の違いを感じていた。

　部屋が狭い割にベッドは大きく、備え付けられた家具の質はよい。そして何よりもミラフィアと違うのは、見たことのないモノがいくつか有ったことだ。

「どうなされましたか、師匠せんせい」

　私のつぶやきに、同室となったアルマが顔を向ける。

　部屋が狭い……といっても私には十分な広さであるが、ともかく。一部屋に全員が泊とまることは出来なかったため、今この部屋にはアルマしかいない。

　同室となったアルマが人間の国の文化に明るいのは、私にとっては助かる。

「いや……ちとこの箱が気になってな」

　近づいてきたアルマに見えるよう、謎なぞの箱を指し示す。

　そもそも、箱というのも微び妙みようなところだ。

　箱を開けるための取っ手はドアのように側面に付いているし、普ふ通つうの箱と比べてこの謎の箱はやたらと頑がん丈じように出来ているようにみえる。

　はじめは金庫の類かとも思ったが、それにしては鍵かぎ穴あななどが見当たらぬし、浮かんでくる感想はやはり『見たことがない』という違い和わ感かんだけなのだ。

　私の背から顔を覗のぞかせ、アルマが私の指差す先を見る。

「箱……ああ、冷蔵庫の事ですね。そうそう、エルフの国にはまだ普ふ及きゆうしていませんでしたね」

「れいぞう……こ？」

　やはり、アルマはこの箱が何であるかを知っているようだった。

　聞きなれぬ言葉に、思わず反復する。

「はい、最近開発された魔ま具ぐです。扉とびらを開けてみてください。そうすれば、どのようなものかお分かりになると思います」

「勝手に開けても良いものなのか？」

「宿に備え付けられたものだから、大だい丈じよう夫ぶだと思いますよ」

「ふ……ふむ」

　開けてみろ、というアルマの言葉に従い、恐おそる恐る取っ手に手を伸のばす。

『れいぞうこ』とやらの扉はぴったりと閉まっていて、簞たん笥すなどのそれに比べるとやはり堅けん固ごに閉まっているようだ。

　力を込こめ、中を見てみると──

「水……？　む、これは冷気が……！」

　たちどころに、中から冷たい空気が流れ出してきた。

　れいぞうこ、冷蔵庫……なる程！

「中の物を冷たく保つための保存庫なのか」

「はい。氷の魔石に定期的に魔力を補ほ充じゆうし、氷の蔵のような状態を保っているそうです」

　中に入っている水の瓶びんを手に取ると、染しみこむような冷たさが伝わってくる。

　飲み物を冷やしたり、食品を保存するにはうってつけというわけだ。

「ふーむ……ほうほう、これは考えたな」

　中を覗いてみたり、あちこちを触さわってみたりする。

　これは上部と下部にそれぞれ氷の魔石が取り付けられているようで、そこから冷気を発しているらしい。

　このサイズでこの冷気ならば、一回充じゆう塡てんすれば一日と少しは保もつだろう。

「あの……師匠せんせい、あまり開け放しにしておくと、魔ま力りよくが早くに尽つきてしまいます」

「む、そうだった。すまんな」

　結局、私はアルマにいわれるまで夢中になって冷蔵庫とやらを観察していた。

　大人しく扉を閉め、思案する。

　一度温まった空気を冷やすのは、より多くの魔力が必要となってしまうのだろう。扉が固めに閉まっていたのは、冷気を逃のがさないためだったのだな。

「いや……感心した。氷の魔石にこんな使い方があるとはな。また、冷蔵庫自体が小さめというのもいい。これならば少量の魔力で長い間冷やしておけるだろう」

「魔ま法ほう技術はエルフが一番優すぐれていると思っていましたが、人間の応用力というのは目を見張るものがありますね」

　五十数年も離はなれていれば、変わるものだな。

　私がいた時代にはこんなものはなかったと思いながらも、予想だにしていない技術に私は深く感心していた。

　少し考えれば構造自体は簡単なものだが、最初にこれを考えつくのは中々骨が折れたことだろう。

　一口に変わるといっても、進歩するという事もあるのだな、と。顎あごをなぞったその時だった。

「ねえねえスラヴァ君！　すごいの！　すごいのがあった！」

「ひえひえの箱！」

　興奮した様子で、ソーニャとシェリルが駆かけ込んでくる。

　……考えることは向こうも同じだったようだ。

　シェリル達と然さ程ほど変わらぬ自分に、思わず苦く笑しようが浮かぶ。

「……って、なんだ。そっちもその箱について話してたのかー」

　すると、向こうも苦笑いをしてきた。

　未知というのは人を昂たかぶらせる。その気持ちを共有できるのは、素す晴ばらしいことだ。

「くくっ……どれ、時間が余ったことだし、市場にでもゆくか？」

「おー、待ってました！」

　腰こしを上げつつ、先程の話を掘ほり返す。

　手を叩たたいて喜びを表現するソーニャだが、シェリルもまた楽しみであったようだ。

　表情は然程変わっていないが、その頰には鬼灯ほおずき色が差し、両手を上げているさまは可愛かわいらしい。

　準備をしに部屋へと帰っていくシェリル達を見送り、小さく息を吐はく。

「シェリル嬢じようはともかく……ソーニャの奴やつもまだ子供なのですね」

「まあな。だが二人共視野は広い。新しいものが珍しいだけだろう。それに──」

　アルマへ振ふり返かえると、アルマは表情に疑ぎ問もん符ふを浮うかべていた。

　それを見て、私は歯をむき出しに笑う。

「私も、楽しみでな」

　あの子達といると、若返るようだ。

　……その表現が幼いこの身に正しいかはともかく、前世を終える頃よりは、世界は鮮あざやかである。

「そうですか」

「うむ。さてと、私も支し度たくをするとしよう」

　部屋においていくものと、持っていくものを選よっていく。

　年とし甲が斐いもなく心が浮うわつくのは──きっと、この地が久々だというだけではないのだろう。








第五話　月つき影かげ









　月明かりに薄うすく照らされた石いし畳だたみを歩く。

　眠ねむりを知らぬのではないかと思うほど活気に満ちていた市場も今はしんと静まり返っている。

　当たり前の事ではあるが、やはりどんなに変わろうと、夜の闇やみの中では人は寝ねてしまうようだ。

　静けさの闇の中、まばらに歩く人々──この時間帯は、どこも変わらない。

　市場を見て回った後、私はシェリル達を宿に残し、一人の時間を取らせてもらった。人間の国に来てからはなんだかんだと常に動いていたので、落ち着いて過ぎ去った時を見る時間が欲しかったからだ。

「しかしまあ……こうしてみると変わったものだ」

　並び立つ石造りの建物、そのうちの一つにそっと手を触ふれる。夜の闇を吸い込んだざらつきは、濡ぬれているような冷たさを掌に浸しん透とうさせる。

　ミラフィアは今もそうだが、昔は人間の国も木造の建物が多かった。こうして石造りの建物も無いではなかったが、見れば珍めずらしいと思う程度にしか存在していなかったのだ。

　それが今や、比率は逆転している。今では木造の建物の方が珍しいくらいで──確かに、単純に考えれば石造りの建物のほうが、耐たい久きゆう性せいや保存性などを考えれば優ゆう秀しゆうなのだろう。

　だからといってそればかりになってしまうのは、どことなく悲しいものだ。

　淘とう汰たされていく存在に、時というものが同じようにされていると感じてしまう。

　もしも私が生まれ変わるのがもう少し早ければ、歳としとともに時を重ねていけていれば、この奇き妙みような虚むなしさも薄かったのだろうか。

　──どちらにせよ、歳をとったものだ。昔を懐なつかしむことなど、とんとしていないと思ったのだがな。

　石いし壁かべから手を離はなし、見慣れぬ町並みを再び歩き始める。何度か来た町だというのに、見覚えのある場所はない。

　この辺りは、もう少し視界が開けていた気がするのだが。あの乾かん物ぶつ屋やはもうなくなってしまったのか。目に映る光景に過去の風景を映しながら、人通りの少ない場所へと歩いて行く。

　やはり、一人の時間を取って正解だった。これはある種のけじめのようなものだ。なんだかんだといって、心のなかにはまだ過去の町並みが染み付いている。一人で新しい世界の中を歩くと、過去はもうここにはないと、寂さびしさが教えてくれる気がした。

　だが、一人でいる時間をとったのは、このためだけではない。

　──どうやら昼間から機会を窺うかがっている、いじらしい来客者もいるようなのでな。

「おあつらえ向きだろう。そろそろ出てきたらどうだ」

　誰だれも居ないことを確かく認にんし、虚こ空くうに声を投げ捨てる。向けられる者の居ない声は、闇の夜空に消えゆくだけ。しかし、此こ度たびはそれを拾う者が居た。

　声と同時に後ろへと振り返ると、声と影かげが、ぼうと浮かび上がった。

「……前情報の通りか。成程、見た目以上に厄やつ介かいだな」

　闇に現れたのは、黒衣に身を纏まとった青年であった。

　服装は一いつ貫かんして黒。ただし、服装の一部には白の飾かざり布があしらってある。

　目ま深ぶかにフードを被かぶっているため、顔は口元しか分からない。ただ、声からすると若いだろうということだけは分かった。

　……よく鍛きたえられているな。黒い衣服に包まれながらも直すぐに分かるほどしなやかでスレンダーなフォルムは、黒い豹ひようを思わせた。

「一応聞いておこう。お前は何者だ？」

　敢あえて威い圧あつ的に、私は『敵』の目的を探さぐる。……こんな時間まで私が一人になるのを待っていたのだ、恐おそらく目的は一つしか無いだろう。

　お互たがい、既すでに答えを知っているであろう質問を前に、青年は口の端はしを歪ゆがめた。

「知れたこと。スラヴァ＝シジマ。貴様の命を貰もらい受うけに来た」

　それは案の定、私の命。

　こうまでわかりやすいといっそ清すが々すがしい。鼻から息を押し出しつつも、聞き逃のがせぬ箇か所しよを掘り穿うがつ。

「スラヴァ＝シジマ、か。人ひと違ちがいではないか？　私の名はスラヴァ＝マーシャルというのだが」

「外見からは想像も出来ぬほど腕うでが立ち、ジジ臭くさい喋しやべり方をする少年と聞き及およんでいる。こうして標的と話すのは久々なのでね、貴様で間ま違ちがいないだろう。それに違ったところで然程問題は無い。中あたるまで同じことをするだけだ」

　……初対面の者には、敬語を使うべきかな。私を『標的』と確認している青年の態度に嘆たん息そくする。まあ敬語を使っていてもこまっしゃくれたガキだといわれる事はあることだし、詮せん無なきことか。

　だが、正直に喋ってくれたのはありがたいな。

　私を『私』と知る者はそう多くない。その上で暗殺者など差し向けてくるのは──知る限り二人といったところか。

　シェリルがいる以上、チェスターがちょっかいを出してきている、という訳ではなかろう。ならばやはり──ゼツロ＝ヴァルツァー。もしくはその隣となりに居た男といったあたりか。

「念ねんの為ために聞くが、依い頼らい人とその目的は」

「喋ると思うか？」

「思わん」

　期待はしていなかった、予想通りの答え。

　だが前世で恨うらみを買ったような人物は殆ほとんど空の上だろうし、ゼツロ絡がらみと見て間違いはないだろう。

　だとするならば、目的は恐らく──私の力を測る、といったところだろうな。

　戦いは避さけては通れんようだ。……武術家以外の者と戦うのは、久々だな。

「……シジマ流、スラヴァ＝シジマ。いざ」

　構えを取り、名を名乗る。私の素性は知っているようだし、名乗ったところで何が変わるわけでもないだろう。

　……影の者を相手取るのは久方ぶりだ。

　殺す事を目的とした、『人』との戦いは、恐らく今こん生じようではダグラス以来。グラディスをそれとするかは迷ったが、敢えて数えずにおいた。

　手合わせではない果たし合いへと意識を切きり替かえると、自然と目つきが鋭するどくなる。

　私の眼を見た青年は、表情にわずかな喜色を混じらせた。

「獅し子しを狩かるのは久々だ。見た目が兎うさぎというのも趣おもむきがあっていい」

　掲かかげるように両りよう腕うでを天へと上げる。一気にそれを振り下ろすと、青年の両手にはナイフが握にぎられていた。

　余よ裕ゆうのある衣服は、道具を隠かくすためのものでもある、か。隠そうともしない自信は、経験に裏打ちされたものというわけか。

「貴様の流りゆう儀ぎに付き合ってやりたいが、俺には名乗る流派も名前もない。しかし『ミルザム』と呼ばれる事はあるので、一応はソレを名乗っておこうか」

　青年の雰ふん囲い気きもまた、先さき程ほどまでとは大分違う。その眼めは殺しに慣れた静かな凶きよう器き──ナイフのような光を宿している。

「その命、頂ちよう戴だいする」

　只管ひたすらに単純な、原初の敵意。殺意を振りまきながら、暗殺者ミルザムは、その刃やいばを月光に煌きらめかせた。




　　　　◆




　深夜、月の下で始まった戦いは、極きわめて静かなものだった。

　未知の相手と戦う時に最も大切な物は、情報だ。攻せめを得意とするのか、その逆か。今回であれば、あのナイフは近接戦せん闘とうのためか、投とう擲てき具ぐとしてのものなのか。

　戦せん況きようから正しい情報を分ぶん析せきし、留意しなければならない。また、分析をそうであると決めつけぬ事も重要だ。裏をかかれる、というのは一番大きな隙すきを生む。

　恐らくは向こうも同じ考えなのだろう。暗殺を専門としている割に、いざ戦闘になっても冷静だというのは大したものだ。

　……しかし、流石さすがは暗殺者というべきか。

　立ち上がりの静かな戦いというのは珍しくもないものだが、この青年に至っては息いき遣づかいの一つすら感じない。

　武術家同士が対たい峙じした時、聞こえるものは相手の息遣いだけというのはよく聞く話だが、それさえもないのは驚きよう嘆たんに値あたいする。

　……目を見ても髪かみを見ても、青年が『昏くらい色の結けつ晶しよう』を使用しているとは考えづらい。

　であるならば──種族は分からないが、少なくとも──若い身で、これほどまでの境地に達することが出来たのはどれほどの修しゆ羅ら場ばを潜くぐった故ゆえの事なのだろうか。

　その闇の深さに、思わず背筋が冷える。その時だった。

「──！」

　雨だれが音を立てるよりも早く──軒のきから雫しずくが離はなれた瞬しゆん間かんを見るように、ミルザムが懐ふところへと潜もぐり込んでくる。

　音、気配の一いつ切さいが無い踏ふみ込こみに驚きよう愕がくする。だが──予想以上ではない。

　敵の姿は常に強大に。その上で、臆おくして身体からだを固めることはなく。

　常に厳しい戦いを想定していれば、厳しいと思うこともない！

　まるで地面を滑すべるようだ。少年のこの身よりも低く潜り込んだミルザムが、ナイフを突つき出だす。狙ねらいは心臓──恐らくはナイフも魔ま力りよくで強化しているだろう。武器の強化は難易度の割に恩おん恵けいが低いといわれるが、これほどの隠おん形ぎようを見せる青年だ、人に対して必殺の威い力りよくを持たせるのは容易たやすいだろう。

「ふっ！」

　突き出される左ひだり腕うでを、右みぎ腕うでで払いながら身体を外側へと滑りこませる。

　突きに対して、ことさらナイフのような短い刃は物ものを持っている相手に対してのこの対応は、非常に便利だ。回り込んだ方の腕はそれ以上外側へ曲がることはないし逆の腕も基本的に腕の奥の相手へと届くことはない。

　力量に差が無い限り、素す手でで刃物を持つ相手と戦うべきではないが、それでもやむを得ない場合はこの防ぼう御ぎよ法が役に立つ。

　敵の多くの攻こう撃げきを潰つぶしながら、自分の身はある程度の自由が残る。ミルザムもこの状じよう況きようの厄介さは理解しているようで、冷れい徹てつな無表情に僅わずかな皺しわが生まれた。

　このまま一気に顎あごを砕くだき、意識を奪うばう。後は衛兵につき出すなり、止とどめを刺さすなりすればいい。戦闘中、完全に意識を失うことは死も同義であり、相手をそれに追い込む事が最もスムーズな勝利条件の一つだ。それを達成すべく、私は掌しよう底ていを打ち込まんと左腕を構えた。

　──だが、敵もさるもの。掌底を構えるや否いなや、ミルザムは左手のナイフを逆手に変える。

　その動きに、私は攻撃を中断せざるをえなかった。

「……なっ!?」

　逆手に構えられたナイフが手首の動きだけで投擲され、私の顔へと向かってきたからだ。

　予期せぬ攻撃に、私は離り脱だつを選せん択たくせざるをえなかった。

　事態は仕切り直し。間合いを隔へだて、構え直した状態──戦闘の開始直後へと巻き戻もどる。

　……油断していたつもりはないのだがな。気配と音を殺した上で虚きよを衝つく『無む拍ひよう子し』のような距きよ離りの詰つめ方に加え、不利を悟さとるや自由の利きかない状態から正確にナイフを投擲し、私を引き剝はがす反応の早さと投擲の技術。

　二十を迎むかえているかどうかもわからぬ青年とは思えぬ練り上げ方だ。

「見事だな」

　呟つぶやくように、賞賛の言葉を贈おくってしまう。一つ一つが殺人を最適化したような闇やみの技術の数々。決して褒ほめられたものではない、むしろ唾だ棄きすべき技だというに、一切の無む駄だを削そぎ落とした絶技は美しさすら感じさせる。

　それら芸術品に彩いろどられた戦闘術は、否定のしようもなく一流なのだ。

　思わず口を衝いて出た賞賛の言葉だが、ミルザムはまるで反応を示さない。戦闘が始まる前はどこか喋りたがりのような口の軽さも感じたのだがな──戦闘が始まればそこには死があるのみ、か。その冷徹なところもまた、暗殺者としての技量を高めているのだろう。

　全くもって、華はながある。極限まで無駄を削ぎ落としたが故に、その技術は美しいのだ。

　羨うらやましいな。あの若さでここまでの境地に立つ才覚が私にあれば、今いま頃ごろ師し匠しようの──足元くらいには行けているかもしれんというに。

　だが、まだ負けてはやれぬ。今は私も──まだ若い。

　拳こぶしを握りこむと同時、桃もも色いろの魔力を放出する。爆はぜ散る花弁──限界以上の魔力『試し製せい桜おう花か』だ。

　流石にこれにはミルザムも眉まゆを動かしたが、それでもミルザムの戦意は衰おとろえぬようだ。無言でナイフを構え直すと、ミルザムも魔力を解放する。

　噴ふき上がったのは夜の闇に溶とけるような黒い魔力だ。暗黒の炎ほのおが立たち昇のぼり、再びその身に収まっていく。

　量でいえば大したことはない。だが、標的を殺しうるだけの攻撃力があれば、敵を屠ほふってみせる。揺ゆるぎない静かな魔力は、そうした意志を感じさせた。

　ここからが本番というわけか。熱した心を落ち着けて、氷を研とぎ澄すまして刃やいばと成す。

　空気は冷たいというのに、燃える壁かべが間に立っているかのような熱さを感じる。

　鼻先を焦こがすような緊きん張ちよう感かんの中、先に動いたのはミルザムの方であった。

　腕を上げると同時に、ナイフが投擲される。数は二本、タイミングには僅かなズレ。ズレは敢えて作られたものだろう。

　速度はそれほどのものではないが、目的は別のところにあるのだろう。先に飛来した一本目を追おい越こし、二本目のナイフが到とう達たつする。私は拳でソレを打ち払った。

　同時に、ミルザムが跳はねる。この踏み入りは──凄すさまじい速さだ。

　闇やみ夜よに描えがかれる白い線に、衣服の意味を理解する。黒はそのまま闇夜に紛まぎれるための色。そして飾かざりのようにあしらわれた白布は──標的の視線を『遅おくれた場所』へと引き寄せるためのものか！

　遅れて投擲された方が先に到達するナイフ。そして、視線を誘ゆう導どうするための衣服。

　そこから繰くり出されるは、一本目のナイフとの、同時攻撃！　一本目のナイフが私へと向かい来る。

　額を狙う銀の閃ひらめき。身を屈かがめれば容易く避けられるだろうが、それを実行してはミルザム自身の攻撃を不利な状態で受けることになる。それ故に私は右足を基点に身を捌さばき、足運びでナイフをかわした。

　ついで襲おそい来るは、息を吐つく間もなく振ふるわれるミルザムの斬撃。

『試製桜花』を使っている以上、単純な防御では防げまい。なんとか無力化せねばならない──私は、身を避けつつも上から叩はたき落おとすように腕うでを薙なぎ払った。

　左右を囲む石の壁にコインを弾はじくような音が響ひびく。ミルザムのナイフを叩たたき折ったのだ。防御力が低ければ攻撃力でなんとかすればよい。我ながら単純な思考だが、単純とは侮あなどれぬものである。

　跳ちよう躍やくとともにナイフを振り下ろしたミルザムに隙が生まれる。着地までの間、後一秒も無いがその間ミルザムは完全な無防備だ。

　拳に魔力を込こめ、腰こしの内に握りこむ。『試製桜花』を発動させている今、ただの拳打がミルザムには致ち命めい傷しようになろう。普ふ段だんなら牽けん制せいに使うような一打──しかし、今ミルザムにとってのこれは、致命の一打だ。ミルザムがそれを安々と許すはずは無く──

　ミルザムの口が尖とがる。息を吹きかけるような形に、私は瞬しゆん時じに身を反らした。

　動きの通りにミルザムが激しく息を吐き出すと、私の眼前を何かが通り過ぎていった。

　恐おそらくは含ふくみ針。なんとも暗殺者らしい技わざだが、身体の動きを必要とせずに放つ攻撃の効果は絶大だ。

　ナイフだけではない。一体どれだけの技術に熟達しているのか。底の深さについ嬉うれしくなってしまう。

　ここまで来たら、技の全すべてを見せてもらいたい。しかしそれで命を失うのは愚ぐの骨こつ頂ちようだ。此こ奴やつには、それだけの力がある。

　避さけた体勢から身体を戻すとともに手刀を放つが、無駄だろう。闇に溶けるような滑なめらかな、かつ激しい動きでミルザムは身をかわした。

　……楽しい。お互たがいが同じ、一いち撃げき必倒を追い求め、防御を捨てたスタイル。相手の生命を奪う事のみを念頭におく戦いは、ある意味最も純じゆん粋すいな闘とう争そうといえるだろう。

　恐らくはあのナイフにも、毒か何かが塗ぬってある筈はずだ。針も何かしら似た細工がしてあると見て間ま違ちがいない。使えるものならばなんでも使い、最短で敵の死に到達する。その合理的な様さまはやはり無駄がない。

　いかんな、堪こらえようとしていた笑みが浮うかんでしまう。この若さでこれほど熟達した技術を持つ者が居たとは。前世の私がこの暗殺者に狙われていたのならば、そこで命を絶たれていたのではないだろうか。

　実際にはどうだったかはわからないが、この青年にそれだけの才能があるのは間違いない。

　だが今は違う。今は私も広い世界に住まう若造の一人。その世界の中で頂点を目指す以上、こんな場所で負けてはいられない。

　魔力を抑おさえ、身体の周りに魔力を回転させる。

　──我流『風樹』。今回は意地の張り合いではない。どう相手に勝つか、が主題だ。

　迸ほとばしるような魔力を消し、眼めを瞑つぶる。こうなった以上は、視界は邪じや魔まだ。刷り込まれてきた行動は、どうしても白布を僅かに意識してしまう。それを遮さえぎれるほど私の頭はよく出来ていない。極ごく僅かに遅らされた反応は隙すき間まとなり、鉄てつ格ごう子しの間のようなそれを、ミルザムはすり抜ぬけていく。ならば見なければ良い。白布を、ミルザムを、ナイフを。

　眼を瞑っても、それ以上に視界を広げる少女を、私は知っているのだから。

　殺意を抱いだく敵の前で眼を瞑るという、一見不可思議な行動。にも拘かかわらず、ミルザムは冷静であった。

　気配は感じぬ、音も感じぬ。しかし次の瞬間『間合い』に二本のナイフが飛来してくるのを感じた。私はそれを打ち払はらうのではなく、最小限の動きで鉄の腹へ曲げた指の角を触ふれさせた。すると、それだけでナイフは軌き道どうを逸そらされて私の身体を避けていく。

　迷いなくナイフの投とう擲てきを選択したのは、油断でなく警けい戒かいをした故、出方を見たかったのであろう。されど、眼を瞑るという好機にも見える状況を見み逃のがすわけにもいかない、というところだろうか。ナイフから一いつ拍ぱく遅おくれ、ミルザムが『間合い』へと足を踏み入れてくる。

　狙いは首への斬撃。出血を狙った一撃だろう。わかってしまえば後は簡単だ。軌道の予測を済ませ、私はミルザムの右手首を取った。同時に、力を込め、腕を握にぎりつぶす。骨の砕ける音とともにナイフが落ちるのを感じた。

　それでもミルザムは止まらない。顔は見えぬ為ためどのような面つらをしているかは分からないが、間かん髪はつ容いれずに逆の手がナイフを走らせる。狙いは心しんの臓への刺し突とつ。

　先さき程ほどから続き、どこまでも無駄のない急所狙いの一撃だ。

　だがそれ故に──ミルザムの攻撃は、読みやすい。

　幻げん惑わくや確かな技術に裏打ちされてはいるものの、その攻撃は最短距離を進んでいるようなものだ。即すなわち、如い何か様ような動きで幻惑しようと攻撃の瞬しゆん間かんは『まっすぐ』となる。

　この『風樹』にとって、そのような攻撃は笊ざるに水を通すも同じ。この『風樹』を折るのならば圧あつ倒とう的てきな巨きよ大だいさによる攻撃か、もしくは一いつ瞬しゆんでその動きを読まれぬ、蛇へびのような複雑さが必要だ。

　そのどちらも、ミルザムは持ち合わせていない。その戦せん闘とう法はある種過去の──人間であった私に似ているといえるだろう。足りない魔ま力りよくを他ほかで補い、必倒を狙ねらう。そのスタンスには好感すら覚える。

　闇の技術であることが残念でならない。光の当たる場所で高め合う相手がいれば、その刃やいばは私にも届いたろうに。

　肋ろつ骨こつの間を滑すべり抜けるよう寝ねかされたナイフが突つき進すすむ。私は、伸のびる腕に対して外側へと払いのけるように、手刀でミルザムの腕を弾いた。

　攻撃の瞬間だけ魔力を纏まとわされた手刀は、衝しよう撃げきの吸収を放ほう棄きした殺意を容易たやすく打ち砕く。

「くッ……」

　両の手による攻撃手段を失い、初めてミルザムがくぐもった声を上げる。

　両りよう腕うでの骨を砕かれているのだ、痛みの方もそろそろ無視できぬところだろう。

　ミルザムに残された攻撃手段は少ないはずだ。口に含まれているであろう含み針か、若もしくは──

　片方の腕を私に摑つかまれたまま、ミルザムは脚あしを振り上げた。そう、この局面ではそれくらいしか残されていないだろう。だが『風樹』に頼たよるまでもなく、予測はとうに付いている。

　身体の中心──急所の連なりを通るであろう脚を、敢あえて大おお仰ぎように避ける。最小限での回かい避ひを主としていた私の動きに、ミルザムの眉が僅わずかに動いた。

　柔じゆう軟なんな動きで頭の高さまで持ち上げられた脚──その先には、銀しろがねの刃が飛び出していた。

　仕込み靴ぐつ。多数のナイフに含み針。多数の武器を隠かくしていた暗殺者が、これだけで種を切らすはずはない。

　安定を失った体勢のミルザムには、もはや手は残されていなかった。

　ミルザムが口を尖らせるよりも早く、私は折れたミルザムの腕を振り回す。その時に覚えたのは僅かな違い和わ感かん──しかし、それは今のところ戦闘には関かかわりがない。私は、そのままミルザムを地面へと叩きつけた。

「がっ、は……！」

　口を開き、朱しゆの混じった苦く悶もんの息を吐き出すミルザム。しかしそれでもミルザムは拘こう束そくを逃のがれるや、後方へと跳ね起きた。

　……此奴は痛みを感じぬのだろうか。悶もん絶ぜつして動けなくなっていてもおかしくはないはずなのだがな。私は呆あきれ混じりに顔を顰しかめた。

　両腕を潰つぶされた上でその腕を摑まれて振り回され、地面にたたきつけられてなお動けるとは、驚おどろきを通り越して呆れるほかない。

「はあ……は、くっ……」

　流石さすがに息は乱れているものの、それさえもなければもはや痛覚そのものがないとしか思えない。必要とあらば、未だ戦う気き概がいがあるのだろう。ミルザムは逃にげるために背を見せることもせず、私の動きに注意を払っていた。

　故ゆえに私は構えを続ける。命を狙ってきた以上、命を奪うばうことには何の躊躇ためらいもない。

　互いに隙すきを窺うかがう、機を狙い続ける。こうなった以上は此方こちらが有利の持久戦だ。『風樹』を保つことは大した消しよう耗もうではないが、激痛に耐たえながら集中を続けるのは、一秒ごとが己おのれとの戦いになるだろう。

　やはり、その時は直すぐ様訪おとずれた。ただし、思っているのとは少し違う結末だったが──

「参った、これは勝てないな」

　緊きん張ちようを解き、脱だつ力りよくしたミルザムが絞しぼり出だしたのは──負けを認める言葉であった。

「……何のつもりだ？」

　一いつ切さいの敵意を放棄し、きつく結んだ口元を僅かに緩ゆるめたミルザムへ、私は殺気を込めた視線を叩きつけた。

　自らに届きうる刃はほぼ全て折り砕くだいた。そうは思いながらも、私の方は戦意を捨てる事はしない。あれ程多た彩さいな技を持つ青年だ、敵意を捨てたフリなど、お手のものだろう。

「当然、そうなるだろうな。貴様には俺を見逃す理由がない。貴様がやる気ならばお手上げだ。尤もつとも、もう手は上がらんが」

　脂あぶら汗あせを滲にじませつつ、ミルザムは自己を嗤わらう。

　……正直にいえば、心の底ではミルザムにはもう、騙だまし討うちをする気は無いと思っていた。戦闘中はあれ程寡か黙もくであった青年が喋しやべっている、ということもそうだが、此奴には一種の誇ほこりのようなものを感じたからだ。

　暗器も小細工も使うが、それを技術として誇っているような──だからこそ、技術以外での殺しは性しように合わない。そんな感じだろうか。

　無論、私の感じ方に根こん拠きよはない。故に油断もせず、構えは解かない。攻せめれば勝てる故にそうしないのは、それを確かめたいからだろうか。

「さて困った。もう少しの間生きてみたいが、それを俺がいうのもな。そこで代わりといってはなんだが、一つ有益な情報をくれてやろう。俺を殺すにしろ、聞くだけ聞いておいて損はあるまい」

　暫しばし睨にらみ続けると、身体からだの力を抜いたミルザムは私の視線など気にしていないかのように軽口を叩たたく。腕が生きていれば、やれやれ、というジェスチャーでも取ったであろう気楽さだ。

　これはその情報を渡わたすことで自分が助かると思っている──のではない、口ではそういいつつも、あまり自分の生死に頓とん着ちやくしていないことから由来した態度だろう。

　こんなことを続けていると、こういう武術家に出くわす事は珍めずらしくない。即ち、死を日常に置く者達だ。

「お前は」

　警戒を続けながらも、私は一つの問いかけをする。ミルザムの眼が、何でも聞けと語っていた。

「標的の命いのち乞ごいを聞き入れたことはあるのか？」

　僅かに殺意を込めながら聞いたのは、これからのミルザムに起こるであろう境きよう遇ぐうだ。

　その答えによっては──言葉を待つ私に、ミルザムは喜色の混じった吐と息いきを漏もらした。

「ククッ、いいや聞いたことがないな。初めて聞く命乞いの台詞せりふという奴やつが、俺のものになるとは思わなんだ」

　ミルザムが語った答えは、そんなものは初めて『聞いた』というものだった。

　この状じよう況きようを前にして、良くぞいったものよな。

「くく、はははは」

　思わず、笑ってしまった。

　命乞いをするにはもっと気の利きいた台詞があるだろうに。

　尤も──そんな言葉を発していたら、迷わず命を絶っていただろうが。

「別に、私は正義の味方というわけではない。……少しばかりお前に興味が湧わいたぞ。今いま暫しばらく生かしておいてやろう」

　これではどちらが悪役かわからない。そんな台詞を吐はきながら、私は構えを解いた。

　いったとおり、どうしようもなくこの青年に興味が湧いてしまったのだ。

　元々、敗者に鞭むちを打つような真ま似ねは好きではないし──

「それに──負けを認めた女にとどめを刺さすのは、寝ね覚ざめが悪そうでな」

　腕を広げて、肩かたをすくめる。暗にフードの下を指し摘てきする声に、ミルザムはようやく驚いたように口を開いた。

　生死をかけた戦いに男も女もないが、このような決着だ。戦いの最さ中なかに気付いた事実をひけらかして勝ち誇るくらいは良いだろう。

「……気付いていたのか」

　軽く頭を振ふるい、ミルザムは己おのれの顔を隠すフードを取り払った。

　そこにあった顔は、年とし頃ごろの少女のものだった。鋭するどい切れ長の瞳ひとみは、ミルザムが扱あつかうナイフのように攻こう撃げき的で美しい。

　口元だけでは分からなかったが、顔のパーツの一つ一つは良く整っているようだ。だが見た目に頓着がないのだろう、最低限邪じや魔まにならないよう切りそろえられた黒くろ髪かみは、その強い瞳と相まってミルザムを中性的な顔に仕立てあげていた。

　……しかし、人間であるのには驚いた。フードの下には長い耳も、紅あかい瞳も獣けものの特とく徴ちようも、その何いずれもが存在していなかったのだ。

　であるならば、ミルザムの見た目は十六歳から十八歳といったところだろう。

　あれ程多彩な暗あん技ぎを身につけておきながらこの若さとは──思わず嫉しつ妬とする。才能とは無む慈じ悲ひなものよのう。

「何な故ぜ気付いた？　性別を女と断定されたのは久しぶりだ」

　私が一人天に理り不ふ尽じんを感じていると、ミルザムは少年のようにも聞こえるハスキーな声で、性別を断定できた理由を聞いてきた。

　確かに私も、外見だけではどちらか気付く事が出来なかったからな。

　素す直なおに疑問を感じていそうな質問に、少し気を良くして答える。

「私も最初は分からなかったが、投げた時にな。重さや重心の動きで、なんとなく分かるもののようだ」

「……そうか。言こと葉ば遣づかいのせいか、男とばかり思われるのだがな」

　私の答えに納なつ得とくしたのだろうか。ミルザムは笑みとともに息を漏らした。

　一見して男か女かわからぬ風ふう貌ぼうの上、ハスキーな声で『俺』といわれれば、そう思い込んでしまっても仕方がないだろう。

　しかし──

「その顔でいれば、誰だれでも女だと気付くだろうがな」

　微笑ほほえみを浮うかべたミルザムを見てそういうと、ミルザムはまた驚きで口を開いた。

　あの鋭い視線を保っていれば確かに分からないが──表情を硬かたくしていなければ、元々顔の作りの一つ一つは良いのだ。その顔は可愛かわいらしい年とし頃ごろの少女と変わりはない。

「貴様は変わった奴だな」

　微笑みを戻もどした顔はやはり少女らしいものだった。
















「よくいわれる」

　簡潔にそう返すと、ミルザムはくすりと鼻を鳴らす。

　仕事に徹てつしている時以外は、案外表情が豊かなようだ。

　着き飾かざることをしていない故にその外見は質素なものだが、表情と合わせてみれば十分に魅み力りよく的といえるだろう。

　……しかし、この少女はれっきとした暗殺者だ。

　油断は決して出来ない。

　表情を固く結び、空気を引き締しめる。ミルザムも私の雰ふん囲い気きの変化に気付くと、微笑みの質を変化させた。

「一つだけ約束しろ。私の周りの子達には手を出さぬと」

　この際、ミルザムを見み逃のがすのはよい。だが、シェリル達の安全だけは確約させねばならなかった。

「依い頼らいとして受けた標的は貴様だ。別にいいがね。他の誰かに依頼をされたらその限りではないが──破ったらどうなる」

「その時はお前を殺す。思いつく限りの屈くつ辱じよくを与あたえた上でな」

「……それは嫌いやだね。分かった、契けい約やくしよう」

　笑みの中にも殺気を混じらせつつ、私は答える。

　口ではそういいつつも、ミルザムは表情を崩くずさなかった。だがこの少女には多分、誇りを傷つけるような仕打ちが一番効くだろう。尤も、この暗殺者然とした少女が『契約』という言葉を使った以上は、そうそうは約束を違たがえることはないと思うが。

　これで、私の気になることはある程度片付いた。あとはこの少女が何をするか、それを見定めるだけだ。だが一つだけ、気になることが残っていた。

「聞いておきたいのだが何故途と中ちゆうで負けを認めた？　いうほど生に執しゆう着ちやくしているようには見えんが」

　それは戦せん闘とう中一言も喋らず、痛みも厭いとわぬほど『プロ』に徹する少女が何故最後の最後で僅わずかに命を惜おしんだのか。

　ミルザムには、どう見ても臆おくした様子はない。プライドが高そうなミルザムが、何故気まぐれに命いのち乞ごいをしたのか、それが気になったのだ。

　私の質問に、ミルザムは少しだけ考えこむ素そ振ぶりを見せたが、悩なやんだ時間は然さ程ほど長くはなかった。何を伝えるかより、どう伝えるかを考えていたのだろう。

　笑みを収め、代わりに瞳の刃やいばを鈍にぶく光らせてミルザムはいう。

「……貴様と戦っている内に、依頼主の思おも惑わくが分かったからだ」

　その瞳には、明確な殺意が宿っていた。暗殺者としては落第といってもよい、強きよう烈れつ過ぎる殺意だ。

「俺は道具として使われるのは慣れている。そういう風に生きてきた以上、それに別段思うことはないし、依頼主が俺をどう使おうと興味はない。だが……俺は刃だ。標的を殺すだけの道具だ。だからこそ、俺を物差しとして使った奴らが許せなくなった。……そんなところだ」

　いい終えてから自分の殺意に気付いたのか、ミルザムは自じ嘲ちよう的に短く息を吐く。

　私の方を見直しながら、ミルザムは続ける。その口調は、どこか恥はずかしそうではあるが先程の軽い様子に戻っていた。

「……纏まとめるとだ、依頼主は俺が貴様に勝てん事を知っていたのだろう。それに腹が立っただけさ」

「そういうものか」

　私にはどのようなものか理解することは出来ないが、暗殺者には暗殺者なりの誇りという奴があるのだろう。

　誇りを捨てて生きていくのは簡単だが、この少女には──いや、この少女も、か。それは出来んらしい。まったく、難なん儀ぎな話だ。

「さて、では俺はこのあたりでお暇いとまさせてもらうとしよう。元とはいえ、ターゲットと──殺せなかった相手といつまでも喋っているのは体てい裁さいが悪い。だがその前に──交こう換かん条件だった情報を教えておこう」

　気き恥はずかしさを誤ご魔ま化かすように、ミルザムは先程の話を持ち出してきた。

　とはいっても──提示する情報というのはある程度の察しを付けてあるが。

「渡す情報は……気付いているだろうが依頼主の事だ」

　心中でやはり、と呟つぶやく。私にとって有益な情報で、かつミルザムが持ちえるものといえばそれしか無いだろう。

　ある程度目星は付いているものの、依頼主の情報というのは不要というわけではない。

　一体誰が何の目的で私の力を計ろうとしたか。もやもやとしたまま旅を続けるのもあまり気分が良いものではない。

　依頼主がチェスターであれば、前世で二、三回はあったことだ。大して気にする必要もないが──

「まず、依頼主は二人。一人はゼツロ＝ヴァルツァーという白はく髪はつの男だ」

　アルファレイアの闘とう技ぎ場で姿を見せたあの二人ならば、警けい戒かいをする必要がある。今回は、どうやらあまり良くない方向に事態が傾かたむいたようだ。

「……察しはついていたがな」

「知り合いか。ゼツロという男の様子を見ていると、そんな気はしていたさ」

　変へん貌ぼうしてしまったかつての好敵手を思い浮かべながら、腕を組む。

　今こん生じようでも一度手を合わせたことのある男だ。ミルザムを派は遣けんしたのは私の力を計るため、という考えも当たっていたようだな。

「それで、もう一人はどんな男だ？　名前がわかるとなお良いのだが」

　それならば、気になるのはもう一人の存在だ。

　ゼツロと一いつ緒しよにいた、そして闘技場でその姿をみたアルマは驚おどろきの表情を浮かべていた。あれからの目まぐるしい日常を過ごすうちすっかりそのことを忘れ、聞きそびれてしまっていたが、アルマが驚くという事は少なくともアルマは知っている人物なのだろうか。

　急せかす私に息を吐いたあと、ミルザムは再び私の瞳を見み据すえる。ミルザムの語る名は──

「もう一人の名は、ガルト＝ツィンサー。此方こちらはフードを被かぶっていて特徴は捉とらえづらかったが──二人共、紅い瞳が印象的だった。どちらも魔ま人じんだろう」

「……！　ガルト、だと!?」

　私の言葉を詰つまらせるのに十分過ぎる名であった。

　浮かぶのは怒いかりの混じった──いや、驚きよう愕がくのまじった憤ふん怒ぬの表情。

　乱した私を見て、ミルザムは言葉で語るまでもなく意外だという眼めを向けていた。

「そちらも知り合いか？」

「知り合い……という表現はあまり使いたくないがな。……詳くわしくは省くが、知り合いよりも強い繫つながりだった。──しかし、今はもう全くの他人だ」

　ミルザムの問いかけに冷静を装よそおいながら、返す。歪ゆがんだ表情を抑おさえるのに必死だった声は震ふるえていた。

　襲しゆう撃げき者の語った依頼主の正体は──ゼツロと同じく消えていなければならない名前だったからだ。

　その名を今聞くということはつまり、奴やつもその身を外げ道どうに堕おとしたということ。

　強く握にぎりしめた拳こぶしが、血を滴したたらせる。灼しやく熱ねつした怒りが喉のどを渇かわかせる。煮にえたぎる怒りは粘ねばついた気き泡ほうを吐はき出す沼ぬまのようだ。

　……我が師、イワオ＝シジマより賜たまわり、継ついだ技わざを悪用した愚おろか者もの。まさか、未まだ生きていたとはな。

「その様子を見ると、ただごとじゃあないようだ。……ならばもう一つ伝えておこうか。二人の男達は、この後も暫しばらくはこの国にいるようだ。報告を聞くためといっていた。……そのつもりはなかっただろうがね」

　それで話は終わりだといわんばかりに、ミルザムは背を向けた。

　腕うでが痛むことには痛むのだろう、白布の揺ゆれないゆっくりとした速度で、影かげが広がってゆく。

「待て」

　私は、その背を呼び止めた。背を向けたまま僅かに顔が持ち上がる。

　どんな顔をしているかは分からないし、手を合わせただけでミルザムの心を理解しているわけでもない。

　しかし、その影が何を為なそうとしているかはわかっていた。誇ほこり高たかい戦闘者が傷つけられた後にすることなど一つしか無いからだ。

「今のお前では、勝てんぞ。ゼツロにも、もう一人の男にもな」

　瞼まぶたを閉じると、浮かび上がるかつての記き憶おく。前世の時点で、ガルトは既すでに強大な力を持っていた。その男がゼツロと同じように、怪かい物ぶつへとその身を堕とし、磨みがき続けていたならば──

　続く言葉を思考の海に沈しずめる。あの男だけには負けるわけにはいかないのだ。チェスターに対する意地ではなく──それは、己おのが使命ともいえるもの。

　力を求むる修しゆ羅らに力を渡わたしてしまったのは、私達だ。

　前世において、私が破門にしたかつての弟で子し、ガルト＝ツィンサー。奴が誤った道を進むというのなら、その道を絶つ事こそがシジマ流元師し範はんとしての義務である。

　……回想を終え、眼を開く。そこには変わらぬ背中があった。

　ミルザムがいかな才を持っていようと、私に傷を負わせられぬようではあの男には勝てまい。

　未来ではどうかわからぬが、少なくとも今はそうだ。

　だがミルザムもそんなことは分かっているのだろう。首を傾け、右眼だけで此方を見やり、ミルザムはいう。

「そうかもしれないな。だが俺も俺なりに、色々と考えているのさ。ほんの少しだけ、この世に未練も出来たことだしな」

　どことなく楽しそうに語るミルザムは、少しだけ死の匂においを薄うすれさせていた。

「……フッ、じゃあな。楽しかったぞスラヴァ＝シジマ。また今度会う時があれば、その時はツェーンと呼んでくれ。今までは語る機会のなかった、俺の名だ」

　そういい残し、ミルザム──いや、ツェーンは身を屈かがめ、建物の上へと飛び上がる。

　視線で追う白布が建物の陰かげへと消えると、少ししてからツェーンの気配も失うせていった。

「……ガルト、か」

　一人になった私は、空を見上げてぽつりと呟いた。

　いわれてみれば、納なつ得とくする。あのゼツロでさえも『血けつ晶しよう』の力でヒトを捨て、永らえていたのだ。力に取とり憑つかれた悪あつ鬼きそのものであるような奴が、黙だまって死ぬとは思えない。

　……どこまでも、シジマの技を穢けがしおる。

「思わぬところで、一つ目的が出来たな」

　これ以上、我が師の技を冒ぼう瀆とくすることは許さない。

　ヒトの敵タリスベルグ。もしもまた私の前に立ちふさがるのならば、打うち砕くだくまでだ。

「……と、少し熱くなったか」

　再び拳を握り締しめると、そこでようやく拳から血が出ていることを思い出した。

　この程度は放ほっておいても問題は無いが、一応直しておこう。傷を見つけられたら、またアルマに要いらぬ心配をかけることになる。

　頭かぶりを振ふり、宿への道へと戻もどる。怒りに浸ひたされた顔では、あの子達の眼を見ることは出来ん。

　良くも悪くも熱を持った心で見る町は、行きとは違ちがうそれに見えた──








第六話　たった一つの弱点









「スラヴァ君こっち！　早く来なよ！」

　ああ、くそ、どうしてだ。どこで道を誤ったのか。手放しで悪態を吐つくのは久々だ。それだけ、私の力ではどうにもならない状じよう況きように、ただ啞あ然ぜんとする。

　ざんざんと降りしきる大雨、そして轟とどろく雷かみなりの中、私は『それ』の姿を見上げた。

　宿を出てから半日と少し。次の目的地へは更さらに半日ほどかかるという、道のりの丁ちよう度ど半分くらいを過ごした頃ころだった。

　突とつ如じよとして暗雲が立ち込め、豪ごう雨うが襲おそってきたのだ。国が違う故ゆえか、ソーニャでさえ予測のつかないほど突とつ然ぜんの事だった。

　道のりの半分ほどを来ているということで、町に戻るという選せん択たく肢しは無い。次の目的地へと急ぐのも同じだ。

　ならばこの場でなんとか雨を凌しのぐほか無いのだが、今の私達の持つ野営設備ではこの雨はいかんともしがたいものがあった。

　そんな時に目に飛び込んできたのがこの──荒あれ果はてた洋館だった。

　あちこちがボロボロで、窓の硝子ガラスは割れ放題。門も開け放されており、到とう底てい人が住んでいるとは思えぬ状況だ。

　そもそも、こんな場所にあるのがおかしい。近きん隣りんの町と町を結ぶ丁度中間くらいの場所にあるなど、辺へん鄙ぴという言葉すら使うのを躊躇ためらうほどだ。

　この館やかたがこうして荒れ果てているのも、そうした理由から人が手放したからだろう。というか、こんな場所に大きな館があるはずがないだろう？　それからしてもうおかしいではないか。

「ぬれちゃうよ？」

「師匠せんせい！　この大雨の中、外にいてはお身体からだに障さわります！　どうか……！」

　先行する少女達が私を呼ぶ。

　嗚あ呼あ、何故こんな事になってしまったのか。

　何故こんな、こんな場所に入らねばならぬのか!?

　少女達の声も遠く、我が身を襲う理り不ふ尽じんに私の思考は遥はるか、今日の朝まで巻き戻る。




　　　　◆




「皆みんな、準備はいいか？」

「ばっちし」

「大だい丈じよう夫ぶです、師匠せんせい」

「多分忘れ物は無いと思うよー」

　ツェーンとの戦いから一夜が明けた朝、私達は宿の前に集まっていた。

　次の町への出発を控ひかえ、私を含ふくめた皆が荷物を背負っている。

　この様子だと、準備は出来たようだな。次の町へは約一日の距きよ離りがある。今から出ても休きゆう憩けいや睡すい眠みんを考えれば到とう着ちやくは明日あしたの夕方頃ごろになってしまうだろうが、それでもなるべく早く到着するよう、直すぐに出発したいところだ。

　……と、いったものの。実は理由はそれだけではない。

　ミラフィアが鎖さ国こくを廃はい止しし、ある程度の時間が過ぎたとはいえ、サーフレストでのエルフというのはまだめずらしいものらしく──私達エルフの一団がこうして集まっていると、視線を集めてしまうのだ。

　日が昇のぼり、道に増えてきた人々は、皆私達を物もの珍めずらしく見ている。

「おい……あれ、アルマ＝シジマじゃないか？　ほら、有名な武術家の……」

「おお、本当だ！　それと……魔ま人じん？　とエルフの男の子と……なんだ、あの不気味な仮面……!?」

「あ、いや……あの銀ぎん髪ぱつの子もエルフじゃないか？　耳が長いぞ」

　……うむ、そうでなくとも私達は珍めずらしいようだ。

　とりわけ、アルマとソーニャがその視線を集めている気がする。この中だと、私は随ずい分ぶんと落ち着いた存在らしい。

　あの仮面は私でも最初は驚おどろいたので、致いたし方かたないだろう。アルマの方は、親として少し鼻が高いので放っておくことにする。

　とはいえあまり好気の瞳ひとみに晒さらされるのは好きではない。

　シェリル達はあまり気にしていない様子だが、さっさと移動してしまうことにしよう。

「……コホン、準備はいいようだな。では早さつ速そく出かけるとしようか？」

「賛成！」

「れっつごー」

　注目を集めることは気にしていなくとも、次なる町というのは大いに興味があるらしい。シェリルとソーニャはいつもより元気が良い。

　シェリルはともかく、ソーニャもこうしていると年とし頃ごろの少女よな。まあ、今回は私の方もそれなりに楽しんでいるのだが。

　その、一方でアルマはいつもと変わりがないあたり、少し彼女達よりは大人びているといえるだろう。尤もつとも人間の国はよく知っているということもあるだろうが、それでも学校で見せていた態度は飾かざり気けのないものだろう。

　私の前でだけ子供のようだというのは、いいのだか悪いのだか。

　表情が生暖かくなるのを感じ始めると、私が見ていることに気付いたアルマがぴくりと反応する。

「……？　どうかなさいましたか？」

「いや、気にするな」

　質問をはぐらかして答えると、話はそこで終わった。考えようによっては、私だけがアルマの特別な、面を見ることが出来るのだ。それには少し優ゆう越えつ感を覚えてしまうな。

「と、では行こう」

　勿もち論ろん、そんな事をいうのは格好がつかないので、胸の内にしまっておくとしよう。誰だれかに知られたら、もうチェスターを爺じじ馬ば鹿かと罵ののしることが出来ん。

　こうして、私達は朝の早い時間にザニアを発たった。

　アルマの話だと次の町までは平へい坦たんな草原が続くという。決して短くはない道のりだが、道はよく舗ほ装そうされているようだ。

　歩きやすい道は足を速める。昼食頃には、予定したよりも早く到着しそうだ、という話になった。

　だが──この頃から、二つの意味で雲行きが怪あやしくなり始める。

「そういえば、スラヴァ君」

　サンドイッチをかじるソーニャが、肘ひじで突ついてくる。小こ悪あく魔まのような表情に、どきりとした。ソーニャがこういう顔をする時、私は勝てないからだ。

「……なんだね」

　平常心を装よそおいつつ、ぎこちない動きでソーニャの方へと首を動かす。

　その様子に、シェリルとアルマが首を傾かしげた。

　二人の視線を待っていたかのように、ソーニャは意地の悪い笑えみを浮うかべる

「昨日はお楽しみでしたねぇ？」

　全すべてを知っているかのような──否いな、全てを知っているからこそ喉のどの奥から漏もれる笑いに、私は心臓を撥はね上げる。

　昨日はお楽しみでしたね。そのお楽しみが何を指すか、私は知っているからだ。

　……実は、私は昨日のツェーンの襲しゆう撃げきを皆には伏ふせてある。

　暗殺者に狙ねらわれたなどとアルマが知ったらひどく取り乱すだろうし、それを差し向けたのが嘗かつての兄あに弟で子しだと知れば、要らぬことまで考えてしまいそうだからだ。

　怪かい物ぶつに身を堕おとしたであろうガルトの始末は、シジマ流……私にとっての優先事じ項こう。それを知ったアルマは、シジマ流を継ついだ者として必要のない責任を感じてしまうだろう。

　アルマはコロッセオでガルトの顔を見ているようだが、奴やつも人間だ。アルマもまさか、奴が本人だとは思っていないだろう。

　ならば、この手で決着をつけるその時までは、気負うことなくいてもらいたい。そう思った故の選せん択たくだったのだが──

　忘れていた。あれだけ派手にやらかせば、ソーニャが気付かぬはずはないのだ。

　黙だまっていた罪悪感から、視線が泳ぐ。流石さすがにシェリルとアルマもこれには訝いぶかしんだようだ。

　どうこの場を切きり抜ぬけようか。足りない頭で必死に考えていると、思わぬ場所から助け船が出された。

「なんてね、うそうそ。ちょっと引ひっ掛かけようとしただけだよ」

　小さく息を吐はいたソーニャが、自ら話を打ち切ったのだ。意外な事に、思わず驚きよう愕がくの表情を浮かべてしまう。だが、折角の機会だ。使わせてもらおう。

「あ、ああ。驚かせるな、全く……」

「あはは、ごめんごめん」

　それにソーニャが乗っかると、シェリルとアルマもそれ以上追及する気をなくしたようで、食事に戻もどっていった。

　……ソーニャは昨日の出来事をある程度知っているはずだが、何故話を打ち切ったのだろうか。恐おそらくは、何かを察してくれたのだと思う。今回ばかりは、頭が上がらないな……

　こうして、私にとっては恐ろしいハプニングが襲うも、食事は無事に再開した。

　談だん笑しようしながらの明るい食事は暫しばらく続き、昼食に用意したサンドイッチももうじき無くなる──そんな時だった。

「……ん、なんだろ」

　小さく頰ほおを膨ふくらませてもそもそと動かしているソーニャが、すんと鼻を鳴らした。

　あまり彼女がしないような、眉み間けんに皺しわを寄せた表情がどうしても気になってしまい、私はなんとなしに問いかける。

「どうした？」

「んー？　いや、ちょっと……んん？」

　普ふ段だんのソーニャであればなんて表情だ、と自分で恥はずかしがりそうなものだが、ソーニャは気にせずに怪け訝げんな表情を続けていた。

　その様子は、シェリルやアルマにとっても珍しいものだったのだろう。誰に命じられるわけでもなく皆が黙るのは、自然であった。

　どれだけの間そうしていたか。やがて、ソーニャはようやく顔をつるりとした肌はだに戻すと、焦あせりを隠かくそうとしもしない表情で聞いてくる。

「……あのさ、いまって大分いいペースで進んできちゃってるよね？」

「そうだな、結構いいペースだと思う。それがどうかしたか？」

　質問に答えを返したのは、今人間の国の地理に一番詳くわしいアルマだ。直ぐ様帰ってきた答えに、ソーニャは顔を青くする。

　まるで何かを恐れている表情だ。子供が親に隠さねばならぬことをしたような、ばつの悪さが混じったおそれというべきか。

　なんとなく、ソーニャが何をいうかは分かった。違ちがっていてくれと、神ではなくソーニャに祈いのる。暫く硬こう直ちよくした後、ソーニャは青ざめた顔で口を開いた。

「……ごめん、ものすごい雨、来るかも……」

　その口から聞かされたのは、正に私が思い浮かべた通りのことだった。

　空は晴天。これから雨が降るとは信じがたいが──ソーニャがそう予測した以上、警けい戒かいせねばならないのだろうな。

　行くか戻るか。道のりは最も早はや引き返せないところにあった。ならば行くしかない。

　それが正解なのかは分からないが、それしか選せん択たく肢しがない以上、私達に選ぶ権利はなかった。

　出来ることならば、テントでなんとかなるような雨だといいのだが──

　晴はれ渡わたった空には似つかわしくない願いを浮かばせつつ、私は天に祈るのであった。

　結果は──知ってのとおりである。その後夕方を前に、雨というにはすこしばかり激しすぎる『大雨』が私達を襲おそったのだった。




　　　　◆




　そして、今に至る。

　不気味な洋館を前に気を失った私は、気がつけば暗あん鬱うつとした部屋の中にいたのだ……！

「う、おおおおおっ!?」

　どうやら、あまりの事に思考が停止していたらしい。まだ雨の降っていない頃ころから現実に帰ってきた私は、大おお仰ぎような声を上げた。

　突とつ然ぜん大声を上げたからであろう、近くにいたシェリルが猫ねこのように激しく肩かたを震ふるわせる。

「うわ……びっくりしたー……もう、急に脅おどかさないでよ」

　驚かせてしまったのはシェリルだけではなかったようで、胸むねを撫なで下おろすソーニャに咎とがめられてしまった。

　……普段であれば、驚かせてしまった事に謝罪の一つもしただろう。

　だが今の私には、そんな余よ裕ゆうはなかった。

「こ、ここはあの洋館の中か……？」

「そうだけど……さっきからどうしたの？　なんかヘンだよ、スラヴァ君」

　左右を見回しながら、ボロボロの室内を確かく認にんする。どうやら、本当にあの洋館の中のようだ。

　全体的にくすんだ灰色、漂ただようカビ臭くささ。ああ……本当に、あの中に入ってしまったのか……！

　自分の置かれた状じよう況きようを理解すると、次し第だいに顔が青ざめていく。流石にシェリルやソーニャも、私の顔を見てただならぬ様子だと気付いたらしい。

「ね、ねえ……本当に大だい丈じよう夫ぶ？　具合が悪いなら、もう寝ねちゃったほうが──」

「気持ちわるいの……？　いたいのいたいの飛んでけ……する？」

「い、いや……大丈夫──ではないかもしれんが、身体からだがどうということはない……」

　いたわりの言葉をかけてくれる二人を、手で制すると、二人は顔を見合わせて首を傾かしげた。

　シェリルとソーニャは、心の底から私を気にかけてくれているようだ。心配させて悪いという思いはあるものの、こればかりはどうにもならない。

　……私には、大きな弱点があるのだ。アルマだとかシェリルだとか、ソーニャだとかそういうものではなく、もっと決定的な──勝負で勝てない、圧あつ倒とう的てきな弱点が。

　それを知っているのは、この場ではアルマだけだ。故ゆえに、アルマは心配そうな二人とは対照的に額を押さえて「まずい」という顔をしている。普段であれば考えられない態度だが、それは仕方がないことだとも思う。

　たった一つ、私にはどうしても苦手なものがある。それは、生まれ変わっても克こく服ふくできない弱点だ。

「はあ……師匠せんせい、このさいお話しておいた方が良いのではありませんか？」

「しかし……いや、そうもいっていられんか……」

　自分では仕方がないと思いつつも、それをいうのは憚はばかられた。だがこのままでは、シェリルとソーニャにそれこそ要いらぬ心配をかけることになるだろう。

　私の唯ゆい一いつつの、決定的な弱点。それは──

「実はな……私は──」

　シェリルとソーニャが、顔を近づける。

　歯を食いしばって俯うつむいた私は声を低くして、遂ついに己おのれの弱点を語る。

「幽ゆう霊れいという奴が、苦手なのだ……！」

　幽霊が、とんでもなく、この世の何よりも苦手だということを──








第七話　エンカウント









「いやー……意外な弱点だねえ。スラヴァ君は怖こわいものなしだと思ってたんだけどなあ」

　雨により外界と隔かく絶ぜつされた、暗鬱とした屋や敷しきの中。妙みように楽しそうなソーニャの声を聞きながら、私の思考はどこか遠くを漂っていた。

　彼女らによると、現在位置は恐らく寝しん室しつのうちの一つらしい。それは屋敷の二階の廊ろう下かを少し歩いた位置にあるそうだ。つまり──私一人でこの場所を脱だつ出しゆつすることは出来ない。

　出来ることならば屋敷の外、入口まで戻り雨宿りをする程度で済ませたかったが、身体が冷えるという理由でアルマが許すまい。そうすると、多分誰だれも外へはついてきてはくれないのではなかろうか。私一人でこの屋敷を歩くのは、不可能だ。

　嫌いやでもこの場所で一夜を明かさねばならぬ絶望的な状況に、私はただ心を落ち着けようと必死であった。

「私にだって怖いものくらいある……何一つ欠点のない人など、面おも白しろくはなかろう……？」

　恐きよう怖ふから眼めを瞑つぶるため、ソーニャの軽口に敢あえて乗る。私をからかうような色の声も、裏を返せば楽しげな色を含ふくんだ『陽』の気だ。暗い『陰いん』の気に満たされたこの部屋の中でのそれは正に一筋の光、一本の縄なわ。一も二もなく、私は飛びつくほか無い。

　口を隠すように手を組み、足を小刻みに動かす。何かしらの方法であの忌いまわしい存在を意識から遠ざけねば、どうにかなってしまいそうだった。

「……はあ、様子がおかしいからもしやと心配していたのですが、やはり克服されていなかったのですね」

　前世からの私を知るアルマは、半ば呆あきれ混じりでため息を吐つく。

「私とて努力はしたとも……結局は、どうしようもないということがわかっただけだったがな」

　震えを誤ご魔ま化かすために貧びん乏ぼう揺ゆすりをしながら、声だけでも冷静を努めんと淡たん白ぱくに答える。

　しかし流石さすがに珍めずらしい状況だ。皆みんなから観察されている私が、その程度で恐きよう怖ふ心しんを隠せるはずもない。震えているのはバレバレのようで、近づいてきたシェリルが頭を撫でてくれた。

　悪意のない、純じゆん粋すいな善意による行動がつらい。が、僅わずかに救われている自分を自覚するのが一番つらかった。

「うーん、でもさ。なんだって幽霊なんかが怖いの？　スラヴァ君なら襲われてもなんとかなるんじゃない？」

　私の怯おびえようから、ソーニャの声からからかう色が薄うすれていく。安心させようとしているのだろう、その声こわ色いろはゆるりとしたハープのようだった。

　奴やつらが恐おそろしい理由を自分の口から再認識するのはより恐ろしくなってしまいそうだが、ソーニャの声色に安心した私はぽつりとその理由を語り始めた。

「……いいや、私程度ではなんともならんだろう。いいかソーニャ、奴らは常に神しん出しゆつ鬼き没ぼつ──その上、念じるだけで人を取り殺すことも出来るのだぞ？　更さらには気付かぬ内に人に取り憑つくことも出来るという──しかも、既すでに死んでいるためそれ以上死ぬこともない、正に無敵の存在ではないか……！」

　自分で口に出すと、やはり恐ろしい。

　だが本当に恐ろしいのはここからだ……

「しかも、奴らは──実態を持たぬ。それ故どこへ隠れようと壁かべをすり抜ぬけてでもやってくる。何よりも恐ろしいのは──」

「こわいのは？」

　私の口から語られる存在の強大さに、腕うでを止めたシェリルが聞き返してくる。

　幽霊が真に恐ろしいのは、私達武術家にとってこその特性だ。

「壁すらもすり抜ける奴らには、拳こぶしが当たらないということだ……ッ！　奴らはこのような、人が捨てたりして荒あれ果はてた、陰いん鬱うつとした場所を好むらしい……今こうしている間にも襲ってきたらと思うと……くっ」

　そう──奴らの一番恐ろしいところは、そこだ。

　拳が当たらないのでは、どうしようもないではないか！

　私は今まで、己の拳で道を切り開いてきたし、誇ほこりや娘むすめや──守りたいものを守ってきたつもりだ。

　だが幽霊はそれを許してくれない。これを恐れずして何を恐れるというのだ！

　正に幽霊は私達武術家の天敵。エルフにとってのタリスベルグのようなものだ……

「ず、随ずい分ぶん偏かたよった知識だね……誰に教わったの？」

　再び震え始めた私に、ソーニャが苦い笑いを向けてくる。

　ソーニャも、その恐ろしさがわかったのだろうか？　どことなく、先程までのアルマに似た表情である気もするが……引きつった笑え顔がおは、無理やり創つくりだしたものなのだろう。

　しかし、私もそれだけを聞けば荒こう唐とう無む稽けいな存在だと一いつ笑しように付していただろう。

　だが情報の出どころが、そうさせてくれなかったのだ。

「我が師、イワオ＝シジマからだが？」

　私がその存在を知ったのは──我が師から聞きき及およんだ故の事。

　あの偉い大だいな存在が恐れた存在なのだ、いずれという思いはあるが、今の私では手も足も出ないことだろう。

「……」

　私の語った事の恐ろしさ故か、シェリルを除いた二人は固まっていた。シェリルは再び手を動かし、私の頭を撫で始めている。

　残りの二人は何やら顔を見合わせ、ヒソヒソと話をしているようだった。

「ねえ、スラヴァ君のあれってさ……」

「……そうだ。大おお師し匠しよう様のお戯たわむれを信じた結果、あのような事に……

　師匠は大師匠様を疑うことだけはなさらなかったから……」

　話の内容は聞き取れぬが、この洋館に入ったことを悔くいてでもいるのだろう。

　分かってくれたのならば、脱出を促うながす事もできるだろうか……

　二人の内ない緒しよ話ばなしが暫しばらく続くと、やがて二人は私へと向き直った。

　洋館脱出の手立てを話すため私が口を開こうとすると、ソーニャは真正面から肩かたを摑つかんできた。

「む、ぬ、どうした？」

「あのね、スラヴァ君いい？　よーく聞いて？」

「お、うむ……分かった」

　真しん剣けんな眼まな差ざしで、肩を確しつかりと固定され、ソーニャの瞳ひとみを見ざるをえなくなる。

　ソーニャは改まって何をいうつもりなのか。私は知らず知らずの内に一時恐怖を忘れ、聞く態勢を作り上げていた。

「お師匠さんから何を聞いたか知らないけど……幽霊はね、居ないっていわれてるの」

　小さく息を吸ってからソーニャが語った内容は、私の心を揺ゆり動うごかした。

「そんな馬ば鹿かな！　この話は師匠から聞いたのだぞ？」

「でもスラヴァ君自身は、幽霊を見たことはないんだよね」

「む……それはそうだが」

　幽霊が居ない？　そんな馬鹿な。

　師匠のいうことに間ま違ちがいはない。師匠が間違った事をいったことなど……

　……割りと、あった気がする。

「アルマに聞いたけど、お師匠さんはスラヴァ君のことをからかうことが結構あったんでしょう？　幽霊もそんな感じなんだよ。見たっていう人は多いけど、誰も証しよう拠こを示せない。だから居ないっていわれるようになったんだ」

「う……むう、そうなのか？」

　ソーニャがいうには、幽霊というものはいないらしい。それは私にとっては有益な情報なのだが……何な故ぜだか、私は助けを求めるようにアルマへと視線を投げかけた。

　すると、アルマは力強く頷うなずきを返してくる。

　なんと……そうなのか？　師匠が私に噓うそを教えたと……

　いや、確かにそうしてお戯れになることは多々あったが、まさか幽霊もそうだとは思わなかった。

　いわれてみればそうだ。これだけ長く生きてきて、私は一度も幽霊に出会ったことはない。それに、寿じゆ命みようの長いエルフもいるのだ。七百年も八百年も生きて、一度もそれらに出会わないことが可能なのかといえば怪あやしいものだ。

「……そうか、幽霊は……おらんのか」

　自分で嚙かみしめるようにその言葉を呟つぶやくと、アルマが激しく首を縦に振ふっていた。

　ずっといると思い込んできた存在だ。今直すぐ克こく服ふくとはいかないが、なんだか少し気が軽くなってきた気がするぞ。

　まだ恐ろしさは抜け切らないが、そう思ったらこの暗あん鬱うつとした部屋も少し明るく見えてくる。雨に降られた時は散々だと思い、この荒れ果てた屋敷に入らねばならぬとなった時はこの世の終わりかと思ったが──この世で一番苦手なものを克服するきっかけになったと思えば、悪くない体験だったかもしれん。

「ありがとう、ソーニャ、アルマ。気が楽になってきた」

　ぱっと顔を明るくする二人に微笑ほほえみを返す。

　世界最強を目指す武術家が、いもしないものに怯えるとは情けない。私が遥はるか高みに到とう達たつし、やがて師の御お座わす所へ行く時がくれば、その時は師匠に文句の一つもいってやろう。

　気が付くと心は大分軽くなっていた。これならばこの屋敷で一夜を明かすことなどなんでもない。

　仲間という存在は素す晴ばらしいな。そのありがたみに感謝し、もう一人礼をいわねばならぬ存在がいることを思い出した。

　幽ゆう霊れいを恐れる私を励はげましてくれたシェリルだ。

　もう大だい丈じよう夫ぶだ。お前もありがとう、シェリル。心強かったぞ──と。

　純じゆん粋すい無む垢くな少女に礼の言葉をかけようとして、私はあることに気付いた。

　絶えず私を励ましてくれたシェリルの手が、気がつけば止まっていたのだ。

　ふと顔を見ると、シェリルは私でもアルマでもソーニャでもない中空へと視線を向けていた。ぽかんと口を開け、首を傾かしげた様さまは可愛かわいらしいが──

「どうしたシェリル」

　礼をいうのを一時中断し、仕草の意味を問う。

　シェリルはおっとりとしていてマイペースな子だが、その実じつ色々な事に興味を示す子供らしい子供だ。こうしてぼーっとしている事は珍しい。

　私の問いかけに、シェリルは言葉を返す前に見つめる方向を指さす。

「あれ」

　簡潔な答えは、アルマやソーニャ、そして私の視線を容易たやすく集めた。

　シェリルが指し示したのは、丁ちよう度どアルマとソーニャの中間辺り。そこで、私は──いや、信じられぬものを目まの当たりにする。

　そこにあったのは、いや。いたのはというべきだろうか。

　暗くら闇やみにぼんやりと浮うかび上がる人ひと影かげ。この距きよ離りまで接近を許したかと、瞬しゆん時じに意識を戦せん闘とうに切きり替かえる。

　……だが、私がそれを完かん了りようすることはなかった。その姿は僅かに地面から浮いていて──

　半はん透とう明めいの身体からだが、後ろの壁を透すかして見せていたからだ。

「ひっ」
















　ソーニャが顔をひきつらせ、声になる前の息を吞のむ。

　しかし、それよりも先に……

「うおおおああああああああッ!?」

　私が大声を上げていた。

　許容範はん囲いを超こえた出来事に、意識が遠のく。いや、あるいはこれが幽霊の呪のろいという術なのかもしれない。

　やはりいるではないか！　怒いかりの混じった恐きよう怖ふに溺おぼれ、私は気を失った──
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　厚い雲に覆おおわれた光のみが僅わずかな明かりとなっている薄うす暗ぐらい洋館の廊ろう下か。

　大雨に囲まれて隔かく絶ぜつされた世界の中を、三人の少女が走っていた。

　それぞれ長い白、金、蒼あおの髪かみを激しく揺らしながら走るさまは、この暗鬱とした屋や敷しきには似合わない。かつて屋敷が荘そう厳ごんであったろう頃ころにも、この行こう為いは似つかわしくないものだったろう。

　だが少女達はそんなことも構わず走る。

　後ろに追つい跡せき者──髭ひげを蓄たくわえた男性が追ってきているからだ。

「ちょ、ちょっと！　なんなのあれ！　流石さすがに予測してないよ!?」

「私だって知るものか！　まさか、まさか──」

　悪態を吐つきながらも、追跡者から逃のがれるため少女達は足を休めない。

　これでも、少女達は腕うで利ききの武術家だ。そこら辺の男が相手ならば、一人あたり百人をかからせても鼻歌交じりに倒たおしてのけるだろう。

　しかし今回の彼女達はたった一人の追跡者と戦おうともせず、とにかく逃にげた。

　何故ならば、追跡者は──

「幽霊が本当にいるだなんて、思わないだろう！」

　身体を一いつ切さい動かさず、空を滑すべるようにして移動する──半透明の身体を持つ、幽霊だったからだ。

　ちなみに、遅おくれて補足するならば三人の少女というのは適切な表現ではない。

　赤みがかった白はく髪はつを持つ少女、シェリルの小こ脇わきに一人の少年が雑に抱かかえられているからだ。

　少年の名はスラヴァ＝マーシャル。高名な武術家の記き憶おくを持ってエルフに生まれかわった、元人間の少年である。

　エルフの天敵、最強の怪かい物ぶつタリスベルグを前に一歩も退ひかず、あまつさえ素手でそれを打ち倒すスラヴァだが──彼は幽霊が大の苦手であった。

　幽霊の出現により、真っ先に気絶したスラヴァ。そのとき一番近くに居たシェリルに担かつがれているというのが、今の状じよう況きようである。

　最強の武術家も今や形なし。魂たましいの抜ぬけきった顔で小こ柄がらな少女に担がれ、走るリズムに合わせて脱だつ力りよくした手足をぶらぶらとさせているのは、情けないの一言である。

　どうしようもなく笑いを誘さそう光景だが、少女達にとっては笑い事ではない。なにせ、スラヴァの戦闘力はこの場の誰だれよりも高いのだから。

「くっ……引ひき離はなせない！　どうする、一いつ旦たん別れるか!?」

「ここでバラバラになるのはまずいよ！　それより何か別の方法をっ！」

　追われながらも、ソーニャとアルマが声を掛かけ合う。普ふ段だん頼たよりとしているスラヴァが無力化している今、自分達で何とかしなければならないからだ。

　皆みな、腕うでには自信がある。だが相手は幽霊だ。壁かべさえもすり抜けてくる幽霊を相手に拳こぶしは効かないだろう。そうなると武術家が何をすればいいというのか。

　スラヴァが恐おそれていた事の意味を、三人は理解していた。確かに厄やつ介かいだ、と。

　打ち倒すことが出来ない以上、逃げるほか無い。この逃とう走そう劇は、そんな経緯いきさつによりおこったものだった。

「それにしても……！」

　ちらと後ろを見やり、アルマが舌を打つ。

　疲つかれを知らないのか、幽霊は速度を落とすことなく追いかけてきている。このままでは先に消しよう耗もうするのはシェリル達の方だろう。

　外へと逃げることは出来るのか？　幽霊は屋敷の外へも追ってくることが出来るのだろうか。そして……追いつかれたらどうなるか。考えることは多く、身体と同時に頭を動かさねばならないのは、シェリル達から体力を奪うばっていく。

　良案は浮かばない。このままではジリ貧ひんだ。そんな苛いら立だちが、ソーニャに行動を起こさせた。

「鬱うつ陶とうしいなあ、もう！」

　半ば八つ当たり。飽あくまでも逃げることを継けい続ぞくしつつも、雑に後方へと風の刃やいばを放ったのだ。

　すると──幽霊は、魔ま力りよくで作られた風の刃を必死に避さけた。

　これにより、どんなに走っても釣つり合っていた距離が一気に引き離される。

「いまだっ！」

　その機を逃すことなく、シェリル達は廊下の角を曲がり、屋敷内の一室へと入り込んだ。

　急いでドアを閉め、部屋の中心に集まって三人で死角をカバーする。

　息を殺して気配を消す。……暫しばらくして、一ひと先まずは大丈夫だということを確かく認にんすると、ようやく三人は息を吐いた。

「……撒まいたみたいだな」

「幽霊……本当にいたんだなあ……」

「すけすけしてた……おどろき」

　まさか、本当に幽霊が存在するとは。存在を信じていなかったアルマとソーニャは冷たい汗あせを拭ぬぐいながら、大してその存在を気に留めていないシェリルはいつもの様子で感想を述べる。

　自然、三人の瞳ひとみがスラヴァへと集まった。どうやら身体に別状はなさそうだが、魂の抜けきった顔はまだ戻もどっていない。

「けどまあ……スラヴァ君がこんなに幽霊が苦手だったなんて。欠点もあるんだねえ」

「大師匠様に吹ふき込まれてからというもの、師匠せんせいの中では日に日にその存在が脅きよう威いを増していったようだ。全く、少しばかり大師匠様を恨うらむよ」

　ため息を吐き出すアルマは、呆あきれた様子で首を横に振ふる。

　スラヴァは自らの師匠であるイワオ＝シジマのいうことならば取とり敢あえずは信じてしまっていたようだ。

　幽霊という存在が実際にいるとは思わなかったが、大師匠様のいう程ほどの存在ではないだろうと、アルマは追跡者である髭の男性を思いだす。

　その考えは、ソーニャとシェリルも同じだった。触さわれないというのは確かに脅威だが、スラヴァが恐れるほどの脅威は持っていない、というのが彼女達の見解だ。

　それ故、少女達の視線はスラヴァの珍めずらしい姿へと集まる。

「でもちょっとかわいい」

「うん、こうして見ると年とし頃ごろの子供なんだね。無防備な状態のスラヴァ君って、ナトゥーシャで会った時以来かも」

　シェリルがスラヴァの頰ほおをつつくと、スラヴァは眉み間けんに皺しわを寄せて力ないうめき声を上げた。

　彼女達からみればスラヴァは抜けているところこそあるが、概おおむね完かん璧ぺきな少年だったのだ。それが今、このような状態になっている。スラヴァが外見通りの反応をするというのは、非常に珍しいことだ。親近感も湧わくというものである。

「私もこのような師匠せんせいを見るのは久々だ。こうしていると、うん。なにかこみ上げてくるものがあるな」

　それは、アルマも変わらない。普ふ段だんから油断なく過ごしているスラヴァには隙すきが無く、このように無防備な状態というのは付き合いが長いアルマにとっても貴重なものなのだ。

　今なら何をしても──と。少しばかり暗い思いが生まれるが、アルマはそれを忠誠心のような何かでそっと心の奥底へとしまった。

「さて……どうするか。なんとか逃げることは出来たが、いつまでもここにはいられまい。こうしている間にも襲おそってきそうだ。ならばと逃げるにしても外は大雨……かといって戦うというのもな」

　敬愛する師のためにも、アルマが話すのはこれからのことだ。

　壁をすり抜けてくる相手を前に、雨が止やむまで隠かくれているのは不可能だろう。だが同じ理由で倒すという選せん択たく肢しも選びづらい。壁はすり抜けるのに拳だけ当たるという道理もない。攻こう撃げき手段がない状態では、そもそも戦せん闘とうにすらならないのだ。

　曲げた指を唇くちびるへとあてがい、考えるアルマ。

　拳が効かないのならば、やはり逃げることを中心に考えるべきか。もしも戦うのならば──と、考えたところで、先程の事を思い出した。

　何な故ぜ速度は釣り合いを持っていたのに逃げることが出来たのか？

　幽ゆう霊れいを足止めしたのは──

「戦うなら、ちょっと試ためしてみたいことがあるんだけど」

　ソーニャが、得意げな顔で指を立てる。先程、幽霊を足止めしたのはソーニャだ。

　その時に何かを摑つかんだらしい。ライバルと認めるソーニャに聞くのは少し癪しやくだったアルマだが優先するのは自分達の、ひいてはスラヴァの安全だ。

　試してみたいこととはなんだ？　そう聞こうとしたアルマだが、それは果たされることはなかった。

「ゆうれい」

　シェリルがそう呟つぶやきながら、一方を指し示したからだ。

　その言葉に、瞬しゆん時じに戦闘態勢を整えるアルマとソーニャ。

　壁から現れたのは、先程の幽霊とは違ちがう──ドレスを着た、身なりの良い少女であった。

「……さっきの男性とは違うな」

「うん」

　物もの憂うげな眼めをした少女は顔を俯うつむかせながら、やはり浮ういて近づいてくる。

「……待って」

　ある程度の距きよ離りまで少女が近づいたところで、ソーニャは幽霊の少女に対してのコンタクトを試みた。

　ソーニャの呼びかけに足を止め──という表現は似つかわしくないかもしれないが──停止する少女。

　言葉が喋しやべれるかは分からないが、此方こちらの言葉はわかるらしい。ついで、ソーニャは質問を投げかける。

「貴方あなた達は何なの？　目的は何？　……お屋や敷しきに勝手に入ったのを怒おこってるならごめんなさい。もしそうなら出て行くから、私達を追いかけた理由を聞かせてくれないかな」

　警けい戒かいは保ちつつも、ゆっくりといい聞かせるような優やさしい声だ。

　俯いた少女は動かない。もしも敵対しないで良いのならばそれが一番だ。彼女らがこの家に住まうというのならば、その領域を侵おかしたのはソーニャ達の方である。

　飽くまでも自分達が悪かったという態度で接したソーニャだったが──

　勢い良く少女が顔を跳はね上げると、その考えは消え去った。少女の顔は、シェリルとは正反対な、どこまでも邪じや悪あくな笑え顔がおに染まっていたからだ。

「別に怒ってないよ！　それよりもどっちかっていうと、生きてる人が来てくれて嬉うれしいの。だって、お友達が増えるもの！」

　これが純じゆん粋すいな少女の笑顔であればその言葉も違って見えたろう。だが、少女の瞳は黒く濁にごっていた。口調こそ少女のものだが、その精神は外見からかけ離れているといってよいだろう。

　アルマとソーニャが顔を見合わせ、頷うなずく。

「お姉さん達もお友達になってよ。勿もち論ろん、そこの男の子も一いつ緒しよだよ」

　少女のその言葉は決定的な引き金となり──アルマとソーニャの怒いかりに火を点つけた。

　瞬時にソーニャの手へと翠みどりの魔力が集つどう。

　攻撃速度を重視した、ソーニャの得意技わざ、風ふう刃じん。瞬時に射出された風の刃に少女の幽霊は明らかな驚きよう愕がくを浮かべ、急いで身を躱かわそうと試みる。だが──

「──ッ！　やりや、がったなぁ！」

　風の刃は、少女の右みぎ腕うでを断たった。切り離された少女の腕は煙けむりのように霧む散さんし、消えていく。

　本ほん性しようを露あらわにし、悪態を吐つく少女とは対照的に、ソーニャは不敵な笑みを浮かべる。

「やっぱりね。さっきのおじさんが必死に避けたから、魔力による攻撃は効くと思ったんだ」

「くっ、そ……ディゴリーか！　本当に余計な事をするわね……！」

「君もそんなに変わらない反応だったけどね？　避けられたぶんおじさんの方がマシだったかもしれないけど」

　挑ちよう発はつ的なソーニャの態度に、少女の顔は最も早はや少女とはいえない程に歪ゆがんでいた。

　断ち切られた腕から血は出ていない。しかし腕を押さえる少女に、人間であった頃ころの名残なごりなのだろうかとソーニャは思う。

　……だが、そんな事は今わかったことに比べれば大したことのない、気まぐれのような発見だ。

「成程……属性魔ま術じゆつは有効ということか？」

「タリスベルグの逆ってところだね。なんだ、私達エルフの得意分野じゃない」

「魔力でなぐればいいの？　……あはっ」

　戦えるのならば、勝てる。相手が人だろうが人でなかろうが、勝ちと負けがある以上、まっすぐに勝ちを目指すのが武術家という者達だ。

　拳こぶしに冷気を纏まとわせるアルマ。室内に風を生み出すソーニャ。そして見るものを圧あつ倒とうする紅あかい魔力を迸ほとばしらせるシェリル。

　圧倒的な魔力の量は、それを唯ゆい一いつの弱点とする幽霊の威い勢せいを削そぐには十分すぎた。

「その様子だと、多くの人を死に引き摺ずり込んできたようだな。ならば最早遠えん慮りよは要いらないだろう？」

「ちょ……調子に乗らないで！　来い、お前達！」

　逆の立場──怯おびえさせる者から怯える者へと立場を変えられた少女の霊れいが、威勢よく叫さけぶ。すると、あちこちから身体からだを透すかした者達、幽霊が湧き出すように現れる。

「行きなさい！　もうお友達にするなんていわないわ、取り殺してしまえ！」

　少女の号令を機に、虚うつろな表情を変えぬままの幽霊達が突とつ進しんしてくる。だがもうソーニャ達は冷静であった。

「だってさ。友達だなんてこっちから願い下げだよねえ」

「全くだ。こんなろくでもない連中と付き合ったりしたら、師匠せんせいだってお𠮟しかりになるだろう」

「スラヴァくんにおこられると、胸がきゅーってなるからやだ」

「私もさ」

「私もー」

　あらゆる方向に対応できるよう、背を預け合ったシェリル達は軽口を叩たたき合う。

　先程まで恐おそろしさを感じていた相手を、多数前にしてもこれほど気が楽でいられるのは、ひとえに仲間を信しん頼らいしているからこそのものだろう。

　四方から襲い来る霊を前に、三人の少女は踊おどる。

　襲い来る霊に向けソーニャが風刃を放つと、肩かた口ぐちから腰こしまで斜ななめに切り裂さかれる。

　どうやら、人にとっての致ち命めい傷しようは霊にとっても決定的なものとなるらしい。自らの死を認められずに現世へ縛しばり付けられた魂たましいが、死を認にん識しきしてしまうのだ。

　冷気と共にアルマが拳を打ち付けると、霊の身体は凍こおり付き、硝子ガラスのように砕くだけ散ちる。

　シェリルの攻撃は更さらに凶きよう暴ぼうだ。恐きよう怖ふが具現化したようなシンプルな魔ま力りよく量は、霊にとって全すべてといえる心を容易たやすく打ち砕く。

　飽ほう和わ的な数の霊が一いつ斉せいに飛びかかるも、互たがいの死角を、隙をカバーする少女達の前では意味を成さない。
















　スラヴァをして天才と呼ばしめる少女達が三人、互いを信頼して背中を守りあっているのだ。幽霊とはいえ生前は一いつ般ぱん人じん。いくら集まろうと物の数にはならない。

「ふー……あれ？　どうしたの？」

「もうおわり……？」

　故ゆえにその状じよう況きようが訪おとずれるのは、必定。遅おそいか早いかだけの問題だ。

　気がつけば、部屋の中にはシェリル達と、少女の幽霊。おまけでスラヴァの五人しかいなくなっていた。

「全ぜん滅めつ……!?　そんな、なんで……」

　おそらくは長きにわたり繰くり返かえしてきたこと。だがそのどれでも経験したことのない状況に、少女の霊は驚愕を隠すことが出来ない。

　更には、シェリル達三人が自分を取り囲んでいることにも遅おくれて気がついた。囲みを少しずつ狭せばめるよう、シェリル達は少女の霊へと近づいていく。

「此方から攻撃が出来るのならば、数ばかりをいくら集めても同じだ。お前の犠ぎ牲せいになった人々には悪いという気持ちはあるが、自我もないまま縛り付けられるよりは天に返ったほうがその人達の為ためになるだろう」

「──ッ！」

　アルマの勝利宣言とも取れる言葉に霊の顔が歪む。

　しかしそれまでだ。今までは狩かることしか知らなかった少女の霊には最早為なす術すべもない。壁かべをすり抜ぬけられる彼女には地面を通るという手もあるが、それを為す前にシェリル達の拳は彼女を捉とらえるだろう。

「貴方あなた達は……！　お前達は一体何なんだ！」

　本性を露わに叫ぶ。凄すごんでみてもソーニャとアルマは──シェリルは元々だが──気にした様子はない。

　理り不ふ尽じんに激げき昂こうする幽霊に対し、何気なくソーニャはいった。

「旅の武術家、って感じかな？」

　ちょっぴり意地悪な、小こ悪あく魔まの笑顔。

　……かつて、恐ろしい噂うわさがあった。朽くち果はてた屋敷に少女の幽霊が出るらしい。少女は仲間を求めて生者を死へと引きずり込むという。

　噂の真しん偽ぎを確かめようとその屋敷を探たん索さくする者もいたが、結局は分からなかった。後に残ったのは、何人かが屋敷へと消えていったという事実だけ。

　やがて屋敷には誰だれも近寄らなくなるが、ある日を境に噂はぴったりと聞かなくなる。

「さあて、お仕置きだ」

「無理だろうけど……無事天国に行けるといいね？」

「ばいばい」

　その裏に三人の少女の活かつ躍やくがあったことを、人々は誰も知らない──




　　　　◆




「あ、気がついたみたいだよ」

　深く暗いまどろみの中、私は聞き覚えのある声で意識を取とり戻もどした。

　視界が暗黒に包まれていることに、自分が眼を閉じていた事を悟さとる。

　……む？　私はいつの間にか寝ねていたのか？

　最後に何をしていたか思い出せない自分に、呆ぼけを疑った。

　前世から通して、物覚えが悪い時期はなかったと記き憶おくしているのだが、どうにも前後の状況を思いだすことが出来ない。

「う……む？　ここは……」

　寝ね言ごとのようにそう呟つぶやきつつ、現状を確認するために眼を開く。

　すると、そこにあったのは──私を見下ろすソーニャの、翠の瞳ひとみであった。

　ひどく近くにある顔に、どぎまぎする。だが状況を理解すると、私の心は更に焦あせりを重ねた。

　横たわる身体、されど柔やわらかい何かに乗せられた頭──そして、見下ろすように私を覗のぞきこむソーニャ。どうやら私は、所謂いわゆる膝ひざ枕まくらという奴やつをされていたらしい。

「う、うお!?　す、すまん」

「あー、もうちょっと寝ててもいいのにー」

「師匠せんせいはお目覚めになられただろう。もう終わりだ」

　頭がぶつからぬよう、横へ転がりながら跳ね起きる。

　不ふ機き嫌げんなアルマの声、そしてソーニャに肩かたを預けて眠ねむるシェリルに、皆みんなが揃そろっていることを把は握あくした。

　目を覚ますや飛び込んできた光景に混乱していた頭が、少しずつ冴さえてくる。

　ええと、確か私達は大雨から逃のがれるために荒あれ果てた館やかたに入り込んで──入り込んで？

　一定の地点から今に向かって記憶が再生されていく。

　そう、私達は突とつ然ぜん降りだした大雨から逃れるため、いかにも幽ゆう霊れいが出そうなこの屋や敷しきへと逃にげこんで……

　そこで……本当に幽霊に出会ってしまったのだった……！

　さあっと顔が青ざめるのを感じた。

　ど、どうすれば良いのだ!?　瞬しゆん時じに立ち上がり、戦せん闘とう態勢を整えるも幽霊には拳は効かない。ならば私は何をもって対たい抗こうすれば良いというのだろう。

　咄とつ嗟さに構えて辺りを見回す。

「ぷっ……あははは！」

　すると、ソーニャが私の様子を見て笑った。

　声こそ控ひかえめなものの、シェリルまで同じようにし、アルマさえ笑いをこらえていることに頭がこんがらがってきた。

　幽霊の姿は先程この子達も見ているはずだ。だというのに、何な故ぜ笑えるのだろうか。

　もしや私が寝ている間に、幽霊に取り憑つかれて──と、そこまで考えたところで笑いを堪こらえながら、アルマが口を開く。

「くっ、ふふ……師匠せんせい、幽霊はもう、私達が退治いたしました」

　告げられた言葉は、先程のあの脅きよう威いを打ち倒たおしたという信じがたいものだった。

　拳が効かぬ相手を、どうして私達が退けられようか。疑問を浮うかべると、考えを読んだように、その理由をソーニャが引ひき継つぐ。

「確かに壁はすり抜けて来たんだけどさ、魔力による攻こう撃げきは効くみたいだったんだ。攻撃さえ効いたら、あとは普ふ通つうの人とそんなに変わらなかったよ。違ちがいといえば浮けるくらいかなあ？」

　あっさりと語られるその真実に、私は腰を抜かし、床ゆかへと座り込んだ。

　……なんと、そんなにも簡単な話だったのか……

　ふと、シェリルを見る。シェリルは私の視線に気がつくと、小さな拳を握にぎりふんすと鼻を鳴らしてみせた。

　どうやら本当に、幽霊と対たい峙じするにはそれだけのことで良いらしい。魔力により身体を強化する私達は、意識せずとも幽霊と戦うすべを身につけていたようだ。

　それはまた……下らぬというかなんというか……

　偉い大だいで誰よりも強い師匠にいわれた。それだけで絶対に勝てぬ相手と思い込んでいた自分が恥はずかしい。戦う前から戦意を失うなど、武術家としては落第だ。

　だが師匠もひどいのではなかろうか。墓に入るまでとうとう私を騙だましたままだったとは……ううむ、もう少し自分で考える力というのを養ったほうがよいな……

「その、なんだ。済まなかったな、皆」

　醜しゆう態たいを晒さらしてしまった事を、シェリル達に詫わびる。

　一応は旅のまとめ役として、敵の強大さを見誤り慌あわてふためいたのは無様の一言であった。

「いや、気にしないでいいと思うよ？　誰だって苦手なものの一つくらいあるもの」

「そうです。それに、尊敬する大おお師し匠しよう様にそういい聞かせられてきたのですから、あの反応は当然でしょう。私も師匠せんせいにずっといい聞かせられてきたら、同じようにしてしまうと思います」

「気絶してるスラヴァくん……かわいかったよ？」

　しかし、シェリル達は決して私をばかにすることなく、励はげましてくれた。……シェリルの言葉には少々胸を抉えぐられたが……皆、ありがたい限りだ。

「……すまんな」

「大だい丈じよう夫ぶだって。私だってタリスベルグは怖こわいけど、スラヴァ君がなんとかしてくれたじゃない」

　居るかどうか分からぬものと、実際にエルフの国を荒らしまわったタリスベルグでは何やら比べる対象がおかしい気もするが、いいたいことは十二分に理解できた。

　私も良い仲間を持ったものだ。次からは自分の眼めで物事を見み極きわめてゆけると良いのだがな。

　思い込んでいた期間が長いため、そう簡単に恐怖を克こく服ふくする事は出来ないだろうが、そのための勇気は手に入った。

　エルフとして与あたえられた長い時間を使って、ゆっくりと乗のり越こえていきたいものだ。

　シェリル達への感謝とともに、決意を新たにする。何者にも負けない強さを目指しているのだ、幽霊相手にも退ひかぬ度胸が必要というものだろう。

　私一人では乗り越えられぬ壁でも、仲間と共に行けば乗り越えられる。

　この歳としにしても学ぶ事は多いものだ。

　……ありがとう。もう一度、心中でシェリル達に深い感謝の言葉を述べる。

　しかし──

「ふあ……ねむい」

「もうだいぶ夜も遅いもんね。明日あしたもあるし、今日はもう寝ようか」

「そうですね。明かりを消しても大丈夫ですか？　師匠せんせい」

　何度もいうが、そう簡単に乗り越えることが出来ぬからこそ、苦手というもので。

「え、あ、うむ？」

「ふふ、おやすみなさい、師匠せんせい」

「おやすみー」

「皆で寝るのは久ひさし振ぶりだね。お休み」

　あれよあれよという間に魔ま力りよく灯とうは消され、シェリル達は皆寝ね息いきを立て始めてしまった。

　……確かに、気がつけばもう大分遅おそい時間だ。そして私が眠っている間、彼女達は戦っていたのだ。それは疲つかれもするはずだ。

　だが、私は今の今まで寝ていたのだ。そう簡単に寝付けるわけはない。

　ば……馬ば鹿かな……！　一人……だと……!?

　ソーニャ達は退治したといっていたが、まだこういった場所が恐おそろしいことにはかわりはない。しかも室内は夕方よりもなお暗く、恐きよう怖ふ心しんを煽あおるとともに聴ちよう覚かくを鋭えい敏びんにする。

　鋭するどくなった感覚は、雨の音やどこかが軋きしむ音を確しつかりと捉えていく。それらは私の恐怖を更さらに増ぞう幅ふくさせてゆき──

　嗚あ呼あ、こんなにも朝が恋こいしい夜は初めてだ。

　ありもしない気配に怯おびえる夜は、ただ只管ひたすらに長く感じるのであった──








第九話　ラスモークの……村？









「……これは、どういうことだ？」

　目の前に広がる光景を見て、私は力なく呟いた。

　数日にわたる旅を経て、私達は今とある村の近くにいる。

　村の名はラスモーク。かつて私が前世で住んでいた場所の一番近くにある、何の変へん哲てつもない村だ。

　交通の便はお世辞にも良いとはいえず、これといった名産品もなし。強しいていえば、人にん参じんが多く獲とれるといったくらいであろうか。

　あまりの退たい屈くつさに若者の大半は村を出てゆき都会を目指す。跡あと継つぎが出て行ってしまって大変だと、人参畑の主人がいっていたのが印象的だったくらいだ。

　とにかく、特筆すべき事が無い村なのだ。近くに住んでいた私がいうのもなんだが、こんなところに住むのならばもっと別の場所があるだろうと思う。

　だが、目の前にある光景は私が知っているラスモークとは大きく違っていた。

　数十年ぶりに訪おとずれるサーフレストはその姿を大きく変えていたが、私の知る限りではこの村が一番大きな変化を遂とげているだろう。

　なにせ、ラスモークには──多くの人が行き交かっているからだ。俯ふ瞰かんする村は明らかに知っているそれよりも広くなり、見て分かるほどに人々の動きがある。代わりにあれだけ広がっていた畑は、一部を残すのみとなっていた。

　こんなところまで開発の波が……という次元ではない。閑かん散さんとしていた筈はずの村は、明らかに栄えていた。

　村……いや、街の姿をその目に収めつつ、歩みを続ける。

　やがてたどり着いた街の入り口には、険しい瞳を持つ老人の絵と共にこんな看板がかけられていた。

『武ぶ神しんの街、ラスモーク』。

　そこで私はラスモークに何があったかを察した。いや、遠くから見下ろした時点で予感はあったのでそれを確信へと変えたというべきだろうか……

　目め尻じりを落とし、旅の仲間をじろりと睨にらむ。視線の先にいるのは、勿もち論ろん我が娘むすめアルマ＝シジマだ。

　露ろ骨こつに私に睨まれたアルマは慌てて眼を逸そらし、口笛など吹ふき始めた。ここまでわかりやすいと、いっそ清すが々しがしい。

「……何事も程ほど々ほどが一番だと、私は思うのだがな」

　看板を見ながらも、言葉は確しかとアルマへ向けている。流石さすがにこればかりはソーニャも苦笑いだ。

「あ、あはは……申し訳ありません、つい……」

　肩かたを小さくしたアルマが、力なく笑う。

　どうやら暫しばらく見ない間に──かつて私が住んでいた町はアルマの、そして私の所せ為いで大分姿を変えていたようだ。

　こみ上げてくるため息をどうして収められようか。

　私は何事もやりすぎてしまう娘に嘆たん息そくしながら、数十年ぶりの故郷に足を踏ふみ入れたのであった──
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　所変わり、ラスモークのカフェにて。

　カフェなどという小こ洒落じやれた存在も前はなかったなと思いながら、私はただただ街の変化に圧あつ倒とうされていた。

　こういう若者の好みそうな場所の一つや二つもあれば、人参畑の親父おやじも跡継ぎに悩なやむことはなかったのだろうか、などと考える。

　久しぶりに訪れるラスモークは、一言でいえばとても住み良くなっていた。およそ生活に必要とされるものは揃そろい踏ぶみ、道は舗ほ装そうされ、立派な住居が増えている。特に服屋が出来たのは大きいだろう。前は大体の住民が皆みんな自分で服を作ったり、そうでなければ街まで買いに出ていっていた。武術をやる関係上、私も服を駄だ目めにすることは多かったので、これは大きな改善点だろう。

　ただ一つ面おも白しろいのは、この街にはほぼ一いつ切さいの娯ご楽らく施し設せつがないという事だ。強いていうのならば酒場くらいだろうか。それも色や賭かけの無い、飲んで食うだけの場所だ。これだけ大きな街ならばそのくらいはあって当然だと思うが、不思議とこれがひとつも見つからない。

　代わりに、街を彩いろどるのは武術の道場だ。シジマ流だけに留とどまらず、様々な流派の道場がひしめき合っている。

　娯ご楽らくが絶たれ、必要な物が揃った恵めぐまれた環かん境きようの中で、切せつ磋さ琢たく磨まする相手に困らぬ場所。

　正に武神の街──というと少し恥はずかしいが、力を磨みがくには絶好の場所であるここはその名に違たがわぬ街だ。

　その辺りを歩く者達も、ただならぬ足運びの実力者達が何人もいる。また、アルマの伝説を追いかけてきたのだろう、ここではエルフの姿もさほど珍めずらしくないようだった。

　最初にこの街の姿を見た時にはあまりの変化に呆ぼう然ぜんとしたが、正直かつ控ひかえめにいって、最高である。

「アルマよ」

「は、はい……？」

　万ばん感かんの思いを込こめ、アルマの眼を見み据すえる。

　先程小言を受けたというのもあるだろう、アルマは恐る恐るといった表情で、上うわ目め遣づかいで返事をする。

「ここは最高の街だ」

　そんなアルマにいい渡したのは、ただ一言正当な評価だ。

「あ……ありがとうございます！　そのお言葉だけでアルマは……アルマは！」

　ぱっと明るくなるアルマの顔。

　真まこと、素す晴ばらしい街を作り上げたものだ。

　様々な武術に溢あふれたこの場所は、武術家にとっての天国だろう。

　前世では人からもてはやされる事に気け疎うといものを感じ、この街の近くの山に移り住んだが──こんな街があれば、迷わず住んでいただろう。未熟な武術家に挑いどまれるのは面めん倒どうそうだが、それを差し引いても今こん生じようでの終ついの住すみ処か候補としてもいいくらいだ。

　……とはいえ、いつの時代も人の眼めというのは厄やつ介かいなもの。

「ねえ、スラヴァ君……」

「……うむ」

　耳打ちしてきたソーニャに、簡潔な返事をする。

　この街は私にとって非の打ち所のない場所だが、それでも今この時だけは大きな問題があるのだ。

「おお、アルマ＝シジマだ！」

「帰ってきていたのか！　だがスラヴァ様の命日にはまだ早い気がするぞ」

　武術の街というだけあり、ミラフィアに比べると控えめだったアルマの知名度が、ここでは非常に高いのだ。

　それ故ゆえにアルマの存在は非常に人々の眼を引く。

「なあ、あの子供に対しての態度、なんか変じゃないか」

「そんな馬鹿な……って本当だ。あの子供は一体何なんだ？」

　そんなアルマが私のような子供を敬うような態度を取っていれば、非常に悪い目立ち方をしてしまうのだ。

　それにより、私までもが注目されてしまう。それはちとよろしくない。

「アルマよ、返事をせずに姿勢を正して聞け」

　声を潜ひそめ、表情を柔やわらかくしながらいう。アルマは表情に疑ぎ問もん符ふを浮うかべるも、返事をせずにしゃんと姿勢を正す。

「これより、ここでは私に教師として接してくれ」

「なっ……そ、そんな!?」

　死し刑けい宣告をされた罪人のように、絶望的な表情をするアルマ。

　ううむ、拒きよ否ひ反応をするのは予想していたが、これほどとは。

「良いか、考えてみろ。この街に武術を広めたのはお前だろう？　ここでのお前はミラフィアと同じくらい人の目を集めるといってもよい。生きる伝説ともいえるお前が私のような子供に敬語を使っていたら、不自然極きわまりないだろう。勿論、私もお前に敬語を使おう。不用意に目立つのは本意ではないからな」

　私は飽あくまで柔にゆう和わな表情でアルマにいい聞かせる。

　今は聞かれぬよう気を遣つかっているから良いが、私も敬語を使うべきだろう。

「し、しかし……」

「何も一生そうしろという訳ではない。この街にいる間だけだ。この街にいる間は、師し匠しようと弟で子しを逆転させてくれ、頼たのむ」

　アルマは今にも泣き出しそうだが、私が頭を下げると「ぐ」と息を吞のむ。

「しょ……しょうがないな。わ……わかった、スラヴァ……これでいいか？」

　それきり、アルマはぎこちなさを残しつつも、私にとっては懐なつかしい口調で了りよう承しようした。

　引きつった笑え顔がおが此方こちらの笑みを苦いものに変えるが、受け入れてくれて何よりだ。

　……一度やっていたことだ、今いま更さら抵てい抗こうは無いだろう。その言葉を吞のみ込んだ私を褒ほめて欲しい。あの過去は思い出させてやらないほうがアルマのためだろう。

「ええ、よろしくお願いします、先生」

「うぐ……ああ、よろしくな、スラヴァ」

　そのぎこちないやりとりを見て笑っているシェリルとソーニャに恨うらみがましい視線を向けるアルマだが、これは責められないだろう。

　まったく、不器用なところだけ親に似おってからに。

「じゃあ話もまとまったところで……どうしようか？　今からスラヴァ君のお家うちに行くの？」
















　視線を打ち切るように、ソーニャがぽんと手を叩たたく。

　こればかりはあまり強くは出られない話題なのだろう。それ以上はアルマも追及することはなかった。一つ息を吐はいてから、アルマは表情を正す。

「それでもいいんだが、今からだとゆっくりすることは出来ないだろうからな。今日はここで休んで、師匠せんせいの住まいに行くのは明日あしたにしよう」

　そこには、かつて学園で見ていたアルマの姿があった。うむ、可愛かわいらしい娘というのは良いが、凜りんとしたアルマというのもよいものだ。やはり親としては誇ほこらしくなってしまうな。

「スラヴァくんのおうち、楽しみ」

「ねー、どんなところなんだろう」

　期待を表すように、レモネードを飲むシェリルが、足をぱたぱたと動かす。

　シェリルに同調するソーニャも楽しそうだ。

　ううむ、期待するほどのものではないのだがなあ。

「私がいうのも何だが、それほど大した事はないぞ。まあ道場はそれなりに立派であったと思うが──」

　流石のアルマも、あの家に手を加えるということはあるまい。あそこは私とアルマにとっては思い入れの強い場所のはずだからな。

　私とアルマが住むに最低限必要なものと広さを備えただけの家だ。それでも道場だけは拘こだわったが、肝かん心じんの住居部分は質素であったといわざるをえないだろう。

　思えば年とし頃ごろの娘むすめに随ずい分ぶんな生活をさせてきたな。過去の私に会う機会があれば、小言の一つもいいたいところだ。

「まあ、とにかく明日をお楽しみにといったところだ。期待はしすぎないほうが吉きちだと思うがな」

　シェリル達の期待を裏切ることがないと良いのだが──と。苦い笑いを浮かべながら、笑顔と同じ味のする珈琲コーヒーを啜すする。

　あまり卑ひ下げするようないい方も良くないが、過度の期待をさせるほうが酷こくだろう。しかし──思わぬところから、私を諫いさめる声が入る。

「そんないい方はないだろう。私はあの家にはいい表せない程の思い出がある。師匠せんせいがいるだけで、十分すぎるほど幸せな場所だったよ」

　過去に思いを馳はせる柔和な表情で、アルマは確かめるように眼を瞑つむった。

　物いいをアルマに諫められるとは思わなかった。だがそれは、私にとってはとても嬉うれしい言葉だ。

　不便な場所に住まわせて苦労をかけたと思ったが──そういってくれると、救われる。

「……成なる程ほど。それは申し訳ありませんでした」

「いや、いいんだ。これだけは伝えておきたかったのでね」

　口調は過去のそれに戻もどしているが、やはりアルマはアルマらしい。まったく、いじらしい。このような娘を持った私は果報者だ。

「このようにいってしまったが、私もあの家は好きだったよ。重ねていうが、道場は本当に立派だったと思う。……まあ、そうだな。楽しみにしていてくれ」

　思えば、行く前からあれやこれやというのも無ぶ粋すいだな。

　私にとっても、あの家は一番心の安らぐ家だった。それでよいではないか。

「道場って、はじめて……わくわくする」

「楽しみにしてるね！　……でもなーんか、悔くやしいなあ。大切な思い出を共有してる感じがさー」

　わざわざいい直さずとも、二人はそれなりに楽しみにしていたのだろう。シェリルは柔和な顔に赤みを差している。ソーニャはというと、私とアルマのやりとりに入っていけなかったことに不満を持っているようだ。

「ふふん、お前とは付き合いの長さが違うのだ！」

　それに大人げなく勝ち誇るあたり、アルマもまだまだ子供っぽい部分が多い。

　……だが、この街をこういう形で発展させていったのはこの子の働きによるものが多いだろう。アルマは何を思って、この街を武術の街として栄えさせたのか──それを思うと、心に温かいものが宿る。

　それを思えば変わってしまったこの街も、愛いとおしいものに見えてくるではないか。……いやまあ、街自体が私好みというのもあるが。

「先生」

「どうしまし……あ、いや。どうした？　スラヴァ」

「ありがとうございます」

　一言、頭を下げる。

　するとアルマは一いつ瞬しゆんだけ驚おどろいたような顔をし──

「ああ！」

　白い歯を見せて、満面の笑みを浮かべた。

　うむ、こういうのも悪くない。街行く人々を見るだけでなんだか楽しくなってくる。

　武神の街──その看板は少しばかり思うところがあるが、久々に訪おとずれたラスモークは、なんとも魅み力りよく的な街に変わっていた。








第十話　武術家の天国









「ほう、ほうほう……！」

　ラスモークの街に着いて一夜が明け。朝も早い時間から私達は見学を目的にラスモークの街を歩いていた。

　あまりに刺し激げき的な光景に、口からは感かん嘆たんの息が溢れっぱなしだ。自分でこれではふくろうの物もの真ま似ねか何かかと思うが、無意識に出てしまうものは中々止められない。

「ふふ、師せんせ……スラヴァ。そんなにこの街が気に入ったか？」

　隣となりを歩くアルマが、ボロを出しそうになりつつも、教師として私を受け持っていた頃ころの口調で喋しやべりかけてくる。

「それはもう！」

　アルマの問いかけに、私は威い勢せいよく返事をした。

　最高の街に下すのは、やはり最高の評価しかないだろう。考えるまでもなく飛び出した言葉に、アルマは困ったように頰ほおをかいた。

「そ、そうか……気に入ったならば何よりだ……」

　その仕草に僅わずかばかりの困こん惑わくを感じるのは、私の食いつきがアルマの予想以上に良かった故ゆえのことだろうか。

　だがこれでは興奮しても仕方がないというものだろう。

　なにせ今私達の居る通りは、左右に立ち並ぶ建築物の全すべてが武術の道場なのだから！

「うわー……凄すごいなぁ……！　どれもおっきいのに、沢たく山さん道場が……！　あ！　あの流派、ミラフィアでも見たよ！」

「あそこの人……おもしろそう」

　現に、シェリルとソーニャもまた、いつも以上に元気よくあちこちを見回している。

　武術家である以上、この反応は自然なものだろう。アルマは見慣れてしまったのだろうが、こんな光景は武術が流行しているミラフィアでも見られないものだ。最強を志す武術家が、初めてこの街を見れば、外面はどうあれ内面は興奮せざるをえないだろう。

　とはいえ、まるで子供のようにはしゃいでしまったことには反省の余地があるな。

　武術家たるもの、いつでも冷静でいられることは理想の一つだ。

　だがこの街を見せられては冷静さを失ってしまうことを大目に見てもらいたいところだ。

　立ち並ぶ様々な流派の道場は、覚えのあるものから記き憶おくに無い新しいものまでが多種多様。その内容も様々だ。ポピュラーな拳けん法ぽうから、剣けんや槍やりを扱あつかう武器術まで──そして、この街を歩く人々は、大半がそれらに属する武術家なのだ。

　あの者は腕うでが立ちそうだ、とか。あの木ぼつ剣けんはどのようにして使うのか、だとか。そんな事を考えているだけで一日が終わってしまいそうだ。

　だが中でも一番目を引くのが──街中の至るところで行われる手合わせである。

「ベルマン式格かく闘とう術、マルキ。よろしくお願い致いたします」

「エバール流、エメリッキ。いざ！」

　街のそこいらじゅうで武術家同士が名乗りあい、他流試合が頻ひん繁ぱんに行われている。

　どこか非日常的にさえ感じる光景だが、武術家が犇ひしめくこの街では、むしろこうでないとおかしいだろう。

　ラスモークの街はちょっとした広場が非常に多い。アルマの話では、武術家同士の手合わせが頻繁にあるため、敢あえて広場を多く設けているらしい。

　まさに、全てが武術のためにある街というわけだ。武術のためだけの街──なんとも幻げん想そう的な響ひびきではないか。つい子供のようにはしゃいでしまうのも、ある程度は大目に見てくれるべきなのではなかろうか？

　いやはや……本当に、こんな光景をこの眼めで見られるとは。

「夢では、なかろうか」

　そうではないと知りつつもつい、そう呟つぶやいてしまう。

　私が生きていた頃には、この世のどこにも見られなかった光景が目の前にある。二度目の人生も生きてみるものである。

「ふふ……夢は、触さわれませんよ。その手で触れなくて、よいのですか？」

　ぽつりと呟いた言葉に、アルマが微笑ほほえみを向けてくる。

　……その通りだ。これは現実の光景。この建ち並ぶ道場には多くの武術家達がいて、日々研けん鑽さんしあっている。

　私は生きたこの身で、それを楽しむことが出来るのだ。

「言こと葉ば遣づかいが、戻っているようですが」

　その事を自覚させてくれたアルマに、笑いながらそう指し摘てきする。

　つい感傷的になっていたようだ。それはなんだか擽くすぐったくて。

　半ば意い趣しゆ返がえしのように指摘すると、アルマははっとなる。

「あっ……！　いや、すまん。気を抜ぬくとついな」

　慌あわてて手を振ふるうアルマは、言葉遣いこそ正したものの普ふ段だんの振る舞まいと変わらない。

「ねー！　早くいろいろな所を見てみようよ！　日が暮れちゃうよー！」

「パンチの技わざ、見たい……！」

　先行していたソーニャとシェリルは道場を指さしながら腕を振るって私達を急せかす。

　確かにそうだ。エルフであるこの身の生命は長いが、一日の長さは変わらない。

　これほど沢山の道場が立ち並んでいると、その全てを見て回ることは出来ない。

　ならば、いつまでも感傷に浸ひたっていないで、早く動かねば。

　アルマに笑みを向けてから、前を向き直る。

「ああ、今行く」

　さて、どこから回ろうか。なるべく皆みなの期待が満たせる場所を回って行きたいのだが。

　急かし続けるシェリル達に苦く笑しようしながら、私は歩き出した。
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　幾いくつかの道場を見て回っているうち、そろそろ太陽が真上にくるという頃。

　空腹を感じ始める時間帯が来るも、私達は道場の中に居た。

　見学を許可している道場を訪れ、その者達の鍛たん錬れんを見せてもらうという道場巡めぐりも、これで四つめだ。

　長い間現役を離はなれていたため、今の世に生きる武術というのは、私にとっては非常に興味深いものだった。

　拳こぶしはどう打つとより響くかだとか、効果的な脚あしの運び方だとか──時間の経過とともに進歩した最新の理論というのは、私から感心の息を引き出すには十分たるものだ。

　流石さすがに受けの技術では目新しいことはなかったが、それでもこの動きが効果的なのは、こういう仕組みだった──なんてことが一つ二つ説明されるようになっており、だからこういう効果があったのかと納なつ得とくすることはある。

　ともかく、新しい発見の連続であった。この理論はあの技に応用できると考えてみたり、この理論はここが間ま違ちがっている等、新旧の比ひ較かくが非常に楽しい。

　しかし、道場見学の魅力はそれだけではない。

　白一色の道着に身を包む男性とアルマが、試合場の中で向かい合い立っている。これは、今日四度目──道場を訪れる度たびに見る光景だ。

　シジマ流の現師し範はんということで、アルマの知名度は凄すさまじいものであった。道場に通うのは最強を目指し邁まい進しんする、意い欲よく的な武術家ばかりだ。志が高い彼らの前に、シジマ流現師範のアルマが現れれば、この光景は必然のものだろう。

　我が娘むすめが讃たたえられているのを見ると、鼻が高い。しかも見学した武術が、実際に他流──特に、私達の扱うシジマ流──と対たい峙じしているのを見られるとはなんと贅ぜい沢たくなことだろうか。

「それではお願い致します。いざ尋じん常じように」

　年ねん齢れいは四十歳ほど──師範の男性が、拳を構えて宣言する。

　細かい部分に個性はあるが、打だ撃げき系の武術としてはポピュラーな構えだ。

「勝負」

　それに対し、アルマは『流水』を構えてみせ、合図を引ひき継ついだ。

　先程まで門下生達の熱気で騒さわがしかった道場は、今や水を打ったように静まり返っている。

　多くの武術の源流となるシジマ流。その師範が自分達の師と戦うというのだ。門下生としても、一秒たりと目を離せぬ一戦だろう。

　腰こしを落としたまま、すり足で男性が距きよ離りを詰つめていく。

　アルマもまた相手を己おのが間合いに収めんと前へ進む。対峙する男性は、多くの汗あせを浮うかべていた。

　それは凄まじい重圧であろうな。受けでは他の追つい随ずいを許さぬシジマ流の師範が、打撃系武術を得意とする自分の前で構えている。水準を全力から落とした瞬しゆん間かんに勝負が決まってしまう戦いだ。汗の一つも出てきて当たり前だろう。

　こうしていると、道場に居る者達の緊きん張ちようが手に取るように分かる。

　いや……鼻が高くなる。やはりシジマ流は最高の武術だという思い、意欲的な武術家達がアルマを恐おそれているというこの状じよう況きよう。シジマ流の元師範として、アルマの父親としてつい顔が緩ゆるむ。

「ゼッ！」

　と、そんな事を思っている内、試合は動いたようだ。

　道場を受け持つ男性が、アルマへと下段の蹴けりを放つ。

　アルマが隙すきを見せぬので、止まった川に流れを生み出したかったのかもしれない。

　……しかし、いかんな。牽けん制せいを放つには、少しばかり修練が足りぬようだ。

　大きなダメージを狙ねらわず、牽制と小さなダメージの蓄ちく積せきを狙って放った下段蹴りだったのだろうが、アルマと男性とでは力量の差が大きい。

　確かに下段蹴りは当てやすい技だが、万ばん全ぜんを期した格上を相手にした場合、不用意に振るう技ではない。蹴りを放つということは、片方の足を地面から離すということでもある。もしも蹴りを無効化された場合、それは狙いに釣つり合わぬリスクを晒さらすことになるだろう。

　左ひだり脚あしを狙って薙ながれる蹴りを、アルマは脚を下げることで対処する。

　間合いの深くに入り込めなかった故に、少し脚を下げるだけで蹴りは空を切った。

　こうなると致ち命めい的てきだ。脚を戻もどすには時間が必要で、その時間はアルマが踏ふみ込むよりもはるかに長い。

　蹴りを躱かわしたアルマは一気に男性の懐ふところへと潜もぐり込んだ。そして──

「……っ、参りました……」

　男性の腹部へと、掌をつけた。それだけで、勝負は十分だ。男性が己おのれの敗北を宣言する。

　シジマ流が『勁けい』が完全に決まる。その状況を作り出された時点で、勝負は決まったのだ。実際にそれを打ちこめば、戦せん闘とう不能は確実──それを悟さとった故の宣言であった。

　開始線へと下がり、互たがいに礼をすると、拍はく手しゆがわく。

「いや……流石はシジマ流の師し範はん殿どのですな」

　手を差さし伸のべながら、男性はいう。この短い間だったが、かなり集中していたのだろう。その額にはまだ汗が浮かんでいた。

　握あく手しゆに応じながら、アルマは微笑む。

「ありがとうございます」

　慣れているのだろう、その対応は凜りんとしていて、シジマ流の師範にふさわしい姿をしていた。

　立派になったものだなあ。もう今日四度目の光景だというのに、私は誇ほこらしい気持ちからくる笑みを抑おさえるのに必死であった。

　試合を終えたアルマが戻ってくる。労ねぎらいの言葉をかけるソーニャとシェリルに返事を返すアルマが、私の視線を見つけた。

「お疲つかれ様さまでした」

　アルマの『弟で子し』である私は、当然敬語だ。アルマもいい加減それに慣れてきたのか、自然な笑顔を返してくる。

「ああ、ありがとう。ふふ、私はどうだったかな、スラヴァ」

　どうやら余よ裕ゆうが出てきたようだ。

　感想を求める声に、私は弟子の立場を通して『私』の言葉を伝える。

「お見事でした。アルマ様のようなお弟子がいて、スラヴァ＝シジマ様も鼻が高いことでしょう」

　自分の名前に『様』をつける違い和わ感かんは相変わらず拭ぬぐえないが、それが私自身の言葉と分かるように、あえて私はその名を呼んだ。

　自分から聞いておいて思わぬ反応が返ってきたからか、アルマは口を開いて一いつ瞬しゆん停止する。

　そして──

「え、ええ？　そうか……？　ふふ、嬉うれしいなあ、そうかぁ……」

　真っ赤になった頰ほおに手を当てて、満面の笑みを浮かべた。

　完全に乙女おとめの仕草である。先さき程ほど、試合場に凜と立っていた女性と同じだとは思えない。

　……いや、流石にそれは不ま味ずいだろう。私は慣れたから良いが、道場の者達の視線を根こそぎ集めているではないか。

「はっ……！　こ、こほん。だ、だが現状に満足せずに、どんどん上を目指してゆかないとな」

　空気が凍こおりついたことで自分に集まった視線に気付いたのだろう。アルマは咳せき払ばらいをしてから元の『師し匠しよう』に戻った。

　だが顔はまだ赤いし、どことなく嬉しそうだ。ああまったく、何ど処この世界に弟子に褒ほめられて赤面するほど喜ぶ師匠がおるというのだ。

「……そろそろ時間ではございませんか？」

「あ、ああそうだな！　それでは、皆みな様さま。本日は見学の機会を与あたえて下さり、ありがとうございました」

　このままでは不味いと、多少強ごう引いんにこの場の離り脱だつを提案した。慌ててそれに乗るアルマのわざとらしいこと。

　やはり私達親子は、つくづく演技が下へ手ただなと思う。

「あ……はい。私共も勉強になりました……？」

　だが、困こん惑わくしつつも師範の男性がのってくれたのでよしとしよう。

　これ以上怪あやしまれぬよう、私達はそそくさと道場を後にする。

　その風ふう体ていは、完かん璧ぺきな勝利を収めた後だというに、どこか敗けたようでもあった──




　　　　◆




「まったく、あの時は驚おどろいたぞ」

「あはは……申し訳ございません……」

　日もすっかりと落ち、形の良い月がのぼった頃ころ。私達は道場巡りを終えて、宿で今日あったことを話し合っていた。

　サーフレストの宿には珍めずらしく、この部屋は広い。四人全員が同じ部屋で寝ねられるというのは、色々と便利で良いと思う。

　この時話題に上っていたのは、昼前にいった道場のことだ。

　あの技術は感心しただとか、あの少年が伸びそうだったとか。そんな話の後に四つめの道場の締しめくくりとして選ばれたのが、あの手合わせの後のことである。

「いやー、完全に嬉しくてしょうがないって顔だったもんね。今はスラヴァ君の師匠だーって設定、忘れてるのかと思ったよ」

「む……仕方ないだろう？　あんなお言葉を頂いたら、嬉しいに決まっているじゃないか」

　口元を押さえるソーニャのからかいに、アルマは口を尖とがらせる。

　二人のいい争いを見ながら、私は苦笑いを浮かべていた。嬉しい気持ちは分かるのだが少し大げさではあったなと。どちらかといえば、私の意見はソーニャよりだ。

「でも、道場の皆みんなも凄すごい目で見てたよ？　あんまり奇き異いの視線を集めるのはよくないんじゃないかな」

「うぐ……それはそうかもしれないが……」

　ついでにいうと、状況も有利なのはソーニャのようだ。アルマの方にもやってしまったという自覚はあるようで、この流れもしかたがないだろう。

　しかし、それでもアルマにはソーニャへの対たい抗こう心しんみたいなものがあるらしい。

　……基本的に、ソーニャのほうが口は上う手まい。こうしたやりとりは何度か見てきたが、今回もソーニャが勝つのだろうなあとは思う。

　アルマの表情がどれほど乙女だったかを力説するソーニャに、アルマが嚙かみ付いていく。

　しかし、今回止とどめを刺さしたのは意外にもシェリルであった。

「アルマ」

「ん、どうした？」

　私が生きていた頃、チェスターには敵意を隠かくさなかったアルマだが、シェリルは大分気に入っているようだった。純じゆん粋すいで可愛かわいらしいシェリルを嫌きらうというのは何か理由がないとなかなか難しい。

　シェリルもアルマに懐なついていて、そんなシェリルをアルマは可愛がっている。人懐こくて話のあうシェリルは妹のようだともいっていたな。

「かわいかったよ？」

　それ故ゆえ、それは無む邪じや気きに由来する悪意のない言葉である。

　だが悪意がないからこそ、それは突つき刺さる。

　柔にゆう和わな笑えみから繰くり出だされた言葉に、アルマは顔を赤くした。

「あ、う、ええ？」

　思わぬ不意打ちに、アルマは真っ赤になって言葉を紡つむぐことが出来ない。

　恐らくアルマは『可愛い』とはいわれ慣れていないのだろう。

　耳に届く賞賛の言葉はもっぱら『凜とした』だとか『美しい』という言葉が中心になっている筈はずだ。子供らしい魅み力りよくに満ちたシェリルから『可愛い』といわれるのは、アルマにとっても中々大きな衝しよう撃げきだったのかもしれない。

　最も早はやアルマに正常な思考能力はのこされていなかった。武術家としては、不ふ慮りよの事態にもう少し強くなってもらいたいものだがなあ。

　陥かん落らくしたアルマをいじっても楽しくないと思ったのだろうか。知らない間にソーニャはアルマいじりをやめていた。ふと、私と目が合うと、困ったように笑う。私も知らぬ間に、同じような笑みを浮うかべていたようだ。

　──しかし、不意に、ソーニャの表情が険しくなる。その理由に私が気付いたのは、少し遅おくれてからだった。

「少し、夜風にあたってくる」

「あ、はい……行ってらっしゃい、師匠せんせい」

「いってらっしゃい」

　未いまだ顔に赤みを残すアルマと、そんなアルマに抱だきつくシェリルが声を揃そろえる。

　唯ゆい一いつソーニャが私を咎とがめるように見ていたが──

「行ってらっしゃい。喧けん嘩かしちゃ駄だ目めだよー？」

　私がじっと見つめると、ため息を吐ついてから普ふ段だんの軽さを取り戻した。

　……ううむ、また世話になってしまった。そのうちソーニャには礼をする必要があるな。

　上着を羽織り、少女達の声を背にして部屋を後にする。

　外にでると、雲の切れ間に月が見えた。ひょっとすると明日あしたは降るかもしれないな、と思いつつラスモークを歩く。

　向かうのは道場の立ち並ぶエリアだ。この辺りは酒場も多く、まだ人が多い。そうなると奴やつは姿を現さないだろう。

　そこいらでは時たま罵ば声せいのようなものが聞こえたりもする。恐おそらく、酒に酔よった者達が喧嘩でもしているのだろう。やれやれ、酒場があるとこういうこともあるか。武術家ならばもう少し分別をもってもらいたいものだが、これも醍だい醐ご味みといえば醍醐味か。まあ、酒に酔って拳こぶしを振ふるうようなヤツは大成出来んと思うが。

　などと考えている間に、辺りは静かになってきた。気がつけば道場の並ぶ通りに出ていたらしい。武術家は早はや寝ね早起きが基本。まだ明かりが点ついている道場もあるが、基本的にはわりと早い段階で人気がなくなるようだ。

　暗がりの道を歩き、私は適当な路地を探す。調度良いところを見つけると、私は特に用のないその道へと入った。

「呼び出すならばもう少し気の利きく方法にしてほしいものだがな」

　大通りから距きよ離りを取った所で、腕うでを組む。

　それは独り言のようで独り言ではない。今この場には私しか居ないが──すぐに現れるからだ。

「それは悪かった。次からはもう少し気をつけるが、まあ期待はせずにおいてくれ」

　足音もなく、衣きぬ擦ずれの音もなく。背中からいきなり声がする。一見しては性別がわからぬ、ハスキーな声だ。

　相変わらず中々の隠おん形ぎようだ。敵意をなしに本気で隠れられたら、私でも気がつくのには時間がかかるかもしれない。

「普ふ通つうに訪ねて来ればいいだろう。ええ？　ミルザム」

　姿を確かく認にんするまでもなく後ろを振り向くと、そこには思った通り。短く髪かみを切りそろえた少女が立っていた。

「……ツェーンと呼べといった筈だが」

　私からの呼びかけに、暗殺者の少女は眉まゆを下げ、明らかに不ふ機き嫌げんそうな声をだす。

　どうやらミルザムと呼ばれた事に、不満を感じているらしい。暗殺者としての戦せん闘とうスタイルといい、妙みように拘こだわりが強いというかなんというか……前回よりも人間臭くさい様子に、思わず苦く笑しようする。

「それは悪かった。では改めて……何の用だツェーン。二度目をやりあうというのならば、次は生命を覚かく悟ごしてもらうぞ」

　その気はないと知りつつも、私はあえてキツい口調で尖った視線を向ける。

　だが勿もち論ろん、此方こちらもそのつもりはない。芝しば居いがかった喋しやべり方が好きなツェーンに対する、ちょっとした対抗心のようなものだ。

「いや、それはない。この世に未練が出来たといったろう？　流石さすがに暫しばらくは自重するさ」

　ツェーンの方も私の態度は心の底からのものではないと分かっているようだった。

　……だが、この世に未練が出来たというのは、あながち噓うそでもなさそうだ。

　執しゆう着ちやくこそはしていないが、それでも前回のように己おのれの生命いのちなどどうでもいいといわんばかりの冷たさは消えた気がする。

　はて。ならば本当に何の用だというのか。軽く行ゆき詰づまった思考を誘ゆう導どうするように、元の自信ありげな微び笑しようを取り戻もどしたツェーンが口を開く。

「フッ……情けをかけられたままというのは気持ちが悪くてな。耳寄りな情報をいくつか仕入れてきてやった。まあ聞くだけ聞いても損はあるまい？」

　ツェーンは私の役に立つ情報をくれるという。

　確かに最近は考える事が増えたので嬉うれしい申し出ではあるが……信用してもよいのだろうか？

　一応最初は敵対関係にあったわけだし、疑って掛かかったほうが良いのだろうか。当然の疑念を抱いた私だが、その疑念はツェーンを見ていると解けていく。

　ツェーンは明らかに得意げな顔で眼めをつむり、腕を組んでいる。どうやら彼女は、心のあり方がすぐに表情に出てしまうようだった。戦闘中口を開かず、只管ひたすら標的の生命だけを狙ねらうのは、案外そうしたわかりやすさをごまかすためなのかもしれない。

　このツェーンという少女はどのような子なのだろうか。それを考えていると、予想よりも時間が経たっていたようだ。

「……どうした？　もっと聞きたそうな顔をするものだと思うがね」

　私の返事がない事に、しびれを切らしたツェーンは眼を開いていた。その表情は、明らかに不機嫌そうだ。

「いや……今は考えることが多いので情報は非常にありがたい。だが、信用してもいいのかと思ってな」

　考えていた事は伏ふせるが、その本質は包つつみ隠さず、打ち明ける。

　すると、ツェーンはまた得意げな笑みを取り戻す。……これは、シェリルやアルマとはまた違ちがった方向でわかりやすいな。

　芝居がかった喋り方を見るに、恐らくはクールさというか、そういうふうな雰ふん囲い気きを演出したいのだろうが、その言葉の裏には本心が透すけて見える。

　あまり人とは話してこなかったというし、そういった駆かけ引ひきが苦手なのだろうか。

　得意気に腕を組む姿の後ろに、振るわれる犬のしっぽを幻げん視しした。

「安心しろ。俺は一度結んだ契けい約やくは、先に破られない限りは遵じゆん守しゆする。俺が生命の値段を返したと思うまでは、手を貸してやるさ。これは契約だ」

　だがまあ、なんというか……うむ。扱あつかいやすいのならばそれに越こしたことはない。

　ツェーンからは好意のようなものを感じる。倒たおせなかった相手として一目置いているのだろう。また、人とは話さなかったというのも本当なのだろうと思った。何な故ぜだか話している間のツェーンは、非常に嬉しそうなのだ。

　しかし、取り敢あえずのところ信用しても良さそうだな。『契約』という言葉をつかった此奴こいつは、それを自分から反ほ故ごにすることはないだろう。暗殺者としてのプライドに満ちたその言葉だけは、手放しで信用してもよいと思っている。

「そういってくれるのならば、一応は聞いておこうか。礼をいおう」

「……ふん。買ったものの代金を払はらっているだけだ。礼はいらん」

　そういいつつも、ツェーンは嬉しそうだった。礼はいらんというが、あったほうが嬉しいのだろう。

「さて……ではまず一つ目だ」

　だが遊びの部分はこれまでらしい。情報を語り始めると、ツェーンは視線を鋭するどいナイフのように研とぎ澄すませる。

「元依い頼らい主の『ゼツロ』と『ガルト』のことだが──依頼の報告をするための待ち合わせに設定した町から、奴らの姿が消えていたことを伝えておく。どうやら、はなから俺が生きて戻ってくるとは思っていなかったようだ」

　語られるその情報は、私にとっては非常に重要なものだった。

　ガルトとゼツロは、今も動いている。それが分かるだけでも、十分な情報である。

　わかりやすく怒いかりを浮かべるツェーンを見る限り、まだだいぶ業ごう腹はらであるらしい。

「ふむ……それは興味深い情報だな。ありがとう」

「……礼は要いらんといったろう？　それに、情報はまだ一つある」

　礼をいうと、ツェーンの機き嫌げんは大分元の調子に近づいた。だがゼツロやガルトへの怒りは並なみ大たい抵ていのものではないらしい。まだ少し苛いら立だちがありそうだ。

　意識を切きり替かえるためか、ツェーンがゆっくりと息を吐き出す。表面を取り繕つくろった後、ツェーンは二本の指を立てた。

「では二つ目に移るが──今は此方こちらのほうが重要かもしれんな。お前達を監かん視しするものがいる」

「監視……だと？」

　ツェーンが語る二つ目の情報は、確かに私にとっては重要な代しろ物ものであった。

　……町を歩いていても、気が付かなかった。ソーニャの感知さえそれを見つけられないとは、一体……？

　顎あごに手を当てて考えこむ私に、ツェーンが補足する。

「監視というよりは、一いつ般ぱんの者に協力を仰あおぐ者が居る……といったところか。その日毎ごとに数人を捕つかまえ、お前達を──いや、アルマ＝シジマを見かけたらその時なにをしていたか教えてくれと頼たのんでいるようだ」

　ツェーンの補足は、成なる程ほどと思うものだった。

　道行く一般人がちらと私達を見るだけでは、確かに気付かなくても仕方がないだろう。

　これが何者かの尾び行こうなどであれば、少なくとも私やソーニャが気付くだろうが──通りがかりに見かけたら報告するだけ、しかも見る対象が元々視線を集めるアルマだというのならば、それは一日中されていることだ。

「……成程、考えたな」

「監視者は現在位置が知れれば良い、という程度の考えのようだ。そのうちの誰だれかが今すぐ刺し客かくになる……という事はなさそうだが、迂う闊かつな様さまを見せぬよう警けい戒かいはしておけ」

　敵の出方に感心をすると、ツェーンは私に釘くぎを刺さす。

　その言葉にはぐ、と息が詰つまった。迂闊な様なら、強きよう烈れつなものを晒さらしてしまいそうなのが一人いるからだ。

　私の反応を楽しむツェーンを見るに、ツェーンもその事を知っているのだろう。まったく、私達親子は不器用でいかん。

「いや……助かった。特に後者の情報を知れたのは大きい。しかし、どうやってその情報を知った？　聞く感じ、周りの者からおかしな様子を見つけるのは難しいと思ったが」

　礼と共に、言外にその手しゆ腕わんを褒ほめ称たたえる。

　純じゆん粋すいにどう知ったかという手段には興味があったが、それ以上にそれはツェーンへの礼の意味合いが強かった。

　案の定機嫌をかなり良くしたツェーンが、得意気に語る。

「お前達を見て立ち止まる者の中に、違い和わ感かんがあるものが交じっていたのでな。その辺の娘むすめに変装をして動くようにしていたら、向こうから声をかけてきたよ。今度お前にも見せてやろう」

　プライドが高いせいもあってか、賞賛の言葉や礼をいわれるとツェーンはひどく嬉しくなるようだ。それを隠かくそうとしているあたりがまた面おも白しろい。

　何故こんな少女が暗殺者などやっていたのだろうか。光の当たる場所にいれば、もっと違う道もあっただろうと思うと、残念でならない。

「さて……今回はこんなものだ。また情報を仕入れたら連れん絡らくしよう」

　ひとしきり満足すると、ツェーンは私に背を向けた。また夜の闇やみに消えるのだろう。

「わかった。だがその時は普通に呼び出すなり、手紙を渡わたすなりしてくれ。殺気を膨ふくらませるという手は便利だが、私の他ほかにもソーニャが気付くのでな」

　その前に、今度会うための方法について釘を刺しておく。あの子達にはなるべく、要らぬ心配をさせたくないからだ。

　半ば呆あきれ混じりの忠告に、ツェーンは首だけで振ふり返かえった。

「まるで妻に隠れて逢あい引びきをする男のようだな。……分かった、何かしら別の方法を考えておこう」

「……気付かれているのに罪悪感を持ちながら出てくるあたり、洒落しやれにならないからやめてくれ。これでも心を痛めているのだ」

　勝手に呼び出したというに、あんまりにもあんまりな喩たとえに、嘆たん息そくする。

　だが本当にソーニャには申し訳なく思っているのだ。あの子にだけは話しておくべきだろうか。そんな事を考えていると、ツェーンが今まで見たことのない妙な顔をしていることに気がついた。

　ころころと表情を明るくするツェーンには、珍めずらしい暗い色だ。

　しかし直すぐ様その表情を元の余よ裕ゆうある笑えみに戻すと、ツェーンはいう。

「……別に、俺はお前の愛人というのならば構わんがな。では、今度こそさらばだ。何いずれの夜にまた会おう」

　それきり顔を翻ひるがえすと、ツェーンは一気に飛び上がり、私があっけにとられている間に夜の闇へと消えていった。

　……なんて冗じよう談だんをいうのだ、まったく。

「そもそも愛人は愚おろか、特定の相手も未まだおらんというに」

　しょうもなさを表すように、息を押し出す。

　なんだか妙みような者に気に入られたものだ。太陽のようなシェリル達とは正反対、まるで月のような少女だなと思う。

　ふと空を見上げると、月は半分くらいがその雲に隠れていた。ああ見えて、ツェーンもまだ本心をどこかに隠しているのか、などと思う。

　しかし、取り敢えずは──

「ソーニャへの詫わびを考えておかねばな……」

　ツェーンの言葉に掘ほり起おこされた罪悪感を、胸の内から吐はき出す。

　アルマ達に気付かれぬよう色々と便べん宜ぎを計ってもらいながら、当の私は女と逢引……では申し訳が立たなすぎる。

　実際にはだいぶ違うのだが、礼をしなければならないことに変わりはない。

　いっそ、ミラフィアでしたようなデートでも申し込んでみようか。食事と何か小物でも買って……ううむ、それで釣つり合うだろうか？　しかしこのラスモークでそれをするのもなあ。

　色々と考えつつ、宿へと戻もどる。

　個性豊かな周りの少女達に、女心というのはいつまでもわからない、なんて思いつつ────








第十一話　終わりの思い出









　朝早く。あちこちに目移りしてしまうほど魅み力りよく的に変へん貌ぼうしたラスモークに後うしろ髪がみを引かれつつも、私達は近くにある山の麓ふもとへとやってきていた。

　アルマの手によって栄えたラスモークは本当に素す晴ばらしい場所だ。あちらこちらを隙すきのない者達が歩き、酒場ではその日あった試合の感想戦をする──

　また、手合わせも頻ひん繁ぱんに起きるようだ。諍いさかいによる喧けん嘩かもなくはないが、その殆ほとんどはお互たがいを高め合うための手合わせである。娯ご楽らくが無い街である故ゆえ、よりストイックな者が集まった結果だろう。

　……いや、本当に素晴らしい街だ。武術家にとっての天国とたとえたが、正にその通りであった。

　ラスモークは変わってしまったが、あのような街を作り上げたという意味ではアルマには感謝が尽つきない。

　しかし、しかしだ……

「これはないだろう。なあアルマ」

「す、すみません……つい……」

　街を離はなれ、人の目が無くなったため、私達の口調は普ふ段だんのものに戻っている。だが、そんな事はどうでもいい。

　山の麓には、仰ぎよう々ぎようしい門が設けられていた。

　此方こちらは特に小こ恥はずかしい名前などは書いていないが、此こ処こから先に進むには名前を記帳しないとならぬらしい。

　どうやら私の死後、私の住すみ処かとその傍そばにある墓は武術家にとっては一度は訪おとずれておきたい『聖地』のようなものになっていたようだ。

　私の家はお世辞にも立派とはいえぬものである。だというのにそれ程の存在になったのは、私の死後アルマが色々と動き回った故のものであろう。

　その為ため、私の家を一度眼めにしたいという者が激増。山や家を汚よごさぬため、このような入り口を設けた……というのがこの仰々しい門の意味であるらしい。

「山を汚さぬため、というのは立派な考えだとは思うのだが、この門はちと大げさだろう」

　しかし、この門の大げさな事はなんだ。ちょっとやそっとでは開かぬほど堅けん牢ろうな門は、やたらと手の込こんだ装そう飾しよくが施ほどこしてあり──その様さまはまるで、神を祀まつる神しん殿でんの門か何かだ。

　その辺りを指し摘てきすると、アルマはきょとんとしていう。

「ええ？　そ、そうですか？　……こんなものだと思うのですが……」

　……やはり、どうにもアルマは大げさだな。

　下がった眉まゆが元に戻っている辺り、本当にどこが変かわからぬようだ。

　服装も派手好きという訳ではないと思うのだがなあ。素でやっているのだから分からん。

「まあまあ、門はどうでもいいじゃない。そろそろ行こうよ！」

「私も、早くみたい」

　だが、悪いことをしたという訳でもないのだしこれ以上追つい及きゆうすることもないか。

　元々この山は私の土地だ。それを引ひき継ついだアルマが何をしようと、文句をいうほどのものでもない。

「ならば行くか。道の舗ほ装そうなどはしているのか？」

「いいえ、体力づくりになるかと思い、元の山道のままです」

「ふ、安心した」

　仮にも武術家が参りに来るならば、このくらいの山道は歩けぬとな。

　多少鍛きたえている者ならば、なんでもないはずだ。

　とはいえ今日は貸し切り……というとおかしいが、私達の者以外に対しては門を閉へい鎖さしているらしい。他ほかの武術家に出会うことはないだろう。

　こうして私達は山を登り始めた。

　一歩ずつを踏ふみしめるごとに、広がってゆくのは前世の頃ころと変わらぬ光景と、懐なつかしい記き憶おくの数々だ。山とはいえ、これほど変わらぬままの姿であるとは驚おどろいた。

　おそらくは、アルマが色々と手をつくしてくれたのだろうなあ。

　小鳥のさえずりも、湿しめった草木も、小川の流れる音も何もかもが変わらない。

　ただ歩いているだけで心が躍おどるというのは久々だった。

　記憶にある光景を今の友人達と歩くのは、新しいようで、懐かしいようで──不思議な感覚であった。




　　　　◆




　山道を歩いて暫しばらく、私達は山林の中を歩いていた。

　人の通りにより土が露ろ出しゆつした筋こそあるものの、そこにはっきりとした道はない。

　……穏おだやかな風が葉を揺ゆらすのが聞こえるほど静かなのは、人里を離れているが故だろう。

　段々と蘇よみがえってきた記憶に、口の端はしが持ち上がる。我ながら不便な場所に住んでいた、と。

　そうして歩き始めて、どれくらいが経たっただろうか。空がよく見えぬ上に、心が躍っているという事もあって時間の感覚はあやふやだった。

　しかし記憶によればそろそろ──と。思い出を封ふうじ込こめる最後の引き出しが開いた途と端たん、それは現れた。

　……それは、ひんやりとした空気を孕はらんだ、静かな山林の奥にひっそりと建っている。

　我が師、イワオ＝シジマの好んだ獣じゆう人じんの国の意い匠しようをふんだんに取り入れた住すま居いは、まるで時代に取り残されたように佇たたずんでいた。

「わあー……！」

「なにこれ……こんな家初めて見た！」

　獣人の国の意匠を取り入れた、とはいっても、この家には師し匠しようの家に取り入れられていた構造を多く含ふくんでいる。

　例えば、『縁えん側がわ』などもそうだろう。家の縁へりに通路が張り出される、という構造は獣人の国を含めどこを探しても見つからぬ、独特の構造である。

　防犯の観点からいうと非常に頼たよりなさを感じる構造だが、このような場所にある以上は考えるだけ無む駄だというところだろう。まあ師匠は、賊ぞくが入ってきたら張はり倒たおせばいいだけのこと、といっていたが。

　ともかく──先程はああいったが、確かにこの家は特とく殊しゆ極きわまりない構造をしている。シェリル達を楽しませるには、十分な代しろ物ものだったようだ。

「すごい！　十分面おも白しろいよ！」

「はは、長い間住んでいて慣れてしまっていたようだ。確かにこんな家はあまり見たことがないだろうな」

　はしゃぐソーニャに笑いかける。シェリルの方は眼を輝かがやかせ、私の家を食い入るように見つめていた。

　人里から離れた山の中、山林を抜ぬけた先にこんな奇き妙みような建物が建っていれば、そこはちょっとした異世界だ。年とし頃ごろの少女にとっては面白いかもしれんな。

　だが私にとっては見慣れた我が家である。……奇妙なことだな。生まれて初めて来たというに、これほどの懐かしさを感じるというのは。魂たましいに染しみ付いた記憶は消えないということか。

「入っても良いのか？」

「ええ、是ぜ非ひ。ここは師匠せんせいと、私のお家うちですから」

　アルマに確かく認にんすると、涙なみだぐんだアルマが力強く頷うなずいた。

　鍵かぎの掛かかっていない玄げん関かんの戸に手をかける。防犯など全く考えていない戸を開くと、そこには何よりも見慣れた光景が広がっていた。

　タタミの草の匂におい、建材の木の匂い。何もかもが懐かしい。

「なにこれ、廊ろう下かが無い！」

　部屋から部屋に繫つながるという珍めずらしい構造に、ソーニャが驚きを露あらわに叫さけぶ。

　内部の構造も、それは珍しいものだ。獣人の国ではこの方式もポピュラーであるとはいえ、それ以外の国では中々この構造は見ないだろう。

　土間で靴くつを脱ぬぎ、広間へと上がる。タタミの感覚は、何十年ぶりだろうか。それでも足から伝わる感覚が懐かしい。

「くつ……脱ぐの？」

「ああ、そうだ」

　当たり前のようにそうしてしまったが、そういえば靴を脱ぐのは獣人の国だけの風習だったか。

　珍しいものを見るように聞いたシェリルに首しゆ肯こうを返すと、シェリルとソーニャは恐おそる恐る真ま似ねをする。

　二人が広間へ上がるのを見届けると、私は自分の部屋へと歩いてゆく。

「……何も変わらぬ。昔のままだ」

　本ほん棚だなには当時読んでいた本がそのまま、並びも変わらずに収まっていた。

　長い時を経て、帰ってきた。確かな実感が、身を伝わっていく。

「ただいま」

　気がつけば、そう呟つぶやいていた。本来なら玄関を開けた時にいうべき言葉だったので少し遅おくれてしまったが、その言葉を口に出すと不思議と気持ちが軽くなっていく気がした。

「おかえりなさい、お父様」

　涙を拭ぬぐいながら返したのはアルマだ。共に住み、共に行動していたが故そのやりとりをした回数は、そう多くない。

　だがそれでもこれは何百何千と繰くり返かえしてきたやりとりであると、そんな気がした。

　エルフの国に生まれ数十年。長い時を経て、ようやく今私は『帰ってきた』のだろう。




　　　　◆




　ひと通り家を見て回った後、私達は離れにある道場へと向かっていた。

　離れとはいっても、道場は家よりもはるかに大きいのでこの表現を使えるのかどうかは分からないが──ともかく、母屋おもやから離れた場所にあるので便べん宜ぎ上じようそう位置づけておこう。

　道場は母屋から続く石いし畳だたみを辿たどるとゆくことが出来る。

　……思い出してきたぞ。確かあの時──私が死んだ日。私は半死半生で道着を纏まとい、血ち反へ吐どを吐はきながらこの道を歩いたのであった。

　ふと隣となりを歩くアルマを見ると、アルマは先程とは違ちがう色の涙を浮うかべ、小刻みに震ふるえていた。恐らく私のものと思われる血の跡あとをたどるアルマはどんな思いだったのだろうか。……ううむ、思えば相当の苦労をかけているな。

　今はすっかりと血の跡も消えているが、アルマの心の傷はそうもいかないらしい。

　道をたどるだけでこうだ、アルマにとって私の死は未いまだ引き摺ずる出来事なのだろう。娘むすめにトラウマを植え付けてしまうとは私も仕様がない。

　少しでも辛つらさを和やわらげてやるには──

「……せ、師匠せんせい？」

　私はアルマの手を握にぎった。驚いたアルマが私へと顔を向ける。

　笑えみを浮かべながら、私は返す。

「生憎あいにくと身長の差から肩かたを抱だいてやることは出来なくてな。今はこれで許せ」

　いつの間にか背を越こされてしまったので、肩に手を回すような気の利きいた真似は出来ない。

　だが私は私自身が今この場にあることを、アルマに伝えたかったのだ。

「お……お父様っ！」

　手を握ると、肩を震わせてからアルマが抱きついてくる。

　相変わらずの甘あまえん坊ぼうだが、今回ばかりは大目に見ておいてやろう。

「こらこら抱きつくな、歩けんだろうが」

　そういいながらも、私は拒きよ絶ぜつの意志を表すことはしなかった。

　なんだかんだで、娘には甘くなってしまうものなのかもしれんな。

「うー……見せつけてくれちゃって……」

「アルマ、いいなー」

　だが、他の女性陣じんの目が痛い。

　気が済むまでこうさせてやりたいが、この後にも予定があることだし、そろそろ離はなれてもらおう。

「私はこうしてここにいる。だから、あまり悲しい顔をするな。確かめたくなったのならば、いつでもこうしてやるから」

「お父様……はい。その時は、よろしくお願い致いたします……」

　そっとアルマを引き離すと、アルマの顔からは悲しみの色が消えていた。

　代わりに顔を赤らめて眼めを伏ふせているのは……見なかったことにしよう。開いた扉とびらの奥には、沢たく山さんの危険が潜ひそんでいる気がする。

「このたらし」

　ソーニャから痛い視線が飛んでくるあたり、私の予感はきっと当たらずとも遠からぬところにあるのだろう。

　気を取り直して、再び石畳を歩き始める。

　少し歩くと、そこには母屋よりも遥はるかに大きい建築物が建っていた。

「でっかい！」

「うわ、本当だ。シジマ流の道場は見たことあるけど、こんなに立派なのは初めてだなあ」

　山林の中にあるには明らかに不ふ釣つり合あいな道場が出現したことで、二人はため息を漏もらした。

　こればかりは手をかけたからな。驚いてくれるのは鼻が高い。

「金はあったが他に使うことがなかったのでな。さ、中へ入ろう」

　そんな嬉うれしさが表に出ないよう平静を装よそおいつつ、道場の玄関を開く。

　目に飛び込んできた光景は──懐なつかしさも何もあったものではなかった。アルマが手を加えたとかそういうわけではないが、あまりにも見慣れすぎていて、つい昨日までここにいたような感覚があるのだ。
















「ククッ」

「……？　どうしたの？」

　つい漏れてしまった笑いにシェリルが気付き、笑顔で首を傾かしげてくる。

　いやはや、私も大たい概がい武術馬ば鹿かだ。

「いや、なんでもない」

　自分自身が馬鹿だなあと思ったなど、わざわざ伝えることでもない。

　はぐらかしながら道場の中を進んでいく。その先には、備え付けの大きな鏡。

　己おのれの構えや技わざの動きを確認するためのものだが──流石さすがに、この鏡には思い入れがある。

　この鏡の前で、私は死んだのだ。自らが傷を刻みつけた身体からだを確認し、武を極めることが出来なかったと後こう悔かいしながら死んでいった。

　しかし、武に身を捧ささげた事を後悔したことは一度もない。

　今こうして自分自身が死んだ場所に立つとは思わなかったが、な。

　気がつけば、皆みんなが黙だまっていた。

　静せい謐ひつの中、私は自然とその構えを取っていた。

　シジマ流が基本の構え『流水』。

　鏡に映るその姿は、今までそこに映っていたどの構えよりも完成度を高めている。

　そこに映るのは、今ここにある小さな我が身だが──鏡には過去の私が、傷だらけの老人が映っている気がした。

「ふ……」

　何な故ぜだか笑いがこみ上げてくる。

　私とはなんだろう。ふと疑問を感じてしまう。

　かつてこの鏡の前で何千何万と同じ構えを取った男がいた。男の名はスラヴァ＝ヴェサー。後に師より姓せいを賜たまわり、スラヴァ＝シジマとなる。

　武術に身を捧げ、遂ついに最強の座を手にすることが出来なかった男のその姿は、鏡より跳はね返り私の目に焼き付いている。

　ここにいる少年は、その男とは似ても似つかぬ見た眼をしていた。

　短く切り散らされた銅あかがねの髪かみ。生意気そうな瞳ひとみに、長い耳。エルフの少年スラヴァ＝マーシャルは名前こそその男と同じものを持つが、スラヴァ＝シジマとは別人だ。

　髪の色も、顔も種族も、何もかもが違う。

　だが──その構えは、少し違うが確かにその者と同じ姿をしていた。

　その立ち姿が確信させてくれる。私はスラヴァ＝シジマだと。何もかもを違たがえていようが、昔から何も変わらない大おお馬ば鹿か者もののままだと。

　ああ、くだらない疑問だった。構えを解き、鏡を一いち瞥べつする。それでお終しまいだ。

「さてと……私の方は気が済んだ。お前達も、気が済んだらいってくれ。次の場所へ──私の墓へ向かおう」

　いつもの自分を取とり戻もどし、シェリル達へと向き直る。

　皆、時が止まったかのように微び動どうだにせずにいたようだ。私が声をかけることで、アルマがはっと息を吞のむ。

「あ……は、はいっ！」

　一いつ拍ぱくを置いて、アルマはどこまでも嬉しそうに威い勢せいのよい返事をした。

　思わぬ形で、自分の原点というものを見つめなおすことが出来た。偶たまには故郷にも帰ってみるものだな。

　道場を隅すみ々ずみまで見ようと駆かけまわるシェリルとソーニャを、私に熱い視線を向けてくるアルマを、そして道場を見回す。

　昔から変わらぬ夢を自覚した私は、心地ここち好よい充じゆう足そく感に包まれていた──








第十二話　墓参り









「さてと、それじゃあそろそろ今日のメインイベントだねー」

「あのなソーニャ、ご本人が生きておられるとはいえ、これからするのは墓参りだぞ？　そんないい方はないだろう」

　道場を出て、私達は来た道を戻りながら談だん笑しように花を咲さかせていた。

　今は他た愛わいもない話が終わり、今後の話に移る時だ。

　私の墓は一度母屋の方へと戻り、道場とは別の方向に進んだ場所にあるらしい。

　いくら自分自身が住んでいた家とはいえ、流石に死後に出来たものの場所までは分からない。家の近くに埋うめるという遺言は果たしてくれたようだが、私には少しばかり不安の種があった。

　……アルマには色々と感謝しているが、この子はどうも私に関することは大げさであることが多い。

　私は死後、墓を立てる場所は指定したが、肝かん心じんの墓自体にはなんの注文もつけていないのだ。

　もしも王族の眠ねむる霊れい廟びようのようなものがあったらどうしよう。今の私は、小さな種が開かせた大きな不安でいっぱいだ。

　それから少し歩くと、再び我が家が見えてくる。先導するアルマはそのまま家を迂う回かいして進む。

「此方こちらです」

　どうやら私の墓は道場とは反対の方向にあるらしい。

　一歩先を歩くアルマについていくと、やがて視界が開ける。

　……そこにあったのは、予想に反してこぢんまりとした、普ふ通つうの墓だった。

　草木を抜ぬいて、地面を均ならした四角いスペース。その奥の方に置かれた石が、私の墓なのだろう。

　木の葉を通した光が、墓に差し込んでいる。落ち着いていて、風情ふぜいがあって──自分の墓にいうのもなんだが、とてもよい。

「あ、あの……どうでしょうか？」

　恐おそる恐る、アルマが聞いてくる。

　思えば私は今こん生じようにおいて、アルマのする事に小言をいってばかりだったな。あれだけ気に入ったラスモークも、最初は大げさだといってしまった。

　それ故ゆえ、私は素す直なおに答えることとする。

「ああ、これはいいな。すごくいい」

　墓石へと歩み寄り、手を触ふれる。ひんやりとしたざらつきが、心地好い。

　こうすると、アルマの思いが見て取れるようだった。

　眼を瞑つぶりながら、振ふり返かえる。

「……私が落ち着いて眠れるようにしてくれたのだな。ありがとう、アルマ」

「……っ、勿もつ体たいなきお言葉です……」

　アルマの声には、涙なみだが含ふくまれているのが分かった。

　しかしアルマはそれを収めて、笑えみを浮うかべた。

　まったく、泣き虫め。

　再び墓石へと向き直り、碑ひに書かれた文字を読む。

「スラヴァ＝シジマここに眠る、か」

　まさか生きている私自身がこの文字を読むとは思わなかったが、これもシンプルでいい。

　本当に親孝行者な娘むすめだ。一つ一つが私のことを考えているのがよく分かる。

「この下に、かつての私が居るのだな」

「はい……そうです」

　背から返ってきた答えに、視線を下ろしていく。

　……奇き妙みような感覚だ。私は確かにここにあるというのに、墓の下には私が居るという。

　墓の下に居る者が抜け殻がらというのも違ちがうし、私自身だという感覚は更さらに薄うすい。

　成なる程ほど、よく分からん。自分自身の墓参りというのは、思ったよりも奇妙な感覚だな。

　一応と頭につくが、私は墓の前で手を合わせて祈いのった。誰だれに何を祈るかも分からずに手を合わせるとは、つくづく奇妙なものだ。

　少しそうしていると、隣となりにシェリルが、ソーニャが、そしてアルマが並ぶのが分かった。

　その絵え面づらがおかしくて──つい、苦笑してしまう。

「お墓参り、気が済んだ？」

　手を組みながら横目で視線を向けてくるソーニャは、私と同じく笑っていた。

「さて。祈り方も知らずに墓に来てもなあ。ここまで来させておいて悪いが、墓参りの実感がなくて困っているよ」

　わざとおどけた様子でそういうと、神しん妙みような顔で眼を瞑るシェリルが、そして遅おくれてアルマが笑みを含んだ息を漏もらした。

　やはり分からんなあ。一度死んでみても死後の世界など、とんと分からん。

「ククッ……帰るか」

　祈るために組んだ手を解ほどき、皆の顔を順に見やる。

「そうですね、帰りましょう」

　返したのはアルマであった。性格的にアルマは長い間墓の前にいそうだが、それをしないということはアルマなりに思うことがあったのだろう。

「わたし、もう一回スラヴァくんのおうちがみたい！」

「あ、私も見ておきたいかな。あんな珍めずらしい家、そうそう見ることないと思うし……一応武術家の憧あこがれの場所らしいしね」

「一いつ般ぱんの見学者は本来中には入れないんだからな。師匠せんせいに感謝しろよソーニャ」

「なんで私だけにいうのさ」

「なんでもだ」

　足並みを合わせて歩き出すと、ソーニャとアルマがいつものいい争いを始める。いい争いといっても互たがいに嫌けん悪お感かんは見えず、からかいあっているような印象だ。本当にこの二人はいい好敵手になりそうだ。

　過去は過ぎていき、これからは未来がやってくる。過ぎ去った過去そのものといえる私が、今こうして来る未来を見届けられる事のなんと幸せなことか。その事を胸に刻みこむため、私ももう一度くらい過去の象しよう徴ちよう──自分の家をよく見ておこう。

　願わくは、この墓を使うのは何百年も先になると良いのだがなあ。墓は背から遠ざかっていくが、今この瞬しゆん間かんにもその時は近づいてきているのだろう。

　なれば、この一分一秒を悔くいなく楽しんで生きてゆきたいものだな。笑い合う少女達を見て、口角を上げる。

　だが、その時のことだった。

「──ッ！」

　背後──墓の方向から、突とつ如じよとして強きよう烈れつな魔ま力りよくが膨ふくれ上がったのだ。

　あまりにも凄すさまじい魔力だったため、全員が同じタイミングで、同じように振り返るのは必然の事だった。

「な……！　この魔力は……っ!?」

「さっきまでいた場所なのに、感知出来なかった……!?」

　アルマがその魔力に驚きよう愕がくし、ソーニャはこれほどの魔力が感知出来なかったことに信じられないという顔をしている。

「……すごく、いやな感じ。気持ちわるい」

　ただ一人、シェリルだけが驚おどろかず、あからさまに顔を歪ゆがめていた。

　先程までいた場所に魔力が立ち上ったということは、さっき私達が墓にいた時点でこの魔力の持ち主は近くにいたということなのだろう。

　にも拘かかわらず、ソーニャにさえその存在を感知させず、シェリルにここまでいわせる──そんな事が出来る男を、私は一人しか知らない。

　おそらくはこの魔力もわざと解放したものなのだろう。私達に、己おのれの存在を気付かせるために。

「……行ってくる」

　振り返り、私は歩き出した。走ることはしない。其奴そいつは、その場で待っているだろうから。

「あ……お待ちください、師匠せんせい！」

　後ろを慌あわててアルマ達がついてくる。

　敢あえて、そこに留とどめさせる事はしなかった。奴やつが用を持っているのは私だけだろう。余程のことがなければ、アルマ達には手を出さぬはずだ。

　木々のアーチを通りぬけ、私は再びその場所へと帰ってきた。私の墓がある、開けた場所へと。

「……やはり貴様か」

　その姿を見つけ、私は怒いかりを込こめてその男へと声をかけた。

　墓石に腰こし掛かけた、白はく髪はつの男。余よ裕ゆうのある紫し紺こんの拳けん法ぽう着に、切れ長の──紅あかい瞳ひとみ。

　この男もまた、私にとっては決別すべき過去の一つだ。

「ようスラヴァ殿どの。ちょいと場所を借りているぞ」

　タリスベルグ──ゼツロ＝ヴァルツァー。

　外げ法ほうに縋すがりその身を怪かい物ぶつへと堕おとした、過去であるべき存在のモノ──

「なあに、心配するな。直すぐに返すさ」

「……暫しばらく使う予定はないので貸しておいてやりたいが、生憎あいにくとそれは娘が私のために作ってくれたものでな。直ぐに別の場所を紹しよう介かいしてやろう」

　互いに笑みを浮かべながらも、相手に向けるのは純然たる殺意だ。

　あの時は仕留めることはできなかったが、今度こそあるべき場所へと送ってやる。

　墓石から降りるゼツロを前に、私は魔力を解放した。

　それにしても──一度死んだ者同士が墓の前で対たい峙じするなど何の冗じよう談だんだか。

　喜劇のような状じよう況きようで、三度目の死し闘とうが幕を開けようとしていた。

















第十三話　血けつ染せん狂きよう牙が









「くつくつ、なあスラヴァ殿。神という者がいれば気が利きいているとは思えないかね。本来死んでいる者同士が墓の前で向かい合っている。しかも片方は墓の持ち主ときたものだ。つい笑ってしまう」

　喉のどを鳴らしながら、墓石から降りたゼツロが近づいてくる。

　奴なんぞと同じことを思っていたことに腹が立つ。私は、語りかけるゼツロに鼻を鳴らすことで返事をした。

　近づいてくる魔力を見て、思う。ゼツロの纏まとう魔力は、明らかに前戦った時のそれよりも膨らんでいた。修しゆ行ぎようを続けているかどうかは別にして、『血けつ晶しよう』が馴な染じんできているのだろう。前までの奴であれば、墓石に腰掛けるという事はしなかったはずだ。

「師匠せんせい……この男は、何者なのですか……？」

　背から、警けい戒かいを最大限に強めたアルマの声が届く。ゼツロの姿を視界に収めたまま、私は質問へと答えを返した。

「お前も一度会っているのだが、分からぬだろうな。この男はゼツロ＝ヴァルツァー。外道に身を堕とした、元人間だ」

「この男が……！　で、でも若返っているなんて、そんな……」

　旅の途と中ちゆうであったことは、アルマにも話している。しかしわからぬのも、無理からぬことだろう。

　かつて私とゼツロが互いに人間であった頃ころ。アルマは戦いを直接見ることこそしていないものの、弟で子しとして私に師事していたためゼツロという男の顔は見たことがある。言葉は交かわさず、ただ顔を見ただけであるため印象は薄かったろうが、この場合はそういう問題ではない。

　なにせゼツロは、初めて会ったその時よりも外見が若くなっているのだ。

　私達がゼツロと出会ったのは、ゼツロが五十歳くらいの頃。だというのに目の前の男はどうみても三十歳に届くかどうかという若々しさを持っているのだから。

「それだけ血晶という存在は理解を超こえるのだろう。それよりももう少し離はなれていろ。お前達を巻き込まぬ自信がない」

　ゆっくりと近づいてくるゼツロを見み据すえたまま、アルマ達を遠ざける。その際もゼツロは歩みを速めたり、まして襲おそいかかってきたりなどはしない。

　この男は、飽あくまでも一対一、正々堂々にこだわっているのだ。そんな事はしないが──もしも、戦う前にルールを制定すれば、大たい概がいの事には従うだろう。例えば、相手の生命いのちを奪うばってはならない……『以外』のことならば、全力で順守しようとする筈はずだ。

　それがなんとも、気に食わない。

　外道に身を窶やつしておきながら、まるで自分は人間だ、武術家だといわんばかりの振ふる舞まいがひどく癇かんに障さわる。

「どうした？　随ずい分ぶんと苦い顔をしているが」

「いや、思えば思うほど気に食わん奴だと思ってな」

「これは辛しん辣らつだ！　そう邪じや険けんにされると、殺したくなる」

　だが結局のところ、現在のゼツロの本質はこうだ。破は壊かい的な衝しよう動どうに身を任せずにはいられない、武術家から最もかけ離れた存在。それがこの、人の姿をしただけのタリスベルグだ。

「来るがいい」

　これ以上言葉を重ねても無む駄だだろう。どんな話をしようと、最後は殺し合いになる──言葉を発しているだけで、会話などはできっこない。

　私も、きっとゼツロも。相手のことが気に入らなくて仕様がないのだから。

「いざ、尋じん常じように」

　その言葉を発したのはゼツロであった。まったく、『血晶』なんぞ使っている男がどうして尋常という言葉を使えるのだろう。

　その合図に、私は続く言葉を返さなかった。相手を殺したいだけの戦いに勝負という高こう尚しような言葉を使えるはずがない。

　ただ黙だまって構えた私を前に、ゼツロは肩かたを揺ゆらした。どうやら笑っているようだ。

「くつくつ──どこまでも、つれないなあスラヴァァァァッ！」

　私の態度は、思った通りゼツロにはたまらなく憎にくたらしいものだったようだ。

　武術家同士の試合に拘こだわるからこそ、それを拒きよ否ひされれば堪たまらないのだろう。

　噴ふき出す魔力は荒あれ狂くるい、まるで一夜を語り尽つくす程ほどの憎しみを伝えてくる。

　滑こつ稽けいよな。誰だれよりも力比べを求める男が、その実じつそれから最も離れた精神構造をしているとは。

「ここで、決着をつけてやろう」

『流水』を構えた私は、怒り狂うゼツロの瞳を睨にらみつける。

　怒りに支配されながらも、私が構えるのを確かく認にんしたゼツロの口は嬉うれしそうに裂さける。結局のところ、戦えればどうでもよいのだ、この男は。

　あの時よりも確実に、心はタリスベルグに近づいていると見て良いだろう。

　いくら気に入らぬといっても辛つらいものがあるな。かつての時代を作った武術家の一人が、このような姿まで堕おちるとは。

　だからこそ、この男はここで仕留めねばならない。これ以上この男をのさばらせるのは、ゼツロ＝ヴァルツァーに悪い。

　怒りに任せて立ち昇るゼツロの魔ま力りよくは、闇やみを放出する黒い太陽を連想させる凄すさまじいものだった。

　その気になれば山の一つや二つは更さら地ちに均ならしてみせるだろう。外見こそは人と変わらぬがこの男もれっきとしたタリスベルグというわけだ。

　そんなものがたった一人に向けられるのだ、なんとも贅ぜい沢たくなものである。

　恐おそらく人間では、いや、エルフでさえ一生をかけても手に入るかわからぬ膨ぼう大だいな魔力。

　魔力というのはあればあっただけよい。多量の魔力は身体からだをより素す早ばやく動かし、より大きな岩を持ち上げさせ、打たれ強さにも繫つながるだろう。

　私の魔力もかなり多いほうだという自覚はあるが、それでも眼前のこの男に比べれば大した量とはいえないだろう。

　しかし──肝かん心じんなのは、それを扱あつかう持ち主の技量だ。

　ゼツロの魔力が更に膨ふくらみ、火柱のように立ち上る。次の瞬しゆん間かんには焰ほむらの揺らめきを残し、ゼツロの姿は消えていた。

　ゼツロの得意とする突とつ進しん拳けんだ。身体ごとぶつかってくるそれを喰くらえば、私の身体は一いつ瞬しゆんでひき肉と化すだろう。

　しかし、当たらなければ何も起きない。

　半円の足さばきでゼツロの突進を避さける。私の立っていた位置の直すぐ後ろで爆ばく発はつ的てきな音と衝しよう撃げきが破は裂れつした。

　私の身体を捉とらえることが出来なかったゼツロが突進を終え、地に戻もどったのだ。

　技わざを終えた体勢のまま、私を振り返るゼツロは怪け訝げんな表情を浮うかべている。私が『試し製せい桜おう花か』さえも発動させていないにもかかわらずあっさりと避けられた事を疑問に思ったのだろう。

　やれやれだ。真まことに──

「見ていられんな。ええ？　ゼツロ」

　顔に浮かべるのは、誰でも明らかにそれとわかる嘲ちよう笑しようだ。武術家同士の戦いでは絶対にしないような顔を前に、ゼツロの表情が瞬間的に怒りに染まる。

「ガァッ！」

　自分が何をされたのか。それを理解したであろう次の瞬間には、ゼツロは私の眼前で爪つめを振りかぶっていた。ああまでいわれてまだ分からんか。

　攻こう撃げきが来る前に、いや──起こる前に、私は身を躱かわしていた。既すでに私が消えた場所へと向かい、爪が振り下ろされる。当然、爪が切り裂いたのは私の残像のみだ。既に居ない場所へと攻撃をするとは、滑稽の極きわみ。

　全力で爪を振り下ろしたばかりのゼツロは、隙すきだらけであった。振り下ろされた腕うでを摑つかみ、ゼツロの身体を引きながら、私は全力で踏ふみ込む。選せん択たくした技はシジマ流が『勁けい』。防ぼう御ぎよ力と関係なくダメージを与あたえる浸しん透とう系の打だ撃げきだ。

　表皮を通さずに直接内臓に打ち込まれる拳こぶしの威い力りよくと、魔力が内臓をかき回す。

「ぐっ、は！」

　これで、身体の構造は人のそれと変わらぬらしい。内臓を打たれれば相応のダメージは受けるようだ。

　苦痛を吐はき出しながら、ゼツロは『勁』の威力に引かれて飛んでゆく。余程の不意を打たれたのだろうか。ゼツロは一度地面に叩たたきつけられてから、二度目の接せつ触しよくで手を支えに跳はね起おきた。

　人とは違ちがい、地面に当たったところで大したダメージはないだろう。せいぜい擦すり傷きずを作る程度の筈だ。しかし地面に着く前に体勢を立て直せなかったのは『勁』が余程うまく入ったことを示していた。

　信じられぬという顔で私を見るゼツロに向け掌をくい、と動かし『来い』とジェスチャーを送る。驚きよう愕がくが怒いかりに染まるのはやはり一瞬のこと。

　怒りが沸ふつ点てんに達したゼツロの姿が再び搔かき消える。先程の突進ではなく、これは──起こりの見づらい『磯いそ焼け』の歩法。

　そこから繰くり出だされるのは蹴けりだった。私の上半身と下半身を断たちうる、横よこ薙なぎの大おお振ぶり。私はバク転をするように身体を宙へと躍おどらせ、蹴りを飛とび越こえた。くぐるのではなく、敢あえて曲芸的な動きをしたのは、ゼツロに見せつけるためだ。

　当然、大振りの蹴りを外したゼツロには、先程以上の隙が生まれる。それを咎とがめるのは──先程と同じ『勁』を同じ所に打ち込むと、同じようにゼツロが吹き飛んでいく。

　今度は、地面に着く前に体勢を立て直せたようだ。それはすなわち──攻撃を食くらう予感があったということだ。自分より少ない魔力しか持たぬ相手を前に、幻げん惑わくの歩法までを技に組み合わせて──

「ほう、今度は立てたな？」

　そこを、突つく。

　ゼツロには自覚があったのだろう。また攻撃が通じぬのではないか、と思う自分に。

　私の言葉は、それを見破っていると伝えるようなものだった。即すなわち、自分が相手よりも格下だと思っているのではないか？　私の言葉は、ゼツロにそう聞くようなものであった。

「……ッ！　オオオオオオッ！」

　誇ほこり……と呼んで良いのかわからない、しかし決定的な何かを傷つけられ、ゼツロが吠ほえる。

　再び極限まで高まった魔力と共にゼツロが突進してきた。

　無論、食らえば私に待つのは死だ。だが避けるのは、難しいことではない。

　突進拳を躱かわされると、ゼツロはすぐさま切り返して拳を振るってきた。突き、薙なぎ、回し蹴り──確かな技術を土台に持つ魔力の暴ぼう威い、フェイントを混ぜつつも滑なめらかな接続を持つ連撃。全すべてが一級品を更に超こえた至宝といっても過言ではない攻撃のことごとくを、最小限の動きで躱していく。

『試製桜花』すら発動させていない私では、本来その攻撃のどれも躱すことは出来ないだろう。それでも私はゼツロの攻撃を躱し続ける。僅わずかな動きで、見切ったといわんばかりに。

　当たらぬ攻撃にゼツロの苛いら立だちが増していくのが分かった。そしてとうとう、私は大振りの一いち撃げきを誘さそい出す。弓引くような動きは、素人しろうとのそれと変わらぬものだった。怒りに任せた──というのもあるが、型にはまらぬ攻撃を繰り出したかったという方が、ゼツロの思おも惑わくには近いかもしれない。

　だが破れかぶれの一撃は、効果を発揮せぬのが世の常。私はここではじめて、小さな身体を活いかしてゼツロの懐ふところへと潜もぐり込んだ。

　ゼツロの腕は既に居ない私を求めて伸のびきる。……私のほうが悲しくなってくる。あれほどの男が、今やこんなざまだとはな。

　がら空きの懐に潜り込んだ私は、ゼツロの鳩尾みぞおちへと拳をつけた。瞬しゆん時じに『試製桜花』を発動し、必倒に足りうるだけの威力を準備する──

「我流『天てん元げん一ひとツ』」

　敢えてゼツロに聞こえるように、技の名を宣言した。

　同時に踵かかとから腕までの駆く動どうが全て拳へと集められ、同時に強大な魔力が拳を通して爆はぜる──！

「ぐゥあッ、がぁぁ！」

　如い何かにタリスベルグといえども、浸透系打撃技術の粋すいを尽つくした拳を急所へと打ち込まれれば、無事では居られない。

　急所へと致ち命めい的てきなダメージを叩きこまれたゼツロは勢いに導かれるまま横へと吹き飛ばされ、木の幹にあたってようやくその動きを止めた。

　自分で編み出しておいてなんだが、天元一ツ──つくづく人に向ける技ではない。内部で爆ばく発はつした魔力は鳩尾周辺の神経をずたずたに引き裂き、更に心臓や肺など、一つずつが生命を保っている主要の臓器をも乱暴に破るだろう。

　当然だが、心臓が潰つぶれた者が生きていられるはずはない。肺が破れた者が生きていられるはずはない。相手を殺す事に主眼をおいたこの技は、武術家が身につけるには適さぬ闇の技といえるだろう。

　……つまり、何がいいたいかというとだ。

「ぐ、うゥ……糞くそ……何な故ぜ当たらんッ！」

　これを食らった人間は……いや、生物は。すべからく生きてはいられないということだ。

　今述べた通りの状態であるはずのゼツロは立ち上がれこそしないものの、射殺すような殺意をみなぎらせながら叫さけんでいる。

　重ねていうが、生きていられるはずのない状態にあってなお、だ。

　肺もなしに、心臓もなしに動く『これ』は、最も早はや人ではない。生物ですらない。

　げに恐ろしきものよな、昏くらい色の結けつ晶しよう。詳くわしい理り屈くつは分からないが、それが想像を超えたものであることだけはよく分かった。

　そして、昏い色の結晶が、どのような性質を持つかも──

　しかし今は良い。それよりも今はやることがある。

「何故当たらないか……分からぬか？　タリスベルグ」

　ゼツロという名を敢えて呼ばず、這はいつくばる男を冷たい目で見下ろす。

　引導を渡わたす前に、道を誤った男へ冥めい土どの土産みやげを渡してやらねばならない。

　一いつ切さいの殺意を緩ゆるめず、ゼツロは私を睨にらみつけてくる。死んでいて然しかるべき男のする眼めではないが、今の此奴こいつにはこれくらいしか出来ぬだろう。

「どうやら分からんようだな。……全く以もって愚おろかしい。今の貴様は過去のお前にも劣おとる。その辺りの力ちから自じ慢まんと変わらぬ無様さだよ」

「貴様……俺を愚ぐ弄ろうするか……！」

　侮ぶ蔑べつを隠かくそうともせず、言葉の槌つちを振ふり下ろす。この期ごに及およんでまで誇りを傷つけられ、ゼツロの殺気が膨れ上がる。

　……やれやれだ。手がかりも与あたえてやったというのにまだ気付かぬらしい。

「事実だろう？　今自分が持っているものをもう一度見なおしてみよ。素人と変わらぬという意味が分かるだろう。……尤もつとも、今の貴様ではそれさえも見えぬかもしれんがな」

「何をいって──！　……そうか、そういうことか……」

　気前よくもう一つ、追加で手がかりをやると一いつ拍ぱくを置いてからゼツロが歯は嚙がみする。

　力の入った表情だが、ゼツロからは殺気が消えていた。

「来ると知らされた攻撃を律りち儀ぎに待つ者がどこに居る？　お前の殺気は、どこに何が来るかを雄ゆう弁べんに語ってくれたぞ」

　……そう、私がゼツロの攻撃を僅かな魔ま力りよくで避けられたのには理由があった。

　あの程度の魔力では、魔力で圧あつ倒とう的てきに勝まさるゼツロの攻撃を見てから躱すことは不可能だ。拳が放たれた瞬しゆん間かんに避さけることを開始しても僅かな魔力では回かい避ひに要いる速度が足らず、ゼツロの拳は私を捉えていただろう。

　だが、事前にその攻撃が来ることを知っていれば話は別だ。何の事はない、攻撃が始まる前に避け始めただけ。私がしたのは、それだけのことである。

　こんなことは、武術をしていれば初歩の初歩だ。行き過ぎた殺気は無む駄だな力みを生み、隙を生む。それだけならばまだしも、攻撃を放つ前に殺気を放っては、空にその軌き道どうを先さき駆がけて描えがくも同じことだ。

　武の道を歩み始めて間もない者ならば仕方がないが、こんなことは熟練の武術家ならばありえないことだ。まして、ゼツロほどの達人であれば、そんな事は意識せずとも全力の打撃を、気で悟さとらせるなどという無様なことをせずに相手に当ててみせるだろう。

　だがこのタリスベルグは違う。

　その精神は存在自体が殺意と憎ぞう悪おの塊かたまり。暗い海のごとく無限に渦うず巻まくそれは、ゼツロほどの者であっても抑おさえきれるものではないのだ。

　どころか、膨ぼう大だいな殺意はゼツロほどの者さえ支配するほどであった。前のゼツロであれば、攻こう撃げきが筒つつ抜ぬけになるという無様は晒さらさなかっただろう。

「なあお前──弱くなったんじゃあないか？」

　どこまでも冷たくいい放つは、ゼツロが最も聞きたくないであろう言葉だ。

「……ッ！　スラヴァ、スラヴァスラヴァスラヴァァァ……！」

　それを自覚したばかりだというに、少し挑ちよう発はつしただけでこれだ。最早この男はゼツロ＝ヴァルツァーでない何かである。

　いつぞやナトゥーシャで倒たおしたタリスベルグは、生まれながらにして憎悪と殺意の結晶体のような、純じゆん粋すいな邪じや悪あくであった。この男も、同じようだ。ゼツロでさえも抑えきれぬ程ほどの殺気を漲みなぎらせる『血けつ晶しよう』に恐おそろしい物を感じながら、私は小さく息を吐く。

「……さて、では終わりにしようか」

　これ以上は問答も無用だろう。悪意の血晶に縋すがり付いてまでも永らえた悪あつ鬼きに、引導を渡さねばならない。

　ゼツロの武術が今この世に残っているかはわからぬが、これほどの完成度を持つ使い手はもう二度と現れまい。それを思うと少し惜おしい気持ちもある。だが同じ武術家として、誇りを捨て去り暴力として武術を使う者を、許す訳にはいかない。

　いって聞くならばよい、しかしこの男はもう二度とかつてのようには戻もどれないだろう。偉い大だいであった武術家をこれ以上貶おとしめられるのは我が慢まんがならない。

「心臓を破られても生きているようだが──粉々にすり潰された状態からでも、復活は出来るのか？　それとも肉にく片へんのまま生きてゆくのかな。まずは、頭を落とすあたりからいってみようか」

　純然たる殺意を込こめ、睨みつける。これから行われるのは戦せん闘とうではない。『処理』だ。ならば私も冷れい酷こくにならねばならない。

　ゼツロは未いまだに身動きが出来ない。ただ憎にくそうに此方こちらを見る瞳ひとみはもう武術家のそれではなかった。

　隠す気もない私の殺気に、ゼツロが顔を歪ゆがめる。……既すでに死んでいなければおかしくない身で動くこれを生きているといってよいのかは分からないが、この男の生への執しゆう着ちやくはただならぬものがあるからな。

　もう、技わざは要らない。ただ只管ひたすら、出来る限りの魔力を右手に集め、振り上げる。

　断頭台の刃やいばを落とす死し刑けい執しつ行こう人にんはこんな気分なのだろうか？　……案外、感かん慨がいの湧わかぬものだな。

「さらばだ。ゼツロ＝ヴァルツァー」

　淡たん々たんとそう告げると、ゼツロの眼が見開かれる。私は地に伏ふすゼツロに対し、ただ手刀を振り下ろした──

　……しかし、断頭の刃がゼツロの首を刎はねることはなかった。手心を加えたわけでもない、もっと単純な理由──

　振り下ろされる私の手を、止めるものが居たからだ。

「……!?　なっ──！」

　いつの間にか腕うでを摑つかまれていた事に驚きよう愕がくする。腕を止めたのはゼツロではない。ゼツロはまだ地に伏している。

　思わずゼツロから眼を離し、私の腕をつかむ手を辿たどる。

　そこに居たのは──あの、フードの男。

　腕を摑まれるまで気が付けなかっただと……！　その気になっていれば命さえもを奪うばえていた状じよう況きように、肝きもが冷える。

　ゼツロに気をはらっていたとはいえ、油断無くあったつもりだった。警けい戒かい状態の中を気付かれず接近し、タリスベルグを殺しうる威い力りよくを持たせた手刀を止めるなど──！

「悪いが、ここまでにしておいてくれ。この男には、まだ利用価値が残っているのでな」

　フードの奥から低く響ひびいてきた声には強きよう烈れつな聞き覚えがあった。……いや、ツェーンに名を告げられた故ゆえだろう、その声が、記き憶おくの中から引き上げられた声とようやく重なった。

「久しぶりだな、師し匠しよう殿どの」

　私の腕を止めたまま、男がフードを取とり払はらう。

　そこにあったのは──私が破門にした嘗かつての弟で子しの顔。当時のままの顔で──いや、当時のままの顔で、瞳だけを真しん紅くにすげ替かえた男は笑う。

「貴様……ガルト＝ツィンサー……！」

「覚えていてくれて何よりだ。改めて挨あい拶さつをすることもないが──お互たがい生まれ変わったことだしな。よろしく頼たのむよ、スラヴァ＝マーシャル」

　真紅の瞳が、三日月に歪んだ。








第十四話　ガルト









「貴様──その眼、あの血晶を使ったようだな……！」

　静かに佇たたずむ墓の前で、私はかつての弟子へと吐はき捨すてるように苦々しい声を絞しぼり出だした。

　驚愕する私を前に、ガルトの紅あかい瞳は満足気に歪んでいる。

　だが、驚おどろいたのは私だけではなかった。その姿を知る者は、この場にもう一人いる。

「ガルト＝ツィンサー……!?　あの時の男は、やはりお前だったのか……！」

　それが、我が娘むすめであり弟子でもあるアルマだ。アルマにとってのガルトは、兄弟子である。憤いきどおりを隠そうともしないアルマに、ガルトは戯おどけてみせる。

「アルマ＝シジマか。兄弟子は敬うべきだと思うがな」

「うるさいっ！　破門をされた身で、何が兄弟子だ……！」

　シジマ流の者にとっては、ガルトは憎むべき対象だ。師より賜たまわった技を、己おのれの欲よく望ぼうを満たすために穢けがした大罪人──アルマが憤るのも無理はない。なにせ、今こうしている私だって腸はらわたが煮にえくり返かえって仕方がないのだから。

「それもそうか。まあ正味なところどうでもよいのだがな。貴様ごときに用はない」

「……っお前は、どこまで……！」

　挑発する……というよりは、いうとおりに歯し牙がにもかけていない態度だ。しかしそれも無理はないと思う。

　長き時を経て再び私の前に姿を現したガルトは、それだけの力を身につけて来たのだから……！

「一体何の用だ……？」

　下へ手たに動いたらやられる。それほどの予感を感じさせるガルトに、慎しん重ちようにならざるを得ない。意志と裏腹に冷たい汗あせが出る。

　私達の誰だれにも気付かれず近づき、速度と威力を両立した手刀を止めてみせたガルト。それで全力だとは思えない。今ゼツロを殺されては困るといったガルトだが、その言葉には熱がこもっていなかったからだ。……底が見えない。戦う前から勝利している自分を想像できないというのは──師し匠しようを前にして以来の事だった。

「……ああ、用、用か。大した用ではないんだが、いった通りこの男を救いに来ただけだ。コレは未まだ使えそうだからな」

「使えそうとはどういうことだ」

「……くく、今少し研究をしていてな。その手伝いになると思ったのさ」

　飽あくまで余よ裕ゆうの態度を崩くずさないガルトに苛いら立だちが募つのる。機会さえあれば直すぐ様顔に風穴を空けてやりたいが──それは、出来そうもない。

　今の私に出来るのは、情報を聞き出すことだけだった。相手の余裕に乗じて聞き出すというのが情けない。

「まあ、そういう訳だ。おい、そろそろ立てるだろう。どこへなりとも消え失うせろ」

「一々、癇かんに障さわるやつだ……だが、今回だけは礼をいっておいてやる……」

　ガルトが一いち瞥べつすると、ふらつきながらゆっくりとだがゼツロが立ち上がる。ここまで追おい詰つめたというに……！

「……ッ！　待て！　させると思うか……？」

　気がつけば半ば反射的に叫さけんでいた。しかし、ガルトはそれをあざ笑う。

「貴様の許可は必要ない。するのさ。俺が、勝手にな」

　ガルトに腕を摑まれている私は、何もすることが出来ない。その上でガルトに隙すきは無く──アルマ達が動くことも出来ない。

　幽ゆう鬼きのように肩かたを揺ゆらしながら、ゼツロが背を向ける。

「く、そ……！　逃にげるのか、ゼツロォ！」

　背から怒ど声せいを叩たたきつけると、ゼツロは弱々しい歩みを止めた。そのまま首だけで見返ったゼツロは、虚うつろな表情で私を睨にらみつける。

「逃げるさ……死ぬのだけは、御ご免めんだからな……だが忘れるな。次は、殺す……」

　覇は気きのない声に憎しみを混ぜていい残すと、ゼツロは木々の奥へと消えていった。

　みすみす逃のがすくらいならば……！　私はガルトの手を振ふり払い、ゼツロを追おうと試みた。だが──

「……？」

　途と端たん上下が逆さまになった視界に、思考が止まる。

　次の瞬しゆん間かん、背中に走る鈍にぶい痛み。

「がっ！」

　痛みを受けてから、ようやく気付いた。私が、ガルトに投げられた事に……！

　此こ奴やつ……私の力を、操あやつりおった……！

「少しばかり不用意だな師匠殿。シジマ流の何たるかを俺に教えたのは、貴様だろうに」

　苦痛に歪む視界の中で、嘲ちよう笑しようを浮うかべガルトが見下ろしていることに気付く。

　苛立ちを感じるが、手が離はなれていることの方が重要だ。とっさに跳ね起きた私は『流水』の構えをとった。

「『流水』か。相変わらず手ぬるいものだ」

　対してガルトが取ったのは『波は濤とう』によく似た、しかし細部が違ちがった新しい構えであった。

　その構えはより攻こう撃げき的……とでもいうべきだろうか。いいようのない禍まが々まがしさを感じさせている。

「やり合う前に一つだけ聞かせろ……」

「ああ、いいとも」

　今まで味わったことのない緊きん張ちよう感かんの中、汗の冷たさを感じながら聞くと、ガルトはやはり余裕を崩さずにそう答えた。

　走りそうになる怒いかりを抑おさえ、息を落ち着ける。

「研究とは、何のことだ、何のためのものだ」

　投げかけた単語は、先程奴やつがいった『研究』というものだった。思い返せば、コロッセオで奴が姿を現した時も「実験は失敗」だといっていた。

　状況から見れば、それは──

　私の問いかけに、ガルトは痛つう烈れつな笑えみを浮かべる。先さき程ほどからどこか身が入っていない、うそ臭くさい表情がどこまでも邪じや悪あくな笑みを、本心から浮かべる。

「くく、知っているのだろう？　だが敢あえて答えてやる──目的はいうまでもなく強さの獲かく得とく、その一点のみ。研究対象は──ああそうさ、貴様が思う通り『昏くらい色の結けつ晶しよう』についてだよ」

　まるで話したくてたまらなかったとでもいいたげに、ガルトは続ける。

「貴様も薄うす々うす気付いているんじゃあないか？　『血けつ晶しよう』の持つ本当の性質に。それを利用すれば、あの男──イワオ＝シジマでさえ辿りつけなかった境地に立つのも容易たやすいということにな」

　ガルトのいう性質という言葉に、私は眉まゆを動かす。奴のいうとおり、私には血晶に関してうすうすと感づいている事があった。

　ナトゥーシャで戦ったタリスベルグ、コロッセオのグラディス、そして──二度戦い、仕留め損そこねたゼツロ。巨獣が一いつ匹ぴきに、人型のタリスベルグが二体。……今まで戦ってきたタリスベルグは、その何いずれにおいても、特とく殊しゆな能力を備えていた。

　只管ひたすらに大きな獣。強きよう靭じんな外がい殻かくを持つグラディス、そして心臓を止めてもなお動くゼツロ。奴らの持っていた力は、それぞれが自然の理ことわりを超こえた能力だ。

　恐おそらく、それらは偶ぐう然ぜんに決まっているのではないのだろう。多分、ゼツロがグラディスのような外殻を手に入れることはないのだと思う。逆に、グラディスがあの不死性を得る事もないはずだ。

　それは恐らく『血晶』の性質に最も深く関かかわること──私の考えが当たっているのならば、ガルトのいうことを頭から否定することも出来なくなる。

「勘かん付いてはいるようだな……流石さすがといっておこうか？」

　顔色を変えた私に気付いたガルトは、またも愉ゆ快かいそうに顔を歪ゆがめる。

　私がまだ人間であった頃ころ、ガルトはかなりの激情家であった。直ぐ様熱されてしまうその性格は、破門に至る理由の一つであったくらいだ。

　今私の前にいる男は、一つ一つの感情の色がひどく薄うすいのだ。ゼツロを救出しに来たといっても、その実それは何かのついで程度に思えたし、アルマと言葉を交かわしていた時もそうだ。あの程度のやりとりでも昔のガルトであれば「それもそうか」などという言葉は出まい。

　だが、そんな男が血晶の話をする時だけは心の底から愉快そうに笑みを浮かべるのだ。まるで、子供が自分の持ち物を自じ慢まんするように──しかし、そこにこの世の闇やみを凝ぎよう縮しゆくしたような邪悪さを混ぜて。

「……させるわけには、いかん」

　もしも『昏い色の結晶』の性質に対する推論が当たっているのならば、この男は今ここで止めなければならない。

　身体中に限界以上の魔ま力りよくを注ぐ──『試製桜花』。

　舞まい散ちる魔力の花弁は、今や花はな吹雪ふぶきの如ごとし。はじめから全力の全開だ。断だん裂れつする筋肉が痛みを絶ぜつ叫きようする。だが集中を極限まで高めた私には、その痛みに顔を歪める暇ひまもなかった。

　魔力の強化と、治ち癒ゆ魔ま術じゆつの併へい用よう。『試製桜花』は理論だけでいえば、強化の度合いに限界は無い。それ故ゆえ、痛みに耐たえうる精神さえあれば『試製桜花』はどこまでも身体からだを強化する事ができる。

　痛みの方は問題無い。死んだほうがマシだとさえ思える苦痛も、実際に一度死を体験した私にとってはそこまでいうほどではない。実際に死ぬよりはこの痛みのほうが幾いく分ぶんマシだ。

　……問題はその消費の多さである。身体の強化に充あてる魔力を増やせば、それだけ治癒に必要な魔力も多くなる。強化の度合いを引き上げれば引き上げるほど魔力の消費はそれに釣つり合わぬほど上がっていってしまうのだ。

　今私が保っている状態は、元々が失敗作である『試製桜花』の更さらに失敗作といえる状態。

　恐らく、この状態では五分も戦っていられないだろう。

　しかし──この状態でなければ、ガルトの動きを見ることすら出来はしない。

「随ずい分ぶんと無茶をなさるな師し匠しよう殿どの。相変わらず武術馬ば鹿かは治らぬと見える」

　電気が爆はぜるような魔力の音の奥から、ガルトの声が聞こえてくる。

　声はもう、先程現れた時と同じような平へい坦たんなものに戻もどっていた。

　自分でも──対価には釣り合わぬが──中々の魔力だと思っているのだがな。ガルトに驚おどろいた様子は見られず、また脅きよう威いに感じている風も見当たらない。

　攻撃的な『波濤』に似た構えをしながら、見けんに徹てつする敵の姿に歯は嚙がみする。このままでは見合っている間に戦えなくなってしまいそうだ。昔のガルトであれば真っ向から突つっ込こんできたのだろうが、目の前にいる男は別人のように冷静であった。

　このままではジリ貧ひんだ。だが迂う闊かつに攻せめることも出来ない──膠こう着ちやく状態が続く事に焦あせりを感じる。

　何かしらの打開策を見つけなければ。焦りに浮かされぬよう機を探さぐる私を見て、ガルトは薄い笑みを浮かべる。

「腑ふ抜ぬけたかと思ったが、中々腕うでを上げたようだな。少し安心したぞ」

「安心だと……？」

　余裕の笑みを保つガルトに対し、私は険しい表情を抑えることが出来ない。正直、こうしている間も辛つらいものがある。

　しかし焦りに押されて此方こちらから仕し掛かけても活路は開けまい。余裕は無いが、崖がけ際ぎわであることを悟さとらせぬよう、聞き返す。

「ああそうだ。こんなになっても、最強という座は諦あきらめられるものではなくてな。今の俺には頂点に立てるという自信があるが──そうなった時、相手が居ないのでは寂さびしいだろう？」

「……随分と自信があるようだな」

「正当な評価だと思うが？」

　増長にも聞こえるガルトの言葉だが、それは決して大おお仰ぎようなものではない。

　少なくとも私が見た中では、今のガルト以上の力を持つ者は師し匠しようをおいて他ほかにはない。

　その師匠も、今は過ぎ去りし過去の一つだ。現在でガルトに比ひ肩けんできるものを、私は知らない。

　だからこそ、私は慎しん重ちようであった。正直にいって勝ち目は薄い。だが、元とはいえシジマ流の師し範はんとして、奴にだけは戦う前から負けを認めてはならない。

「くくっ……」

「何がおかしい？」

　一いつ旦たん話が終わり、訪おとずれた沈ちん黙もくの中ガルトが喉のどを鳴らす。

　明らかな嘲あざけりが含ふくめられた声に、思わず聞き返す。

　こうして時間を稼かせがれれば稼がれるほど不利になるのはわかっているが、今の私にはそれに付き合う他の選せん択たく肢しがないのだ。

　しかし──

「なに、折角頂点に立ったというに、何も為なせず無む為いに死んでいった男の事を思い出してな」

　ガルトが何をいっているか理解できず、一いつ瞬しゆんだけ思考が固まる。

　だが私は、頂点に立ったという男を一人しか知らない。

　怒りの火に、薪まきがくべられた事が分かった。

　苦痛も忘れ、表情が無色に凍こおる。

　その反応を待っていたといわんばかりにガルトは続けた。

「折角最強になっても、ソレを振るう相手が居ない。世を統すべる力を持ちながら何もしない。そんな腑抜けになるのは、御免だとは思わないか？」

「……誰だれの事をいっている？」

「分かっているのだろう？　イワオ＝シジマさ。あのように枯かれ果てた男にはなりたくないものだなあ師匠殿」

　ガルトのその言葉は、私が許容できる範はん囲いを遥はるかに超えていた。

　無くなった表情が蘇よみがえる。烈れつ火かの如き怒りが、顔に刻み込まれた。

　あの偉い大だいな男が腑抜けだと？　枯れているだと？

　私にあらゆるものを与あたえてくれた、そして今もなお目標として輝かがやき続ける姿を貶おとしめられたことで、顔が熱されていく。

「ガルトォォォォォォッッ！」

　身を刻むような耐え難がたい怒りが、私の身体を押し出した。

　目標へ向かい、糸を引き手た繰ぐるように真っ直すぐに向かっていく。

　普ふ段だん扱あつかわぬような強度の『試製桜花』が世界の速度を遅おそく見せる──その中に、嘲りの笑みを見つけると、私は再び地面を蹴けって更に速度を増して烈火の矢と化した。

　牽けん制せいに放つのは左の拳こぶしだ。威い力りよくよりも速度を重視した拳は必殺には程遠いが、顔に当てれば視界を奪うばうくらいは出来る。

　自分でいうのも何だが、怒りに浮うかされながらも、戦術は冷静だと感じた。ここで怒りに任せて無様な戦いをすればそれこそ師匠への冒ぼう瀆とくとなる。

　速度は十分。威力は不要──初見で避さけるには困難とされる牽制の打だ撃げき。

　しかし、ガルトは僅わずかに顔を反らすだけでそれを避けてみせた。

　完かん璧ぺきに軌き道どうと速度を把は握あくしている──！　ここまでになったかという驚きよう愕がくがあるが、予測の範囲内だ。まだ私を舐なめているのだろう、ガルトからの反はん撃げきは来ない。

　この小さな身体では間合いに収めることは不得意だが、間合いに入ってしまってからは小回りの利きいた立ち回りが可能となる。

　先さき程ほどのように速射性を重視した拳を放ちながら、ガルトの出方を見る……！

　片かた腕うでによる連打は、百人の射手が矢を一いつ斉せいに放つような密度があると認にん識しきしている。

　牽制とはいうが、その威力の方も低くはない。一いち撃げきごとが岩を砕くだく前に貫つらぬく程度の威力はあるだろう。

　──だが、ガルトには通じない。身体をそらし、腕を弾はじき──雨のような連打をいとも容易く捌さばいていく。

　それでもガルトは反撃へは移らない。少なくとも同じような攻こう撃げきを返すならば十分にたる隙すきを私に作っているにもかかわらず、まるで値ね踏ぶみするように攻撃を無力化していくだけだ。

　舐められているにもかかわらず、それを咎とがめられない自分がもどかしい。しかしここで苛いら立だちを募つのらせては先程のゼツロと同じだ。

　避けられた攻撃を最後に、一いつ旦たん距きよ離りを取る。大おお振ぶりの技わざを出しても無む駄だだろう。それほど決定的な隙を晒さらせば、今度は反撃が来ないとは限らない。

　時間は限られているが、焦っては一瞬で事が終わりかねない。一度は怒いかりに浮かされて殴なぐりかかってしまったが、運良くそれを咎められることはなかったのだ。期せずして訪れた機会を逃のがす訳にはいかない。

「……成程、いざ戦いになれば、中々の冷静さだな。それでなくては意味がない」

　思った通り、ガルトは私の力を計っていたようだ。ツェーンを差し向けた時もそうだったが、此奴こいつは今のところは私に興味があるらしい。

　当然、それには腹が立つが、今は奴やつに付け込む隙はそこしか無い。

　煮にえたぎるような怒りに蓋ふたをする。怒おこってなんとかなるのならば幾いくらでも激げき昂こうしよう。だが、それは逆の効果しか生み出さない。

「ふむ……少しテストをしてみるか」

　少しだけ、機き嫌げんが良さそうにガルトは顎あごを撫なでたあと、再び構えをとった。凝ぎよう固こしかけた血のような、粘ねばついたどす黒い赤の魔力が揺ゆらめく。

　……私は、これでも根こん性じようだけはある方だと思う。痛みにもある程度強いと思うし、どんな修しゆ行ぎようも辛いと思ったことはない。しかしガルトの纏まとった魔力は、そんな私に敗北の二文字を想像させるほど禍まが々まがしいものだった。
















　私も人間にしては割と長生きした方ではあると思う。途と中ちゆうからエルフでやり直すという反則をしたが、それなりの経験を積んできたほうだ。

　その上で──こんな魔力は初めて見た。量はともかく、その圧あつ倒とう的てきな邪じや悪あくさは、背骨を氷にすげ替かえる程だ。

「行くぞ」

　幽ゆう霊れい以外の存在を前に、戦せん闘とうで恐きよう怖ふを感じた事など久々だった。ガルトが呟つぶやくようにそういうと、私は眼めを見開く。

　次の瞬しゆん間かん、私は反射的に身を屈かがめた。顔のあった場所をガルトの『ジャブ』が通過していく。

　……完全に、意識の外の行動だった！　動きに置き去られた髪かみが、ガルトの拳に『砕かれた』事に、顔が青くなる。

　身を屈めたのは半ば反射、半ば勘かんによる行動であった。私の命が今ここにあることに理由があるのならばそれは、武に打ち込んできた時間が、体験という形でガルトの動きを身体に教えた結果だろう。

　冷えた顔をした私と、満足そうに微笑ほほえむガルトとの視線が交わる。

　まるで避けることを予感していたかのような──「それくらいしてもらわねば」という顔だ。

「ッ」

　舐めるな、とはいえなかった。そんな事をしている暇ひまがあるのならば、行動で示さねば──終わる。

　だが、妙みようだった。今しがたのガルトの攻撃には、あのタリスベルグ特有の強きよう烈れつな殺気が込こめられていなかったのだ。

　あの強烈な殺気があればこの速度でもなんとか躱かわして行けると思うが──それがなかった今、奴の攻撃を避けることが出来たのには偶ぐう然ぜんの要素も大きく混じっていた。

　何かが一つ違ちがったのならば、私は鼻を砕かれ脳を揺らされ、戦闘不能になっていただろう。

　しかし、一いち撃げき躱しただけでは安心できない。ガルトの攻撃は飽あくまで牽制のジャブ──連係する次の行動が、振ふるわれようとしていた。

　次いで繰くり出だされるのは、逆からの同じ技。これも、反射的に顔を逸らす。腕ではなく、見るのは肩かた。軌道を予測し、放たれる前に避け始めねば手痛い一撃を受けることになる。

　顔の直ぐ横を過ぎ去る拳が、頰ほおの表面をそぎ落としていく。

　凄すさまじい速度に威力、そして技の鋭するどさ──その何いずれにおいてもが今まで見たことがない領域の代しろ物ものだ。

　私がこの世に居なかった期間を考えれば、ガルトは私よりも長くを生きていることになる。だがそれはゼツロも同じだ。何な故ぜ、此奴はこれほどの力を手に入れる事ができた!?

　牽制の一撃ごとが必殺に足りうる威力。『試製桜花』を最大級に引き上げているというのに、牽制を躱しているだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

　しかも──それらは、私を試ためすように段々と激しさを増してくる──！

　最も早はやこれは戦いとは呼べない。私はただ──

　遊ばれているだけだ……！

　みるみるうちにその威力を増してくるゼツロの攻撃。初撃でさえ運を交えてなんとか躱したというに、それ以上に激しくなっていくというのでは、その時が訪れるのは当たり前だったのだろう。

　脇わき腹ばらに、ガルトの拳が突つき刺ささる。

　まるでそのまま貫かれたのではないかという衝しよう撃げきが、逆の脇腹から突き抜ぬけた。

　力が抜ける、身体からだが浮く。衝しよう突とつの衝撃が骨を砕く。

　そうして私は、今まで体験したことのない速度というものを経験した。

　だがそれも一瞬の事。流れる光景を追う間もなく、私は背から木に激げき突とつする。

「がっは──！」

　二度目の衝突が肺から空気を追い出し、声を絞しぼり出させる。

　背から木にたたきつけられた私は、体勢を立て直すことも出来ず地面へと落ちた。

　同時に、身体から溢あふれる桃もも色いろの魔ま力りよくが弾はじけ、霧む散さんしていく。『試製桜花』が解けてしまったのだ。

「ご、ふ……っ」

　せり上がってくる大量の血液が口から吹ふき出てくる。辛かろうじて見える眼が視界に広がっていく赤い海を捉とらえたことで、私はようやく自分が地面にうつ伏ぶせに倒たおれていることを知った。

　際限なく出てくる血は、恐おそらく内臓が破れた故ゆえのものだろう。ひどく苦しい。空にされた肺が、血に邪じや魔まされて息を吸えないでいる。

　ぼやけた視界は赤しか瞳ひとみに入れてこない。他ほかの何かを見ようにも、身体は地面に縫ぬい付けられでもしているのかと思うほど重く、動いてくれない。

　……なんて、ざまだ。たった一発で……これか……！

　耳が聞こえない。視界が暗くなっていく。誰かが何かを叫さけんでいるということは分かったが、それがどういうものかわからない。そもそも、ずっと離はなれた場所から呼ばれているように小さな声だ。いや、むしろ逆──私の意識が遠くにあるということなのだろうか。

　身体は最早痛みすら感じなかった。それだけ、動かせる機能が減ってきているのであろう。私という存在が、命が闇やみに塗ぬりつぶされていく。

　ひどく眠ねむい。このまま眠ってしまおうか。何故だか、今の私にはそれがとても魅み力りよく的に感じた。意識を手放す事ができれば、それはきっととても気持ちのよいことだ──

　眼を開けているのか、閉じているのか。視界は真っ暗で、どちらか分からない。この暗さなら心地ここちよく眠れそうだ。意識が重くなる、身体が影かげに溶とけていく。

　もう寝ねてしまおう。そう語りかける身体に従い、私は意識に瞼まぶたを降ろす──

「スラヴァくんっ！」

　その瞬間、誰だれかに呼ばれて眼を開いた。聞き覚えのある、だが初めて聞くような激しい感情の籠こもった声。

　途と端たん、私の意識に白銀の光が降り注いだ。それはまるで夜に突とつ如じよ差し込んだ朝日の光。

　そうだ、ここで寝ている場合ではない……！

「がはっ！　げほっ……！」

　シェリルの呼びかけで、私は意識を取とり戻もどした。

　……いや、そのいい方は少し不適切かもしれない。根ねの国くにに引かれていた魂たましいを引き上げた──そんな感じだ。

　恐らく今この瞬間まで私は息を止めていたのだろう。

　先程までの心地よさは噓うそのように消えており、代わりに体全体に重おも石しを乗せられたような倦けん怠たい感と、地じ獄ごくの方がマシに思える痛みが襲おそってくる。

「あっ……ぐ、く……」

「師匠せんせいっ！　師匠せんせぇ！」

「スラヴァ君ッ！」

　動かぬ身体を動かす代わりに、なんとか治ち癒ゆの魔ま術じゆつを発動する。残りの魔術はわずかだ。意識を保つのも精一杯。それでも、弱々しい魔力は呼吸を、鼓こ動どうを肩かた代がわりする程度の効果は発揮した。

　この様子ならば、なんとか二度目の人生を終えずに済みそうだ。ただし──それは、あの男が何もしなければの話だが──

「くく、くくくくく。分かってはいたことだが信じられないな。あのスラヴァ＝シジマが私の下で這はいつくばっているとは。貴様が昔のままの姿であれば、なお趣おもむきがあっただろうに、残念だよ」

　私の頭上から、ガルトの声が響ひびく。まだ首は疎おろか指一本動かないが、なんとか取り戻した視力がその足元だけを確かく認にんした。

　今何かをされても、私には一いつ切さいの抵てい抗こうが出来ない。

　結局のところ、状じよう況きようは何も変わっていない。死の淵ふちにある──それに気がつけただけだ。

「さてどうしたものか。かつての恨うらみの一つでも晴らしておこうか？」

　血けつ晶しようのことを語るような笑いを収め、ガルトはまた平へい坦たんな声でそういった。

　傍そばに立つガルトの魔力が膨ふくらむのがわかった。

　ち……ここまで、か。私は戦闘の最中は、一度も勝負を諦あきらめたことはない。──だが、勝負が付いてしまえば話は別だ。次に思いを馳はせる事はあるが、今きまったばかりのそれは認めざるをえない。

　スラヴァ＝シジマの、完かん膚ぷなき敗北を。

「やる……な、ら……やれ……」

　ほんの少しずつ回復してきた機能が、私に言葉を戻す。

　半ば形を崩くずした言葉だが、ガルトの耳には届いたらしい。

「ほう……？　もう喋しやべれるようにまでなったか。相変わらずしぶといな」

　その声は、素す直なおに驚おどろいているようだった。

「随ずい分ぶんと潔いさぎよい言葉だな。この世に未練は無いのか？」

　どこか愉ゆ快かいそうに、問いが投げられる。

　また少し、身体が動くようになった。首が上がり、見下ろすガルトの瞳を睨にらみつける。

「あるに、決まっている……だがな、貴様、の……顔色を窺うかがってまで、生きようとは思わん……」

「そんな……駄だ目めです！　師匠せんせいっ！」

　涙なみだに濡ぬれたアルマの声が私の言葉を否定するも、私はガルトを睨みつけたままでいる。

「……成なる程ほど、成程。変わらないな師し匠しよう殿どの。そんなところが憧あこがれだったよ」

　手を叩たたいてから、ガルトが膝ひざをついて私を覗のぞきこんだ。

　やはりその目に嵌はめこまれているのは、血晶を使った者特有の紅あかい瞳だ。

　……何故、ガルトにはあのタリスベルグ特有の殺気がなかったのだろうか。それがあればもう少しの間は攻こう撃げきを躱していられたかもしれないというのに。だがもしそうなっていた場合は、今こうして辛かろうじて生きていることもなかったか。攻撃が更さらに苛か烈れつになってから、当てられていただけだろう。

　ふ……今際いまわの際きわまで戦いのことだとはな。この馬ば鹿かばかりはとうとう治らなかったか。

　力なく笑ってみせると、ガルトはその表情を冷れい淡たんに染める。半死人に求めるものとは違ったのだろうか。

「……良かろう。ならばその命、絶ってくれる。武術家として死ねるのは本ほん望もう──などと考えているのかな」

「当たりだ」

　勝てなかったのならば、弱みは見せずに逝ゆく。それが武術家としての矜きよう持じだ。

　しゃがみこんだガルトが手を振り上げる。手刀──首を落とすつもりか。せめてゼツロくらいは片付けておければ、この先訪おとずれるであろうタリスベルグによる混乱を小さくすることも出来たかもしれないのだが。

　眼めを瞑つぶり、この身に降ろされる断頭の刃やいばを待つ。

　すまない、シェリル、ソーニャ……そしてアルマ。非力であった私を許せ。

　二回も死ぬなど、数すう奇きな運命に生まれたものだ。三度目の人生があればよいが、それもないだろう。

　故に私に出来るのは覚かく悟ごを決めることのみ。せめて苦しまぬようにと身体の力を抜くが──待てど、ガルトの手刀は振り下ろされない。

　奴やつが何をしているのか確認するため眼を開くと──

　そこには、手刀を振り上げたまま待機するガルトと、その奥にシェリル達の姿が見えた。

「なんのつもりだ？　お前達に興味はない。黙だまって立ち去れば見み逃のがしてやるぞ」

　より淡たん々たんと紡つむぐガルト。その言葉は何よりも私にとっては嬉うれしいものだった。この子達を巻き込んだ事こそが唯ゆい一いつの心残りだったところ、それを解決してくれるというからだ。

　しかし、粘ねばつく圧を込こめた殺気に気け圧おされながらも、ソーニャは返す。

「そんな気はしてたけど……あいにくと、好きな人が殺されるのを黙って見ていられるほどお淑しとやかじゃないんだよね……」

　探知能力に優すぐれたソーニャだ、自分達では勝てないということはこの場の誰よりも理解しているだろう。

「馬鹿な……無む駄だだ、退ひけ……！」

　その行動には、感謝はない。折角敵が見逃すといっているのだ、意地を張ったところで誰も得をしない。怒いかりを交えながら、ソーニャを睨みつける。

　だが、それに応こたえたのはシェリルであった。

「ずっと、一いつ緒しよ」

　たったそれだけの言葉だったが、もうそれなりに長い付き合いになる。シェリルの──シェリル達の想おもいは、それだけで理解できた。

　いおうとしていた言葉もいえず、行き場を無くした息が喉のどで詰つまる。

「もう、遺のこされるのは嫌いやですから」

　力ないアルマの微笑ほほえみは、私にとどめを刺すには十分なものだった。

　やめろ、やめてくれ。そんな事をしないでくれ。思いだけが溢れ、言葉にならない。

　シェリル達は、私と共に死ぬつもりなのだ。

　考えてみれば簡単だ。この子達は、私と非常に気が合う。同じ道を目指すがゆえ、同じ武術家であったがゆえ、私達の本質は似ているのだ。

　もしも私がシェリル達の立場にあれば、同じ事をしただろう。そう思ってしまうほどに。

「くく……これはいい。随分と想おもわれたものだな師匠殿！」

　ガルトが嗤わらう。力だけを追い求めた修しゆ羅らが嘲あざけった。

　私から眼を離したガルトが、ゆらりと立ち上がる。

「少し面おも白しろい余興を思いついた──」

　禍まが々まがしい魔力に、愉快そうな色が交じる。

　嫌な予感しかしない。この後、何をいっても最悪の事態に繫つながる。そんな確信。

「なあ師匠殿。今のところは生かしておいてやろう。貴様は将来、俺を楽しませるに足り得そうだ。だがこのままではいけない。少し手を加えねばな。貴様は生かしておいてやる──その代わりに、ここでこの三人を殺す」

　やはりというべきか、続けられた言葉は、私が思う以上の最悪であった。

「ふ……ざけ、るな……！」

　今まで経験したことはおろか、想像すらしたことがない怒りが身を焦こがす。

　出血やダメージで体温を失った身体からだが今は熱い。だがそれでも──どうすることも出来ない自分が、憎にくい。

「なんだ、随分気前がいいじゃない」

　冷たい汗あせを浮うかべながら、それでもソーニャは笑う。

　見れば、他ほかの二人も似たような表情をしていた。

　死を覚悟した、武術家の顔を。

「やめろ……っ！」

　そんなシェリル達を、私は見ていることしか出来ない。

　──振ふり返かえったガルトが、満足そうに笑った。

　それを隙すきと見たのだろう、身体を捻ひねったソーニャが捻ねじりを戻す勢いと共に腕うでを振るい、風ふう刃じんを生み出す。

　ソーニャへ向き直すこともなく、ガルトは虫でも払はらうような動きで風刃を打うち砕くだいた。

　そこへ、シェリルが飛びかかる。空中で回転の力を加えた踵かかと落おとしだ。準備に時間が足らなかったのかそれは『白しろ神蛇かがち』ではなかったが、即そく座ざに放ったにしては相当の速度と威い力りよくを持っている気がした──が、ガルトは片足を地につけたままの捌さばきでそれを躱かわす。

　動きの最さ中なかを狙ねらいアルマが拳けん打だを放つが、ガルトはこの腕をとり、アルマを背から地面に叩きつけた。

「──っ！」

　地面に強く背をぶつけたアルマが声にならぬ息を漏もらす。表情を歪ゆがめたソーニャが風を纏まとった掌しよう底ていを突つき出だすが、ガルトはそれを押し出すように払いのけた。

「まずは一人」

　その宣言に、背筋が凍こおった。何かを叫さけんだような気もする。

　拳こぶしを払われたソーニャには隙が出来た。がら空きの腹に、ガルトの掌が添そえられる。それがぐ、と押し込まれたかと思うと──

「[image: あだくてん]っ」

　ソーニャの口から血が溢あふれだし、身体が浮き上がる。

　──『試製桜花』を使っているわけでもないのに、その光景はひどくゆっくりに見えた。十倍くらいに引ひき延ばされた一秒の間、ソーニャは宙を舞まうと──全く動かないまま、地面に倒たおれた。

「──あああああああっ！」

　それから少しして、最初に動いたのはシェリルだった。

　明らかな怒りを叫びながら、再び宙へと躍おどる。

　今度は完成形の、完全な『白神蛇』だ。回かい避ひを諦めさせるような白い稲いな妻ずまが轟とどろく。

　だが──ガルトは拳の裏で、雷いかずちと化した踵を受け止めた。かつて防ぼう御ぎよを固めたアルマの腕をへし折った蹴けりがガルトに与あたえたダメージは、皆かい無む。

　振りぬく筈はずの動きを不安定な状態で止められた故ゆえに、バランスを崩しながらシェリルが地へと戻もどる。

　ガルトは、まるで最初からそういう状態であったかのごとく、シェリルの顎あごに指の背を添えた。

「二人」

　もう一度人数を呟つぶやいたガルトの手が一気に振り払われると、シェリルは糸が切れた人形のように一切の支えをなくし、膝から崩れ落ちて地面へと倒れこんだ。

　シェリルが地面に倒れ、音を立てる頃ころ、最初に地面へと叩きつけられたアルマが入いれ替かわるように立ち上がる。

　力を操あやつる技能では勝てないとわかったのだろう、繰くり出すのは波は濤とうの動きからなる拳打だ。

　これを、ガルトは体たい捌さばきで躱す。同時にすれ違ちがうようにしてアルマの隣となりへと躍おどり出でると、手刀を振り上げた。

「最後だ」

　宣言とともに、手刀が振るわれる。正確にアルマのうなじへと手刀が打ち込まれると──アルマは、眠ねむるように地面へと吸い込まれた。

　……一いつ瞬しゆんだった。一瞬で、私の前には三人の少女達が倒れ伏ふしていた。

　理解の出来ぬ、理解を拒きよ否ひするような光景が、眼を鼻を、顔を痙けい攣れんさせる。

「ガルト……貴様……ッ！」

　満足気に振り返るガルトに向け、私は叫んだ。

　──顔を支配するのは、怒りよりも大きな驚きよう愕がくだ。

「何な故ぜだ……何故、生かしてある……ッ!?」

　それは、今の一連の流れすべてを指したものだった。

　私の反応は、きっと思おも惑わく通りだったのだろう。満足そうな笑みは、今までにない痛つう烈れつなものだった。

「流石さすがは師匠殿。このような状じよう況きようでも、そのあたりは確しつかりと見ているのだな」

　軽快に喉を鳴らしながら、ガルトは戯おどけたように手を叩いている。

　理解が出来ない。その一点において、私はガルトが望む通りの反応をしていた。奴は先程三人を「殺す」と宣言した。しかし、倒れこむ少女達は──皆みんな、それぞれ非常に弱々しくとはいえ、息をしていたのだ。

　今のガルト程ほどの者に、打ち損じはありえない。悪戯いたずらが成功した子供のような振る舞いを言葉と合わせてみれば、ガルトははじめからシェリル達を殺すつもりはなかったのだろう。

　……だからこそ、そんな事は見ればわかった。

　もしもガルトが最初からシェリル達を殺すつもりならば──ソーニャは、腹に大きな風穴を開けられていただろう。シェリルは頸けい椎ついを捻ひねり壊こわされていた筈だし、アルマは首を刎はねられていた筈だ。

　しかし実際は、皆効率よく意識を奪うばわれただけだった。

　三人が生きていて、心底良かったと思う。代わりに私の命を奪うといっても、今ならば大だい歓かん迎げいだ。だがそれゆえに解げせない。何故、ガルトがこんなことをしたのか──

「っくく、期待通りの反応だ。ああ、溜りゆう飲いんが下がる」

　ガルトが、未いまだ無様な表情をする私に顔を近づける。

「なあに、余興だといったろう。お前達にはまだ生きていてもらわねば困るのだよ。俺が最強となった時、食くらう餌えさが無くば意味が無いだろう？　それに──もう一つだけ、試ためしてみたい『実験』があってな」

　そういうと、ガルトは自らの懐ふところを漁あさった。取り出したのは──私の知るそれよりも、更さらに禍々しい色を放つ『昏くらい色の結けつ晶しよう』。

「武術は何かを守るためにあるとほざいていたな。己おのれを、人を、矜きよう持じを。だが、今のままの貴様では何も守れん。何も出来ず俺の前に這はいつくばっているお前にはな」

　だが、とガルトは言葉を切る。いわんとする言葉は、もう理解できていた。

「これを貴様が使えば、あるいは俺にも届くだろう。だからこそ、コレはお前に預けておいてやる」

　私の目の前の地面に『血晶』を突き刺さし、ガルトは立ち上がった。

　背を向け、歩き出すガルト。一番傍そばに居たシェリルの下もとへとしゃがみこむと、ガルトはシェリルの銀の髪かみを摑つかみ、私に顔を見せるよう引き上げる。

「その石をこの娘むすめ達の生命いのちだと思え。それが貴様の手元から離はなれれば、その時にはこの娘達を今度こそ殺してやろう。本当にこの娘達が大切ならば──いっそ、その石を体内にでも入れてしまえば、奪われる心配もないかもしれんな？」

　何かを暗示するかのようにシェリルの髪から手を離すと、再びシェリルは地面へと倒れこんだ。
















　ひとしきり満足したのか、立ち上がったガルトは元の冷れい淡たんな表情を取り戻していた。

「貴様がどうするか見届けるまで、取り敢あえずのところ貴様達は生かしておいてやる。運が良かったな」

　身を翻ひるがえし、ガルトは山林の奥へと歩いて行く。

「……待て」

　私はその背を呼び止めた。振り返らぬも止まる背中に、問いかける。

「私がこの『血晶』を使えば、お前を超こえるかもしれんぞ……？　その時は、貴様の目標はどうなる」

　半ば無意識に紡つむいでいたのは、なんてことはない負まけ惜おしみだ。

　見えぬままの顔が、愉ゆ快かいそうに歪むさまを幻げん視しする。

　その言葉がガルトを喜ばせてしまうのはわかっていた。だが情けないと思いつつも、私にはそうするしか出来なかったのだ。

　振り返らぬまま、ガルトは答えた。

「その時が、武術の敗北だ。情けと余興で永らえた生命の使い方は、よく考えるがいい」

　元の平へい坦たんな声でそういうと、ガルトの気配は何ど処こかへと消えていった。

　残された私は、目の前に突き立てられた『昏い色の結晶』を見て、呟く。

「よく考えろ……か」

　返す相手が居ないつぶやきは、薄うす暗ぐらい木々の奥へと吸い込まれていく。

　悔くやしさに拳を握にぎる力すらもない私は、暫しばらくの間、ただ目の前の『血晶』を見つめていた──








第十五話　まもる、ということ









　ガルトとの戦いから数時間後。何とか動けるようになった私達は、私の家で身体を休めていた。

　広間に集まり、しかし誰だれも口を開かない。空気は、ひどく重かった。

　アルマもソーニャも、シェリルも──色々と、考えることはあるのだろう。

　勿もち論ろん、私もそうだ。そして恐おそらく、皆同じ思いを抱かかえているのだと思う。

　……完敗だ。何もすることが出来ずに敗けたというのは、私達にとっては非常に重い事実であった。

　最強という二文字を目指し、日々を研けん鑽さんする。この旅も主な目的はその一いつ環かん──武む者しや修しゆ行ぎようである。様々な武術家と手を合わせ、自らを磨みがいていく。

　だが、ガルトは今まで旅で出会った誰よりも、そして私達よりも遥はるかに上をいっていたのだ。それも『昏い色の結晶』により、一足飛び的に──

　あまつさえ、その男に生せい殺さつ与よ奪だつを握られ、気まぐれに生かされる始末。これで何も思わぬ者がいれば、それはきっと武術家とはいえぬだろう。

　その上で、私には皆にいいたいことがあった。手も足も出せずに敗北したのは、勿もち論ろん悔くやしい。しかし──

「私がこんな事をいうのもなんだが」

　沈ちん黙もくの中切り込まれた声に、自然と皆の視線が集まる。

　屈くつ辱じよく的な敗北を喫きつしても、気まぐれに生かされるという情けなさの中でも──

「皆で揃そろってこの場に居ることが出来て、嬉うれしい。よく、生きていてくれた」

　アルマが、ソーニャが、シェリルが。誰だれ一人ひとり欠けることなく生きていてくれて、私は嬉しかった。

　恥はじと外聞を捨ててでも、失いたくないものがある。今回ばかりは、それを思い知った。

「う、うう……師匠せんせぇ……っ」

　声を震ふるえさせたアルマが、瞳ひとみを揺ゆらす。……この子を失わなくて、またもう一度私の死を見送らせることがなくて本当に良かった。

「シェリルとソーニャも、世話をかけたな。特に……ソーニャ。傷は大だい丈じよう夫ぶか？」

　アルマに頷うなずきを返してから、シェリルとソーニャにも声をかける。

　ソーニャは、三人の中でもとりわけ重じゆう症しようだったのだ。それこそ、放ほうっておけば死んでいてもおかしくはないくらいに。

　殺す気はないが、一人くらい死んでも別段構わない──恐らく、ガルトの思惑はそんな具合だったのだろう。最悪の事態に至らなくて良かった。心の底から安あん堵どする。

「大丈夫だよ、誰かさんが自分よりも優先して治してくれたからね。傷でいったら、スラヴァ君の方が大変だったと思うけど」

　目め尻じりを下げて睨にらんでくるソーニャに、愛想笑いを返す。その様子を見れば、無事だということが分かる。

「全く……無茶しないでよね。今回ばかりは、私達がいえた義理でもないけどさ」

「肝きもに銘めいじておく。だが、そのとおりだ。お前達もこんなことは今回限りにしてくれ」

　お互たがいに無む駄だと知りつつ、釘くぎを刺さし合う。もし仮に同じようなことがあった場合、私達は同じ選せん択たくをするだろう。

　それをやめろといっても多分、ソーニャ達は聞かない筈だ。同時に、私も毛頭聞き入れるつもりはない。

　しようがない奴やつだ。恐らくは向こうもそう思っているだろうと知りながらも、私はついそんな事を思おもい浮うかべてしまう。なにか──こういうことがあった時、自分を犠ぎ牲せいにしあうなんていうのは、もうこれきりで終わりにしたいものだ。

「スラヴァくんと練習した『しろかがち』……きかなかった」

　再び訪れた沈黙を破ったのはシェリルであった。

　あの時、シェリルは怒いかりに任せつつもほぼ完かん璧ぺきな『白しろ神蛇かがち』を放ってみせた。しかしそれはガルトには全く通用せず、片手だけで防がれている。

　それが悔しかったのだろう。シェリルは顔を俯うつむかせて、伸のばした脚あしの上で拳こぶしを握りしめていた。

　……そう。全く、通用しなかったのだ。

　アルマの体術も、ソーニャの感知も、私の全力も。シェリルだけではない、私達が持つ技術の、その全すべてが通用しなかった。

　恐らくは今の状態では『不ふ可か説せつ転てん』も奴には通用しないだろう。『風ふう樹じゆ』も意味をなさない筈はずだ。唯ゆい一いつ通じる可能性があるのは防ぼう御ぎよ力を無視する『天てん元げん一ひとツ』だが、奴の懐へと潜もぐり込んで脚を止めるのは、現状では不可能だ。

　しかも奴はその力の全てを使っていないだろう。本当に──とんでもない存在が現れたものだ。

「……そうだな」

　シェリルがしゅんと肩かたを縮こまらせる。

　今の私達では持てる全てを使っても奴の足元にも及およばない。

「ならば、より技わざを磨き、新しい技も身につけていかねばならないだろう」

　だがだからこそ──私達は強くならねばならない。

　最強というものを目指す以上、相手が武術家とは呼べぬ行こう為いに手を染めていても、それを打だ倒とうせねば最強という名は手に入らないのだ。

　顔を俯かせたシェリルは、私の言葉に顔を上げた。

「強くなろう。世に居る誰よりも、ここにいる誰よりも──あの怪かい物ぶつよりも。私達には、それが出来る時間があるのだから」

　シェリルだけではなく、その言葉はこの場にいる全員に向けられていた。無論、私自身にもだ。

　たった一回敗けただけでこの世の終わりと悲観するのはまだ早い。生きてさえいれば次がある。この泥どろ臭くさい水の中で泳げる事こそが、武術家にとっては大切なことなのだ。

　──圧あつ倒とう的てきな敗北を喫した私達だが、その眼は決して濁にごってはいなかった。

　そうとも、未まだ戦える。腕うでが千切れたわけでもない、脚がもげたわけでもない。たった一度敗けただけだ。その程度で心を折っては、夢破れた幾いく千幾万の人々に謝罪をせねばならない。

「……うん」

「はい」

「……そうだね。気を取りなおさなきゃ！」

　勿論、まだ敗けを乗のり越こえられたわけではない。たった一度の敗北で世界が終わったかのように悔しがるのもまた、私達武術家だ。

　だからこそ、立ち上がることが出来る。次は絶対負けないと。心が折れぬ限り挑ちよう戦せんすることが出来るのだ。

　幸い、皆みな芯しんは強いようだった。私に答えるその声にはまだ暗さが残っていたが、その眼には確かな明かりが灯ともっている。

　ならば火は絶えない。敵が天上の領域にあるというのならば──もっと大きく、天を焦こがす大火となるまでだ。

「強くなろう。自分を守れるように、大切な誰かを守れるように。そして──」

　誇ほこりを守れるように。

　ポケットへと手を入れ、角ばった『血けつ晶しよう』を握りしめた。

　ガルトから渡わたされた『昏くらい色の結晶』──今まで見てきたどの血晶よりも禍まが々まがしい空気を垂れ流す悪意の塊かたまり。

　いわれずとも、この血晶が特別な存在であることは理解できた。

　だがそんなことはどうでもよい。ガルトはこれを、シェリル達の生命いのちだと思えといっていた。ならば、尚なおの事これを使用する訳にはいかない。

　きっとこれを飲み込むということは、そのままシェリル達の生命を飲み込む事を意味するだろう。いくら強くなれるといっても、破は壊かい衝しよう動どうだけしか存在しないような怪物になるなど御ご免めんだ。もしそうなれば、私は自分が守りたいと思うものの全てを捨て去ることになるだろう。

　自分を守れるように。大切な誰かを守れるように。そして──誇りを守れるように。

　私は飽あくまでも武術家として『最強』という座に立ちたい。最も尊敬した男がそうであったように。

　この血晶を使えば、私は二度と武術家には戻もどれぬだろう。だがもしもこの血晶を使わねば、シェリル達を失うという状じよう況きようになったのならば──

　それは、その時が来なければ分からない。だからこそ、だ。

　だからこそ私は、只管ひたすらに強くならねばならない。

　こんなものに頼たよらぬよう──自分自身の手で、守りたいものを守っていけるように。




　　　　◆




「それで、これからのことなのだが」

　打倒ガルトの意志を固めるための作戦会議の中でのこと。

　奴に勝つためにはこれまで以上に修行に励はげむ必要がある。その為ために日々の修行をどうしたら良いか、これから何をしてゆけば良いかといったことが話題に出ると、私はそう一言を放った。

　これからの予定ということで、自然と三人の瞳が私に集まる。

　普ふ通つうの訓練では、奴に追い付くことなど到とう底てい出来はしない。

　そんな前まえ振ふりの後に続いた言葉に、緊きん張ちようが走る。

「私も少し思うことがあってな。この旅のこれからについて、少し考えたことがある」

「こ、これから……？」

　恐る恐るといった様子で、聞き返してきたのはソーニャだ。

　気が付くとソーニャとアルマは、大分色の悪い顔をしていた。一体、私が何をいうと思っているのだろうか。それほど大したことはいうつもりはないのだがなあ。

　余計な誤解を与あたえぬためにも、ソーニャの顔色には気付かぬふりをして、私は続ける。

「うむ、これから、だ。強大な敵の出現を前に、私はこの旅のあり方から考えなおす必要があると思ってな」

　語るのは、これからの旅のあり方についてだ。いった通り、これまでどおりの修しゆ行ぎようではガルトには追いつけない。その為、修行の方法とかよりももっと根本的なことから考え直す必要があると思うのだ。

　何か心配事でもあるのか、青ざめた顔をするソーニャとアルマに、そう説明をつけていく。

　だが説明をより詳くわしくしていくにつれ、ソーニャとアルマの顔色は悪くなっていった。

　もしや、私のいわんとしていることに気がついたのだろうか？　だとするとむしろ望むところだといいそうなものなのだが。

「そんなわけで、この旅のことなのだが──」

　そう思いつつも、私はこれからの予定の話を続けようとした。

　しかし──

「嫌いやだよ……そんなの……」

「む……？」

　眼を伏ふせたソーニャが、自らの腕を抱だいた。ひどく悲しそうなその様子に、思わず言葉が詰つまった。

　まさかそれほど嫌いやだったのか？　そう思いつつも、私はソーニャの言葉の続きを待った。

「ここまで一いつ緒しよに来たんだから、ここで旅が終わりなんてやだよ……」

「……ぬ？」

　ソーニャが嫌だといったのは、私の予想を大きく外れたものだった。

　見れば、アルマもソーニャと同じ顔をしている。

　ううむ、それと気付かぬ内に誤解を招くいい方をしてしまっただろうか。

「旅……やめちゃう、の……？」

　ソーニャの言葉に、隣となりのシェリルが私の服をくいと引く。

　シェリルも旅を楽しんでいたようだし、いきなり旅が終わりと聞けば驚おどろくだろうな。

「いや……やめんが」

「えっ？」

　だが、違ちがう。私がいいたいのはそういうことではない。

　聞き返したのはソーニャだ。なんだか誤解があったようなのではっきりと誤解はといておこう。

「私はただ、もう少し修行を増やし、観光に充あてる時間を減らしたいという事をいいたかっただけだ。旅はやめんよ。というか、何な故ぜそうなる」

　苦く笑しようしながらそう返すと、ソーニャは言葉にならない声……あ、だとか、え、とだけ連続で繰くり返かえしていた。

　どうやら自分の思い違いを恥はずかしく思ったようだ。そんなところは、なんだか可愛かわいらしいと思う。

　……だが私は見み逃のがさんぞアルマ。隣で口笛なぞ吹ふいているが、先程ソーニャと同じ顔をしていたことをな。

　まあ、よい。二人もが誤解するということは、きっと私のいい方にも難があったのだろうと思うしな。

　しかし、これだけは伝えておきたい。

「私にとって、この旅は特別なものだ。特に、お前達と過ごす時間はな。……旅を止やめたい、というのなら強く引き止める事は出来んが、出来れば共に己おのれを磨みがいていけたらと思っている」

　私にとっては、志を同じくする仲間達と歩むこの旅はかけがえのないものだと。

「い、いや！　全然そんなことない！　止めたくなんてないから！」

　ソーニャの必死の否定は、微笑ほほえましくもあり、ありがたいものでもあった。

　必死に否定してくれるということは、それだけ旅を楽しく思ってくれているということだろう。

　こんな歳としになっても、年とし頃ごろの少女の考えはまだ理解できぬものだ。それをこうして少しでも分かり合えると、つい嬉うれしくなってしまうのはしょうがないだろう。

「しかし、済まないなシェリル。そんなわけで、観光などは少し減らしたいと思うのだが大だい丈じよう夫ぶか？」

　むしろ心配なのはシェリルだった。この年頃の──といっても、外見で判断してのことだが──少女にとっては、ストイックな旅というのはあまり合わないかもしれないと思ったのだ。

　感受性豊かな時期にあるシェリルには、是ぜ非ひ色々なものを見てもらいたかったというのもある。

　だが、それは杞き憂ゆうであったようだ。

　先程まで心細いような表情をしていたシェリルは、今は嬉しそうに笑っていた。

「だいじょうぶ！　皆みんなといっしょなら、私はたのしいよ！」

　その満面の笑みに、くらくらした。思わず抱だきしめてしまいそうになったほどだ。

　なんと良い子なのだろうか……！　普通ならばこれくらいの歳になるとそろそろ小こ生なま意い気きな雰ふん囲い気きも出てくるものなのだが……

　正に純じゆん粋すいという言葉が似合うシェリルに、軽く感動さえ覚えた。みれば、アルマやソーニャも心打たれたとひと目で分かる顔をしていた。

　……と、いかんいかんあまりのことに脱だつ線せんしそうになった。

　本題は、これからだ。

「さて……と、いったばかりで悪いのだが、実は一いつ箇か所しよだけ行きたい──行かねばならぬ場所があってな」

　観光は減らすとはいったものの、私には修行とは関係なしにどうしても行かねばならない場所があるのだ。

「こんな事があったばかりだが……いや、あったからこそ、私は師し匠しようの墓を訪ねなければならぬ気がするのだ。あそこは、私にとっては始まりの土地だ。未み曾ぞ有うの脅きよう威いにさらされている今こそ、原点に戻もどりたいと思っている」

　その場所の名は、ヴィオード。シジマ流の本館ともいえる場所に、師匠の家──そして、墓がある私の原点だ。

　神しん妙みような面おも持もちで、一人ずつの瞳ひとみを見ていく。

　やがて全員を見終わると──アルマが微笑む。

「私は、どこへなりともついていきます。まして、ヴィオードは、私にとっても始まりの場所ですから」

　ソーニャが笑う。

「私もスラヴァ君のお師匠さんには興味があるからね。どんと来いだよ」

　そして──シェリルが手を差さし伸のべる。

「……行こう？」

　私は迷わずその手を取った。……これだから、この子達は。

「……ああ！」

　現れた脅威は、未曾有の代しろ物ものだ。どうすれば勝てるか、どころか敵の強大さすらわかりはしない。

　だがこの子達とならば、乗のり越こえていける気がした。

　武術というのは、一人では何の意味もなさないものだ。共に切せつ磋さ琢たく磨ましていく仲間が居てこそ、あらゆる原石は輝かがやく事ができる。

　ガルトから渡わたされた邪じや悪あくなる『血けつ晶しよう』も、今や路ろ傍ぼうの石のように思えた。この子達の生命が、そんな代物であるはずはない。この子達を喩たとえるのならば、他の何者も寄せ付けぬ輝きを持つダイヤモンドだ。

　宝石の王ともいえる存在が、そこいらの石ころに劣おとるはずがない。こんなものに頼たよるまでもない、私には頼りがいのある仲間がいる。

　今は届かずとも、必ずや──

　太陽のように温かいシェリルの手を握にぎり、その温度を確かめる。

　優やさしい温かさは、胸の内に強い焰ほのおを灯す気がした。








あとがき









　まずは『武に身を捧ささげて百と余年。エルフでやり直す武者修行』の六巻を手にとってくださりありがとうございます。赤石あかし赫かつ々かくです。

　あとがきのためにキーを打つのもこれで六度目。少しずつ慣れてきたかな、なんて思うと、やはり皆みな様さまへの感謝が湧わいてきます。

　応おう援えんしてくださっている皆様、こんな僕の面めん倒どうを見てくれる担当さん、そしてイラストレーターのbun150さん、本当にありがとうございます。

　ううむ、あとがきで書きたいことを書こう！　となるとやっぱりどうしても感謝の気持ちが最初に来てしまいますね。




　と、いうことで『武エルフ』六巻は如何いかがだったでしょうか。前後編という構成の四巻五巻に続き二ヶ月ペースの刊行という事で、僕の方は今までにないくらいの忙いそがしさを感じておりました。

　今回の六巻は、WEBに掲けい載さいされていたものを手直しして……というのではなく、先に書しよ籍せき用の方を書き上げております。なので、今までよりも一話ごとが長くなっているのではないかなあ、なんて。

　五巻の大おお幅はばな書き下ろしに続き、初めての挑ちよう戦せん……というと大げさですが、今までやったことのない方式での執しつ筆ぴつは、少し新しん鮮せんで楽しかったです。

　例によって格かく闘とうゲームとか某ぼうイカとか、いろいろな誘ゆう惑わくがあり、結局期限ギリギリになってしまったのは反省ですが、なんとかこうしてあとがきを書くことが出来たのは良かったと思います。




　さて、といったところで今回も筆を置くことといたしましょう。

　願わくは、またお会い出来ることを祈いのっております……！


赤石あかし赫かつ々かく












武ぶに身みを捧ささげて百ひやくと余よ年ねん。

エルフでやり直なおす武む者しや修しゆ行ぎよう６








赤石あかし赫かつ々かく
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